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神奈川自然誌資料 3: I～4, Mar. 1982 

鎌倉市で採集したツクツクボウシタケ

生出智哉

A Brief Note on !sariαsinclairii Found in Kamakura 

Toshiya 01zuRu 

はじめに

本県における冬虫夏草の採集記録には，サナギタケ

Cordyceps militaris，セミタケ Cordycepssobolifera, 

ハナサナギタケ Jsariajajうonica，オサムシタケ Tila

chlidiopsis nigra，カメムシタケ Cordyce1うsnutans，ク

モタケ Isaria0かpicolaなどがある。

1980年8月，児玉規子氏は，鎌倉市源氏山の常緑林

の斜面で，本県では未記録のツクツクボウシタケが群

生しているのを発見した。その後，佐藤芳男，児玉規

子の両氏と筆者らが源氏山および十二所を 8月25日か

ら9月23日まで9回にわたり調査した結果，ツクツク

ボウシタケの多量発生を再確認することができた。ツ

クツクボウシタケの生態のー端を知ることができたの

でここに報告する。

調査地の概況

a.地形

源氏山は鎌倉駅から北西方向へ 1.5，切進んだ海抜約

l 内o n• o ,oco 
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95mの丘陵で，付近には銭洗弁天などの名所があり，

四季を通して観光客でにぎわい，また市民の憩いの場

所として知られている。

十二所は鎌倉駅から東へ約3k躍進んだ山林地域で

沢が入りこみ，この付近は鎌倉市内で最も自然環境が

保持されている場所である〔図1〕。

源氏111, 卜二所のやや湿った北斜面は， イノデータ

ブ群集，それより上部のやや乾いた所はヤブコウジ

スダジイ群集に属する楠生である〔図2〕。

b目気 象

鎌倉における気温に関する資料は得られないので，

鎌倉に近接した横浜の1980年7月から9月までの3ヶ月

間のデータを用いた。横浜の平年気温を比較すると，

7月に1.3度，8月lこは4.0度も低く，曇天，雨天の日が

75労もあり，例年にない低湿な夏であった〔表1〕。

調査地における多量発生とし寸現象と， 1980年の低

温との聞に，何らかの関係があるかは不明であるが，

今後の参考資料として採集時前後の気温を記録した。

図1 調査地略図

xl：源氏山， x2：十二所
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図2 ツクツクボウシタケ Isariasin.claim 

〔Berk.)Lloydが多量発生した源氏山

(1980. 10. 17) 

ツクツクホウシタケについて

a.形態

ツクツクポウシタケは冬虫夏草の仲間である。冬虫

夏草属は子のう菌類，パッカク（肉座） ll!H目，パッカ

ク菌科に属するが， 学名の Jsariaは分生胞子｜時代の

名で，これは不完全菌類に属する。

小林義雄〔1941〕は，戦後間もないころ，日本産ツ

クックボウシタケのー標本上lこ，未熟ながら完全型の

ものを見いだし， Cordyeψ5 sinclairii Y. Kobayashi 

とLづ新名をつけた。その後，小林（1977）はツクツ

グボワシタケの完全時代がセミタケだと結論づけて，

ツクツクボウシタケは，セミタケの分生子型（不完全

時代〕であるから，C.sinclairiiとL寸種名は除かね

ばならないと述べている。

子実体の柄の地下部は灰白色，柄の上部は枝分かれ

し，その先端はふつう紡錘形にふくらむ。すなわち結

実部で長さ0.5～1.scm，白い粉状の分生胞子のかたま

りである（図 3）。

b.生態

ツクツクポウシタケiまツクツクボウシ，ニイニイゼ

ミ，アブラゼミ， ミンミンゼミの幼虫に寄生する病原

菌である。土中生活を送る凶iの幼虫にとってツクック
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図3 A：ツクツクポウシタケの分生胞子

B：宿主 ・ツクツクボウシ（左〉と

ミンミンゼミ

5cm 

ポウシタケは，モグラ，ハサミムシ，アリなどと共に

天敵である。

感染の時期は今のところ明らかでないが，宿主の蛋

白質 ・脂肪組織 ・休液などを栄養源として，菌糸は生

長を続けて体内に充満して菌核を形成し，やがて幼虫

の頭部または口器からツクツクボウシタケを発生す

る。

観察

今回の調査において， ツクツクポウシタケが2,376

個体得られた。ツクツクボウシタケの宿主は，ツクッ

クボウシ，ニイニイゼミ，アブラゼミ， ミンミンゼミ

の幼虫であるが，今回はニイニイゼミの幼虫は見つか

らなかった（表2）。

表1 横浜・月別平均気温 （最高・最低の平均） 1980年

x iJil，度平年温度 天 気〔M〕
（。C〕 〔。C〕

H青 曇 雨

7 24.7 29 53 18 

8 23. 1 幻出 52 24 

9 23.2 23. 1 53 4 

横浜地方気象台調



表 2 ツクックボウシタケの採集 記 録

宿 主 不 明 種No. 採集年月日 採集士山
アブフゼミ （イザリア型〕 計

I ）ツクツクボウシ ID、 v”、u 一u 、

1 1980. 8.25 源 氏山 367個体 63個体 8個体 438個体

2 28 源氏山 260 102 12 374 

3 29 十 二 所 143 55 6 204 

4 9. l 卜ニ 所 248 92 7 347 

5 12 源 氏 山 281 102 5 388 

6 18 源氏 山 189 64 7 260 

7 19 ~jj（： 氏 山 138 52 2 192 

8 22 十 二 所 134 37 3 174 

9 23 源氏山 49 49 

1,809 567 50 2,426 

佐藤，児玉，生出採集

表 3 ツクツクポウシタケの測定値

＼＼  ｜ 幼虫の体長 （cm〕 ｜ 子実体の高さ（c班〕

宿 主＼＼｜ 2.0以下 2.0-2. 4 2. 4-2. 8 2. 8以上 ｜ 3.0以下 3. 0-5. 0 5. 0以上

、ク クボウノ、 289個体 1,3州 国体 127個体 ｜ ω個体 l, 3031臣l休 90個体
Iノツ ツ 〔1防〕 (7吻〕 c 7 %) I c2務〕 (7296〕 c 5%〕

アブラゼミ 22 369 116 I 11 454 102 
E〕ミンミンゼミ c 4 %) (6協〕 (3196〕｜ c 2 96) (8勝） (1896) 

橋本j合二（1980）によれば，終令幼虫の体長の平均

値（脱皮殻の長さで代用〕は，ツクツクボウシ約2.1 

cm, ミンミンゼミ約2.5cm，アブラゼミ約2.8cmと記述

している。

ツクツクポウシタケを宿主の種類により， I)体型

が小型のツクツクボウシ， ID大型のアブラゼミ，
ンミンゼミのニつのグノレープに分けて幼虫の体長と

ツクツクボウシタケの子実体の高さと比較を行った

（表3）。

注〕ツクツクボウシタケの他に，イザリア型のセミタ

ケ50個体が採集されたが， 清水大典氏の同定によ

れば， まだ分類の確立されていない種である。表

2で不明種と記入した。

ツクツクボウシの幼虫の体長は一般に2.0～2.8c躍で

あったが，2.0～2.4cmのものがその77%を占めた。

アブラゼミ ，ミ ンミンゼミの幼虫の体長は2.0～3.0

仰のうち2.4～2.8c躍が65%であった。

子実体の高さはともに3.0～5.0cmのものが，ツクツ

クポウシでは729ぢ，その他の2穫の蝉では80%を占め

ていた。したがって子実体の高さは宿主の大きさの影

響をあまり受けていないようであった。

今回採集したツクツクボウシの宿主の多数は，羽化

直前の5令 （終令〕幼虫であった。

ツクツクボウシタケの宿主となった幼虫の多くは，

地表から0.5～4.0cmの範囲の地中で採集したが，ツク

ックボウシの幼虫は，アブラゼミ，ミンミンゼミの幼

~ 
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虫に比べて，地表に近い部分に多かった。宿主は頭部 達之両専門学芸員に厚く御礼申しtげます。

をよに向けた休位のものが多く ，司H市と口掛から子実

休が1～4木発生していた。

今回採集したツクツクボウシタケは子のう胞子をつ

くらない不完全｜時代のみで，完全日当代はまだ見つかっ

ていない。

当地においてツクツクボウシタケの子のう型（完全

｜時代〉を発見し， ツクツクボウシタケが，セミタケの

不完全時代であることを立証できれば幸である。

この論文の作成にあたり ，今関六也先生には終始懇

切な御指導をいただいた。冬虫夏草の同定をいただい

た清水大典先生と，ツクツクポウシタケを採集し，調

査に協力いただいた神奈川キノコの会 ・佐藤芳男，児

玉規子の両氏，ならびに昆虫の発生状況と純生に関し

て御教示いただいた神奈川県立博物館小林峯生，大場
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ヴィーチと神奈川植物 3

小原 敬

English Gardener J. G. Veitch and His Deeds on the Flora of Kanagawa 

Takashi OBARA 

3. 日本の樹木とフロラにかんする追記 の国！こ固有の多くの美しい種績がわが国の公園にあま

針葉樹 ねくゆきわたり，そしてそれらの樹木が日本における

おそらく ，日本国を構成する諸島群のように，球果 と同じように繁茂するだろうことを陸信する。

植物の非常に多くの種頑を生ずる同様の地域は世界中 つぎに日本列島からもたらされたものとして記録さ

に存在しないで！あろう。南の長崎から北の箱舘まで， れた主要針葉樹およびその他の種類のリストを掲げ

松柏類はどこでも豊富で多くの種碩をもっている ；外 る。

国人が今日まで探検できたのはそれらの島島の極めて

狭い部分なので，おそらく内部の多くの山岳部には多

数のまったく新らしく，これまで発見されていない種

類が生育しているであろう。

日本人は常緑樹の偉大な賛美者であり，それらを最

良の状態で栽培するのにいろいろ手をかける。建築と

普通の用途に用いる材木の大きな部分は針葉樹であ

る。年間需要は帝国の全地域を通じて非常に大きく，

材木のストックが減少しないように，地主たちが年毎

に林業樹木のある種類の植付けを5郎 、られていること

がそれを物語っている。針葉樹はまた装飾の目的で非

常に多くF郎、られている。スギ，ヒノキ，コノテガシ

ワなどの刈込生垣は極めて普通であり ，ほとんどの庭

園で松柏類の種類を含まないものを見かけることはな

く，その多 くはほとんどグロテスクな形に刈込まれ仕

立てられている。

この国を横断する主要街道は両側に極めて一般的に

針葉樹の並木が植えられている。 アカマツ， クロマ

ツ，スギ，アスナロは多分この目的で普通に用いられ

ている種類であろう。これらの樹木はH寺たましか切込

まれないので大形になり ，また最も美しい典型的樹姿

になる。

全体として，針葉樹は日本てもは最も有用で最も一般

的に用いられている樹木である。旅行者逮によって発

見された大部分の種類は，現在ヨーロッパの庭園に導

入され，それらの大多数はわれわれの冬期の厳しさに

耐える十分な耐久性を立証され，それはほどな く，こ

1. 〔イラモミ：マッハタJAbies Alco1uzana 

〔Piceabicolor〔MAXIM〕MAYR.］気品の高い樹木で，

オールコック氏が富土登山中， 1860年に発見し，彼の

栄誉をたたえ命名された。富士山の襟高6,000-7,000

フィ ートに生育し，樹高90100フィー トに達する。

2. Saga momi〔サガモミニSaka-momiサカモミ

＝モミコAbiesbifida〔Abiesfirma S11rn. et Zucc.] 

葉の先端が2'f、裂した特殊な変異種である。ただ江戸

と神奈川の庭園に栽植されているのを見るだけであ

る。〔今日ではモミの若木と考えられている〕

3. Momi〔モミ〕， Abiesfirma 山岳地方に普通の

樹木で，標高3,0004,000フィートに生育している。

樹高80100フィー トに達する。

4. Itsuga〔Tsuga ツガ〕AbiesTsuga〔Tsuga

Sieboldii CARR.〕富士山の標高6,500フィー トに生育

が見られる。樹高80100フィ ー卜に達し，用材樹と し

て多大の価値がある。

5. J巴ssomatsu〔エゾマツJAbies jezoensis [Picea 

jezoensis〔Snrn.et Z仁cc.〕CARR.）この樹は蝦夷島lこ

産し，樹高60フィ ー トに達する。

6. Fusi matsu〔フジマツ＝カラマツコAbies leρto-

leかs〔LarixKaenψ＞feri〔LAMB.〕CARR.］富士山の標

高8,0008,500フィ ートに見出される。 この山の最高

の襟高地に生育する樹木として注目される。その最高

樹高は40フィー トであるが， 山を登るに従って3フィ

ー卜の准木に倭小化する。
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7. - 〔エゾマツ〕 Abies microsperma〔Pieea 

jazoensis (Srns. et Zucc.) CARR.〕本種はこれまで，

tM高20-30フィー卜に達するのが見られる箱館付近で

のみ見出される。

8. Tora momi〔トラモミ＝ハリモミ〕Abi esがlota 

[Piceaρolita(SrnB.巴t Zucc.〕CARR〕

日本北部の山岳地帯に生育する大形の樹木でbある。

樹高は80-100フィ ートに達する。〔本種1ま本州、｜（東北

南部，中古fl，近畿〉，四国，九州、｜に産する〕

9. - 〔シラベ〕AbiesVeitchii本穫は樹高100フ

ィートを超えて生育し，富士山の標高6,000-7,000フ

ィー卜で見られる。

10. Siwa〔シワ＝コノテガシワ〕Biota oriei伽 lzs

〔Thujaorientalis L〕樹高1820フィ ートの低木。江

戸付近で普通に見られる。

11. Ito sugi〔イトスギ＝イトヒパ〕Biotaρendula

〔Thujaorientalis L. var.ρendula P ARL.〕箱根山地

に見られる低木。装飾目的で庭園に広く栽植されてい

る。

12. Isa-bo hiba〔Tsabo・hibaチャボヒパ＝カマク

ラヒパ〕Biotajゆonica〔Chamaecy戸arisobtusa Snrn. 

et Zucc. var. breviramea MAST.］綾性の低木で，庭

園に栽植している。

13. ー 〔イヌガヤ〕Cephalotaxusdrupacea〔Ce

ρhalotaxus Harringtonia (KNIGHT) K. KoCH f. dru 

ρacea (Sim. et Zucc.）〕

樹高3540フィートに生長し， 日本南部の山岳地帯

に産する樹木。

14. Inu-kaya〔イヌガヤの園芸品〕Cψhalotaxus

pedunculata〔CゆhalotaxusHarringtonia (KNIGHT〕

K. KoCH f. Harringtonia］樹高20-25フィートに生長

する樹木。

した校をもち，樹高20-25フィートに達する。

18. ー 〔イブキまたはその変種ハイピャクシン〕

Junψerus ja戸onica〔］uni戸eruschi nensis L.〕媛小な

低木で，日本のほとんどの地域で見出される。

19. 〔ネズ〕］uniρerusrigida 優美な樹木で，

樹高20-30フィー トに達し，箱根山塊と熱海で見られ

る。ビヤクシン属のその他のいくつかの種は植物学者

によって未だ記載されていなL、。

20. - Nageia cuspidata倭小な 樹木て＼蝦夷

〔北海道〕では野生状態、で見られるとLづ。江戸近郊

の庭園に栽培されている。〔本種は学名の形容認，樹

形， 産地などから推定して， 多分イチイ （Taxuscu-

spidata Srrrn. et Zucc.）かその変種のキャ ラポク（var.

nana HoRT.〕を指しているものと思われる〕

21. Nagi 〔ナギ〕Naegiajα抑制ca 〔Podocarpus

nagi ZOLL et Moarη．〕樹高3040フィートに生長す

る。内陸部に見られ，また江戸の庭園に栽植されてい

る。

22. Aka-matsu tアカマツ］Pinus densifloraこの
国で最も普通の松の一つで，材は非常に一般的な用途

をも っている。樹高は40-50フィートに達し，帝国の

全域にわたり見られる。ロジンと墨は共に本磁と次種

から製造される。

23. Wo-matsu〔オマツ＝クロマツ〕PinusMasso 

niana〔Pinusthunbergii P ARLA'r.〕次種；こ非常に似て

L、るマツであるが， 一層大形になる。

並木に非常に広く植えられている し，また命：栽や枝

を水平に仕立てられ好まれる種類である。

24. Wiomi-matsu〔Wumimatsu海松チョウセン

ゴヨウ， チョウセンマツ］Pinzι－［Pinus koγaiensis 

Snrn. et Z ccc.J大形の樹で庭園に栽植されているが，

外国人がもたらしたものなのでこの地域の野生状態で

15. Cephalotaxus 削刊braculifera〔Taxusbaー は見られない。

ccata L. var. Dovastonii CARR.？ト ヴァストニイ？〕 25. Go yo ma tsu〔ゴヨウマツ＝ヒメコマツ〕Pinus 

〔本極は初め日本または中国産と誤認されていたと云 仰仰げlora箱根山地に生育する種で，庭園に多く栽嫡

う〕。 されている。樹高30-40フィー トに生長する。

16. Sugi〔スギ〕Cry戸tomeriajゆonica日本のシー マツ属のいくつかの他の種と変種はまだ記載されて

ダー。多分帝国で最も普通の針葉樹。樹高80-100フィ いない。それらのうちで最も特異なものは Shi-roツー

ートに達し，非常に真直ぐに伸びる。本種は長崎から matsu〔シモフリゴヨウ，， var.variegata MAY!l〕で，

箱館までの全地域に見られる。数多くの変種が庭園に 葉に斑が入っている。

栽植されている。 26. Maki Cマキ＝ラカンマキ〕PodocaゆusMaki 
17. Liu kiu momi〔リュウキュウモミ＝コウヨウ 〔Podocaゆusmacroρhylla (THUNE.) LAMB. var. Maki 

ザン〕Cu抑制nghamiasinensis〔CunninghamiaIan Srrn.J小低木で，装飾目的で庭園に栽植している。

ceolata (LAMB.〕HOOKER〕非常に優美な樹木で， 下垂 27. 〔ラカンマキ〕Podocarpusjaρonica〔Po-
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docaゆusmacroρhylla〔THUNE.) LAMB. var. Maki 密に生長する低木で，H音緑色の葉をつけている。富士

Srns.〕この樹は 日本でシーポノレ 卜博士によ り見出さ 山の山1PJ，箱根山と蝦災島に見出される。樹高は 15-

れ，庭園に装飾のため栽植されている。 20フィー トに生長する。〔松浦茂寿氏によれば箱根の

28. Fou-maki〔Fon-maki ホンマキ＝イヌマキ〕 ものは栽植品であるとのことである〕

Podacarpns macrophylla.本種は樹高20-30フィー 卜lこ 35. Asu』naroCアスナロ〕Thujopsisdolabrata日

生長する。 本における最も優美な常緑樹の ・つである。箱根山地

29. Hinoki〔ヒノキ〕Retinisρoraobtusa〔Chamae と日本北部の他の山地に見られる。また蝦夷の箱館付

cyparis obtusa (Sms. et Zucc.) SrnB. et Zt:cc.〕本種 近でも見出される。最も上品で優雅な樹木で，樹高30

は日本で最も優良な針葉樹の一つである。木材用およ 40フィートで，H昔緑色のしなだれた校をもっている。

び装飾用として共に大きな価値をも っている。日本人 日本人によって彼らの庭闘に広く栽植されていて高く

は 「太陽の樹」 とよんでいる。日本列山のほとんどの 評価されている。その一つは美しい斑入の葉をもった

山岳地柑：に普通に生育していて，樹高50-60フィー 卜 もの，他により小さな淡緑色の葉をつけているものな

である。 ど，いくつかの変種がある。

30. Sa-wa ra〔サワラ〕Retinisporapisifer’o〔Cha 36. Kaya 〔カヤ〕 Tor何~ya nucifera本種は樹高25-

maecy仰risρisifera〔SIEB.巴tZucc.) Srns. et Zucc.〕 30フィートに生長する。葉は暗緑色で，種子は日本人

本種は樹高20-30フィ ートに生長する。非常に優雅で により注意深く採集され，仁は食用に供される。普通

装飾用になるが，用材として価値ある十分な寸法には 日本の中部と南部に見られる。

達しな＼ 'o 

31. Shinobu-hiba〔シノブヒパ〕Retinis戸orasqu-

arrosa〔Chainaecy戸＇aris戸isiferaSnrn. et Zucc. var. 

p!umosa〔CAHR.)BEISS.〕妓生の樹木でj天青色（glau-

co us〕の葉をもち，庭園に装ffrl市Jとして広く殺植され
ている。 〔上に併記してある 学名 Retinisρorasqua 

rrosaのはヒムロ（C.pisifera Sms・etZ ucc. var. 

squarrosa (Smn. et Zucc.〕BE1ssN.et HocHST.ーを

指している〕

ヒノキ属のいくつかの種類はまだ記載されていな

。、
L
 
32. Koya maki〔コウヤマキ〕Sciadoかtysverticz 

llata傘形松。小枝の先に輪生する葉をつけているこ

とから，その植物名が由来しているこの特異な樹木は

発見されたばかりの種煩である。それは枝葉が密生し

ピラミッド形をした樹木で， Kiudin（？〕国の高野山

やその他の山岳地帯に豊富に見出される。最も高い樹

高をもち，おそらく 70-80フィートあり，根元まで校

でおおわれていて， 日本における最も俊明！な樹木の一

つである。本稜とその数多くの変艇は，その一つはl赴

入りの葉をもっているのであるが，日本人の庭園に広

く栽植されている。

37. ー 〔エゾマツ〕 Veitchia japonica 〔Picea

jezoensis (Srns. et Zucc.) CAnR.〕全く新しL、属で，

ただ一種知られているだけである。

本種の生育地についてはまだ知られていな＼'o 

38. So cho [Shio・ji シオジ〕 Fraxinusexcelsiore 

〔Fraxinusspaethiana LIKGsLSH〕 日本のアッシ。優

良な用材で，木目が粗く，重く，丈夫である。この地

域で非常に一般的に使用されてはいない。主にオー

ノレ，弓，矢にF郎、られている。

39. 0 row-schy〔Uru shi ウノレシ〕，Rhus verni-

cifeta〔Rhusverniciflua STOKES〕日本のワニスの木。

樹高 15-20フィート，名高い漆が得られる樹液と泊と

蛾を絞る種子を目的に専ら栽植されている。漆は早春

樹から採収される。切付環は漆が話芸み出るように樹幹

の周りに鋭いナイフで切付け，目的のために置いた容

器！こ集められる。それは初め樹から採ったときは白色

で，クリーム線の粘皮であるが，空気にさらされると

黒変する。この樹の種子は植物磁を採る近縁種のハゼ

〔Rhussuccedanea〕に似て，油脂を大量に含んでい

る。種子自体から油が採られるが，一方外被物から日

本のローソクの大半が作られる物質が採られる。

40. Ka-so 〔Ko-zoコウソ〕Broussonetiapapyri/era 

33. - 〔キャラボク ？〕Taxusta1diva〔Taxus [Brnussonetia Kazinoki x B. pa戸•yrifera］ 日本のペ

cuspidata SIEE. et Zucc. var. nana RllHD. ？］妓生 ーパー ・ツリー。 この低木は主要原和｜の形で製紙に用

る低木で， H音緑色の葉をもち，日本の山岳と江戸の庭 いられる樹皮を採るためにもっぱら栽植されている。

固に見られる。 校条が落葉して，長さ 45フィ ー トに伸びる 12-1月

34. Ara-ra-gi〔アララギ＝イチイ〕Taxuscusρidata に毎年刈取られる。樹皮は剥取られた後，数日間水に
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浸される。 内側の白皮は外皮カ、ら取分けられ，roliJ者は るのてや’それらのj少村Lはづ、形て志ある。この後の工程の

良質の紙を製するためi墓別される。樹Blはノ4ノレプに叩 次に天日に g:Iてて~iZ燥し，用途1二供される。 3 種煩の

f~平 され，後水てや訪＼： ＇，

ノレプがたま り，紙を 4並、く準備が完了する。紙を j少く あろうコ3 卜ロロアオイがこの地方で製紙用に栽植さ

際，パノレプの部分は縁りに沿って円く非常1こ静かに れている。前の二種の樹皮と後者の根が用いられて

（ほとんど目立たないほどに静かに〉流し出しなが いる。しかしコウゾは最も大量に後の二種は比較的

ら，抄枠中に取上げられる。純粋なノfノレプは希望の厚 小量に混ぜ合わされる。

さの紙を作るだけ保留され， 残り；;tifiiし去る。紙は手 〔平和学園茅ケ崎市〉

作業でつくられ，和紙はほとんど小形の紙業に抄かれ
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神奈川自然誌資料 3: 9～13, Mar. 1982 

丹沢山地のバイケイソウの変異

城 川四郎・大 場達之

On the Variation of V eratrum grandi/lorum (Maxim.) LoEs・fil.

sensu Jato in the Tanzawa Mountains. 

Shiro KIGAWA and Tatsuyuki OHBA 

はじめに

丹沢山地は頂綾上に平±fl.または緩斜面が多く，また

霧の多発と相まって多湿な環境を形成している。ここ

にはオオモミジガサ ブナ群集の名で呼ばれるササ類

のほとんど無い、湿潤型のブナ林が広く分布している。

その林床は比較的大形の広葉草木の種煩と 量が多い

が，そこにノ〈イケイソウがかなり普通に生じている。

パイケイソウは特に湿潤肥沃な，腐植土の厚く発達し

た部分に集中して生じ，特に春7コ新'l¥'li展開H奇！こはその

存在が著しL、。しかしその一面に芽吹くパイケイソウ

は，普通ほとんど開花せず， 夏までには例外無く澗落

して，その存在の確認が困難なほどである。しかし年

によっては多く開花を見ることがあり，城JI[は1976年

に比較的多く開花しているのを観察している。これは

パイケイソウがー果性で， II齢、林床においては開花，

結実に到るまでの蓄積に多年を要するためであろう。

1981年には今までになく開花粉ミが多く， 7J'l12日に

神奈川県植物誌調査会の合同調査に参加して，四丹沢

の桧洞丸〔l60lm）に登った筆者らは，その開花段盛

期に多数の個体を観察する機会を得た。当日は充分な

時間がなかったので，城Jllは7J'l 26日に再び桧洞丸に

おいて，更に8月16日に丹沢山において多くのパイケ

イソウの花部形態を調査した。

多数開花するノ4イケイソウの群落を観察すると，そ

の花部形状はかなり変化に富み，その極端型は同一種

とは思えぬ程の変異を示す。その変異は主に花序の側

校の出方と，花；被片の大きさ，形に集約される。

我々の訓査は他の目的をもった山行のかたわら行っ

1.花序

パイケイソウの花は主軸の先端部と側軸とに着く

が，この側軸と主軸との成す角度におよそ 3型が認め

られる。その第1は立ち型とも称すべきもので，図1

の， G,H, Iが相当する。これは日本のパイケイソ

ウに最も広く見られる形で，通常型ともいえよう。

次は側軸，特に花序上部の側軸が反曲して下に垂れ曲

るもので垂れ型とでもいうべきか。すべての側軸が同

じ角度で歪f"L下るわけではなく， 1つの花序内でも側

軸の着生部f立によって，その角度には変化がある。第

3は上記の立ち型と垂れ型との中間型とーもいうべきも

ので，側軸が大きく開出しているものである。これら

の型を示す株は不規則に混在しているわけではなく，

同－型の移転が小集団を成しているのが普ー通である。概

略の観察では立ち型が最も多く，垂れ型と中間型はほ

ぼ向数程度の株である。

i成川が桧洞丸において上記花序の3型について計測

を試みた所表1が得られた。測定数がまだ充分でない

が次のようなことがいえよう。

a.類型を通じ側軌の長さには差がなし、。放に垂れ

型の側ii功が下向するのはそれが長いために起るのでは

ない。つまり重力によって側軸が長いと下垂するとい

ったものではなく ，側紺！の出る角度は個体に個有の形

質である。

b.垂れ型lま他の2型に較べて側軸の数がやや少な

い。従って側軸と側軸の間隔がやや広L、。即ち花序の

校がやや疎である。

たもので，不充分な点が多いが，次のパイケイソウの 2. 花 被

開花期までにはかなりの年月を要するだろうと推定で 花被についてはその形態，大きさ，色彩に様々な変

きるので，現在までの観察を報告し，ハイケイソウに 異が認められる。その変異と花序の3類型との相関は

ついての関心を喰起したいと考える。 調査が不充分なので，ここでは花被片の変異だけを独
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表1

~ 花序部の長さ 校の長さ (cm〕 〔6本計測〉 均

(cm) 

A 51 10 10 10 10 7 6 12 9.2 
¥ B 49 9 10 10 9 9 7 11 9.3 

c 40 8 10 10 6 10 7 11 9.0 
れ

D 48 8 14 12 9 12 12 12 11. 8 

E 43 9 9 13 13 13 11 12 11. 8 
型

s. s jj 10.2 

F 48 12 6 11 10 12 9 10 9.6 
i」L－ G 53 13 5 12 10 10 10 10 9.5 

H 53 11 10 13 11 12 11 10 11. 1 
ち

I 60 15 9 9 12 10 11 12 10.5 

J 50 12 11 12 8 9 11 10 10.1 
型

12. 611 10. 1 

K 65 11 13 10 16 18 14 12 13.8 

L 51 9 13 13 13 11 10 10 11. 6 

M 38 10 7 9 9 9 6 5 7.5 

N 36 9 10 7 7 8 υ 「 5 7. 0 

。 56 9 12 11 11 13 11 13 11. 8 

n
L
 

Q
d
 

凋
パ
官 l
 

n
h
v
 
nv 

10.3 

立に取りあげる。 大きさ ：花被片の大きさについて若干の測定を行っ

全般に111悶の花序内では花被片の形質はほぼ一定し たが，その最大のものは外花被片の長さが19.5T/ll/I，幅

大きな変異は認められない。 が11脚，内花片ではl7T/ll/I，幅l2T/ll/Iであった。最小は外

形 ：図2のうちA～Cが最も普通の形である。外花 花被片で長さl2T/ll/I, 1J1百4mm，内花被片で長さlOT/ll/I，幅

被片は広倒卵形で外面に垢状毛が多い。外花被片は楕 3 T/ll/Iである。30個体の測定を図 1に示す。平均的には

円形または卵状楕円形で，その幅lま外花被片とほぼ同 花被片では長さ12～l4T/ll/I，幅7～8mm，内花被片で長

じだが，それよりも 3～4T/ll/I長い。この普通型では外 さ16～17.5T/ll/I，幅7～8剛のものが最も多＼ 'o 

花被片は下部も幅が広いので開花時に花被片の基部が 色 ：パイケイソウの花被片の色を一口にいえば緑白

透けることが少ない。次に図2のEに典型的に現れて 色であるが，よく見れば全体が白色で，肱の部分が緑

L、るように外花被片が狭長な型がある。 これでは外花 色であって，この緑色の部分は花被片が幅広L、ほど相

被片の基部が狭いので，スカシユリ状に基部に隙間が 対的に幅狭くなるのでより白 く感じられ，花被片の狭

あく。 Fは全体が小型のものである。 特に著しいのは い花ではその反対になる。その一般的傾向のほかに肱

Gに見られる狭小型である。これでは外花被片も狭長 の緑色以外lこ花被片の幅狭いものの内には中肋ぞいが

で普通型とはかなり違っている。 緑色を帯びるものがあり全体に緑色が強く感じられ

外花被片の縁自llの切れこみ，牙歯の程度もかなり大 る。

きな変化がある（図2）。

図 1丹沢山地桧洞丸におけるノくイケイソウの花序の
変異A～Cは垂れ型，D～Fは中間型G～Iは

立ち型

3. 考察

このような変異を有する丹沢山地のノミイケイソウが

すべて単一の Taxonに帰属せしめ得るかがどうか疑

問があるが，日本各地のノ4イケイソウを広く調査して

11 



図 2.桧洞丸 〔丹沢＇11地〉におけるノ〈イケイ、ノウの花被片の変異ヒ段は内花被片， 下段は外花被Y「

図 3.桧洞丸におけるパイケイソウの花の2型， Aは通常型，Bは細型
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その変異の状態を見た上でないと結論は下せなし、。し

かし花序側ilqt1の下垂するようなノくイケイソウは従来日

木では注定、されていないよ うである。 ここで思い浮ぶ

のは北アメリカの太平洋岸に分布する Veratru閉山

内＇deArr. ssp. eschscholtzii (Gray) LovE & Lovi> 
である。これは強く垂下する側花穂がある。その下置

の程度は今回報告した丹沢山地のものより一層強い。

これは緑色花を持ち，日本のコパイケイソウを思わせ

る環境に生えている。無論花序が下垂する一点をとら

えて丹沢山地のものが，それに類縁があるというつも

りではなく， Veratrum属の内にそのような傾向が含

まれていることに注目したいのである。また日本のコ

パイケイソウの中にも側花軸が開出またはわずかに垂

れる傾向を持つ個体群があることも興味深い。反対に

日本の亜高山針葉林常に分布するミヤマバイケイソウ

（パイケイソウと混同されるが，花被片は開花時にも

全く緑色で独立の Taxonである〉はその側軸（侭lj花

穂〉が強く主軸に圧着し下垂型と反対の傾向を示す。

このミヤマパイケイソウとコパイケイソウの自然雑穫

があって，これは花が白く，側軸の角度その他が丹沢

山地に普通に見られる垂れ型花序，普通型花被片のも

のとよく似ているのも興味あることである。

丹沢山地のものが従来記載されているどの分類群に

あてはまるかを見ると，普通型花被立ち型花序のもの

は中井〔1937）のオオノ〈イケイソウ Veratru1叩 gran 

diflorum LESENEH fil. var. maximum NAKAIにあ

たる。これはTE被片が長さ14～20耐と通常のノくイケイ

ソウが12～14mmであるのより大きな点で区別れたもさ

ので，日光，赤城山， 秩父，富士山 （1,350m附近），

諏訪三峯山，箱根などが引用してある。垂れ型，細小

花被片などの形については名がない。丹沢山地の諸型

の分類上の取り扱いについては更に広い地域の材料を

もとに，もっと多数の形質について観察せねばならぬ

が，丹沢山地における僅かな経験だけでいうならば丹

沢山地には垂れ型と立ち型の2個の分類群があり，そ

length 

． ． ． ． 
・－． ． 
・・ 4‘ ． 
畠."' .. ． 
. ＇‘ ． ． 

企 A ........ 
． 

lOmm> .#-

企 ＝ A 

・＝B 

width 

Smm lOmrr、

図 4丹沢山地 ・桧澗丸におけるノくイケイソウ （広

義〉の1印刷十の変異 ・A＝外花被片，B＝内花被片

文 献

の問に中間型が形成されているともいえそつである。 中井猛之進 1937 日本産しゅろさう属植物（其－・，

何れにしても今回は問題の提起に止め，結論は今後の 其二〉，植物研究雑認 13 631-645, 

調査をまちたし、。 701 713. 
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ギンランの一変異個体について

柳川定春

On a Forma of Ceρhalanthera erecta (THUNE.) BLUME 

Sadaharu YANAGAWA 

秦野市東地区のコナラクヌギ群集の古い二次林床

にキンラン属のキンラン，ギンラン，ササパギンラン，

クゲヌマラン〔？〉の混生している所がある，筆者は19

81年4月28日これら 4者の生長様式を観察中に，ギン

ランの唇弁に距のない個体を発見し， 5月2日に採集

調査した。

この個体は茎の上部に二葉と下部に少数の鞘状葉が

あり， 三花を着け，地上高llOmm，茎径 1.Smmの小型

個体であった。茎の上部は葉裏の脈上より続く白色の

突起稜を有し，断面はやや四角形，葉は長楕円形で尖

頭，基部は細くなり茎を抱く ，長さ36.838mm，幅11

15mm，葉脈は 5，裏面に隆起し茎の稜に続く。花軸の

長さ34mm，花間長は上から 7-lOmm。をは披針形鋭尖

Nill，長さ 3-6前田， 最下のものは狭長崎円形鋭尖頭の葉

状，長さ30mm,1l1ffi 7 mm。花は白色で直立。尊片は舟形の

倒披針形鋭尖頭，背草寺片の長さlOmm,1j1ffi （平圧〕 2.3mm0

側毒事片はやや小さく長さ8.571凧 1j1肩2.6mm。花弁は基脚

部狭く，倒t皮針形鈍頭3 長さ8.5mm, 1j1国3mmでよ側に
やや膨：±＇， し，中llJJに対し不均等。唇弁はへら状の倒披

針形鈍頭長さ8脚， 11国2.5mm0距，畝条等の附属物な

く全縁の花弁状， ;/lliニ脚部も琵柱基脚と癒合せず，通常

ランの唇弁とは全く異なる。政柱は背部に 2浅溝ある

半円筒状，腹而は平で上部に横惰円形の柱頭がある。

長さ 4mm，幅 1m問。約は政柱の先端に直立し高さ 2mm

1j1ffi 1 mmの梢円体で腹面に 2縦列の隣裂を生じ花粉塊を

出す。 子房は緑色円筒状で長さ6.4日間， 径1.5mmであ

る。

この個体は答弁の他はギンランとの相異点は認めら

れない。たまたま唇弁が祖型に還元された，キリガミ

ネアサヒラン Eleorchisjaponica var. conformisや

カキランE1うi）うαctisthunbergiiのPelor isa ti onしたイ

ソマカキラン E戸ψ;zctisthunbergii f. subconfo門官isと

同様な変異体であろう。

産地に近い11時の名を借りヤビツギンランと新称す

る。この標本は神奈川県立博物館に収納した。

文献

牧野富太郎 1949 日本植物図鑑改訂版北隆館

東京．

北村凹郎，村凹源，小山鉄夫 1964 原色日本植物図

銀（下〉保育社大阪．

大井次三郎 1965 改訂新版 日本植物誌至文堂

東京ー

前川文夫 1977 原色日本のラ ン第4版誠文堂新光

十土 東京．

（秦野市， 国立療養所神奈川病院〉
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図 1ヤピツギンラン（ギンラン Chψhalantheia erectaの距のないー型〉，秦

野市東地区のコナラ林にて（Alt.150m）.スケーノレは lOmm。
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古地とりによる低角スラスト群の発見とその意義

森 慎 一・内団法 芙

A Discovery and Significance of the Thrusts Caused by Gravity Sliding 

in the Kissawa Loam Formation of Oiso Hills, Kanagawa Prefecture 

Shin’ichi MORI and Norihide UCHIDA 

はじ めに

富士及ひ1府根火山の東方に位置する大磯丘陵では， 20m 
OP 

5'f大な量のテフラが分布し，最近40万年間の連続した

11111 
テフラ層序が確立されている（｜町田， 1971，町田ほか OB 匿~ 1

1974；上杉，1976など〉。また， i海水準変動や地殻変 Eヨ2
動の影響を受けて，テフラ層聞のいくつかの層準には

寸寸
海成層および河成層が挟在され，地形面や埋没地形面 Pm-I 03  
として保存されている。かつ，大磯丘陵は第四紀地殻 H 0 4 
変動の極めて著しい地域でもある。 G 15 
筆者の1人，森 (1980）は大磯丘陵東部地域につい F 仁コ 5
て下末吉矧を中心として地形面の分布や離水過程を明 E 白］］ 6 
らかにし，その分布高度などから吉沢面の傾動様式や

その他の活構造を論じた。しかし，こうした構造運動
D 

に伴う断層解析から応力場を復元したり，その発生時

期を論じたりすることは行なわれていなし、。我々はこ ｜必ヌ忠仁｜c 
の様な観点から大磯丘陵東部の活構造について再検討

し，ひいては大磯丘陵全域の構造運動の性格を解明す 101 応ぷぎ三｜B 
ることを目f内として，調査継続中である。 今回この調

ひとメ十）g1タi' 査中に，平塚市人の吉沢ローム層r=!oIこ，地すべりに

起因すると忠われる低角スラス ト群を発見した。この

スラストを伴う地すべりは，その後の厚いテフラに覆

われたため浸食されずに保存されたもので，発生時期 :v v、，vv 、〆vv 、戸vv 、－；，， f'・＇＼－’ 
地すべり発生時の
地表面

が明確でトあり，かつ発生以前のiif＇税構造を 保存してい

るため，その内部桝造をよく観察できる点で洪積世に
βイ I~~·＇－＇.~.；ア刈 A 

起こった古地すべりとしては極めて貴重である。ここ

ではこの地すべりに伴うスラスト鮮の記載を行ない，

地すべりの発生時期やその誘因及び意義について考察

する。 間pP‘ 
p 

図 1 平塚市土屋 ・人増付近における吉沢ローム中 ・

上部庖の柱状図

1. qi£石， 2.岩片， 3.火山砂， 4.米風化火山灰， 。
5.風化火山灰， 6.クラック常
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大磯丘陵北東部の地形・地質概要

大磯丘陵北東部に見られるテフラ累腐は上位より新

期ローム層3 吉沢ローム層，土屋ローム周，七回1IHi・ロ

ーム層，早田ローム層に細分されている（上杉，1976）。

これらのローム層間には吉沢層，七国111：：・腐，早困層の

海成層が挟在し，各ローム屑の下部と岡崎異庖であ

る。したがって，本地域には早田筒（約23～24万年

前〉。七国峠商（約19万年前〕，吉沢面 （約14～10万五｜三

前〉の3地形面が分布する。以下に各ローム層及び海

成層について，地形面との関係も含めて略述する。

1.吉沢ローム層及び新期ローム庖

吉沢ローム層及び新ft］ローム屑は大磯丘陵東部に広

く分布する。吉沢ローム層は上杉ほか（1978）により

斜交層準に基づいて， 下位より最下部）~／， F自il層，中

高il＠，上部層に四分されている。吉沢ローム屈の全層

厚は大磯丘陵東部地域で約35mほどである。最下部層

は下末吉埋没土層（SB）と呼ばれる層準であり ，全体

として褐色風化火山灰層より成るが， SB-0（上杉ほ

か， 1978；町田ほか，1974のTAu12〕から SB4 I]) 

鍵層を挟在する。下部層は z（上杉， 1976; lllJ田，
1971のKIP-1，以下同様〉からP＂〔KIP-15〕までの鍵

層をJ夫在する，極めて軽石層に富むテフラ屑である。
中部層は A(KmP 1）から H（新井｜ーほか 1977KmP-

11）までのテフラ層であり， 下部層と同様極めて軽石

層に富む。上部層は PmI下位から OB（小原台埋没

土層〕にかけての層準であり ，褐色風化火山灰層より

成る。これらの吉沢ローム層はほとんどが箱根火山の

新期外輪山期（YS期）の産物である（図1参照）。

さらにこの吉沢ローム層の上位には新知lローム層が

30mほどの層厚を有して分布している。新期ローム層

は下半部にある数枚の軽石層（箱根火山の終石流j羽及

ひ胸中央火口丘期の産物〕を｜徐くと，大部分が古期富士

当時の｜注域に沿って海返したことが知れる。

従って，この吉沢層のi{t積面である吉沢面は図2・

3のように平塚市土屋から府取山にかけての山地及ひ’

古期の地形而をとり閥むように分布する。この吉沢面

の現高度分布をみると，当時の陸域を隆起の中心とし

て，北側では北ないし北東へ，南側では南方へ吉沢面

が傾勤している様子が伺える（森，1980，図3）。ま

た，この吉沢面の高度分布の地域的差異により ，平塚

市片岡から大磯町生沢にかけての生沢構造線（森ほ

か， 1977），湖南平北側の小向断層〔東京都防災会議，

1976）などの活断層の存在も示唆されている。

3.七悶峠腐・早田層

七l型峠層は屑厚20mほどの海成の砂磯j雷であり，平

塚市土屋 ・七図Iiiゃから大磯町黒岩にかけての海抜120

～l50mの丘陵頂部付近にのみ分布する（図 2）。本層

は上位に七国11時ローム層を整合にのせ，七回峠ローム

層下部と同時異層である。 七回11時の現高度分布から，

同商は北西へ向って60%。で傾勤している（森，1980）。

一方，早困層は海成砂層であり，平塚市土屋 ・早田

付近ではほぼ Tm-8(TB 1）より上位の早田ローム

層を整合にのせる。従って，早困層は早田ローム層下

部と同時異層である。早田町は海抜40～lOOm付近に

分布し（図2〕，北西へ向って86%0て、傾動している（森，

1980〕。

従って，この岡地形面の高度分布から，新しL、七国

峠面の方が分布高度が高く，早田面と七国峠面とは地

形面が逆転していることがわかる。また，早田面上に

は七回峠ローム庖が分布するが，七国峠層が認められ

ないことから，七国11時付近は早田層土佐積後，七回峠層

堆積前には相対的に沈降し，七国峠層ijf：積後に隆起域

に転じたことが示唆される。

火山起源の褐色スコリア質風化火山灰よりなる。 スラスト露頭の記載

2 吉沢層 ここで報告するスラスト露頭は平塚市人増（図2,

吉沢層は吉沢ローム層の下位に下末吉期の海成層と 3のLoe.1〕にあり，前述した吉沢面上に位置する。

して広く分布し，広い海成面（吉沢面〕を椛成してい 悶2・3に示すように，この地点は海成吉沢面の西端

る。吉沢層は吉沢ローム下部層及び最下部層と同時異 にあり，早田面に隣接している。

庖である。本層は平塚市土屋 ・寺分から東方，吉沢 ・ 図4にスラストの見られる露頭スケッチを示す。こ

旭 ・ 大磯］Jにかけては砂層及び1削除J~iであり ， 湾口部 こでは図4のように吉沢ローム層中の Po（新称，町

から外洋性の層相を示すが，土屋度伸川流域てーは内湾 田，1971による KIP13直上のもの〉～A'（上杉，

性の泥層及び湖成の泥炭層よりなる。森（1980）に 1976 ; IIIJI壬I, 1971の KmP2，以下同様〕の層厚6m

は，この吉沢！習の離水過程が最大海進期の古地迎と共 のテフラ層〈図1参照〉が，2つの低角スラストによ

に示されている。それによると， SB期に最高海面に り111:積構造をほとんと乱されることなく 3回重複し

達した海が，その後北西から東方へ，さらに南方へと て観察される。すなわち，どのスラスト面も吉沢ロー

18 



じ r•I 峠 J(ll

'1'・ 111 11・1; 

d品川（ ifii 

下 1!1 mi 

。 I 尚司
』園E宜－凶ー一”－－＇

-----------

~ 

図 2

大磯丘陵東

部地域の地
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（森， 1980
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図 4 スラスト露頭のスケッチ

ム層中のPoとA＇とが接しており， Poの下位にある

はずの P(KIP 13〕は全く認められない。つま り断層

面はほとんど層理商と平行である。しかし先端部では

Po～A＇のテラフ 層がスラストによ り引きずられ， － 

部では逆転している。このスラストによる変位量は南

西側のものが水平に 13.5m，垂直に 4.6m，北東側の

ものが水平に23.5m，垂直に Imであり， 2つの合計

水平移動量は37mlこ達する。

断層面はほぼ N40～30°Wの走向をもち，南西側で

30。ほど南へ傾斜するが，北東側へ緩傾斜となり，す

ぐに水平となる。断層面）こはほとんど断層粘土を挟ま

ないがヲ厚さ 3～5仰の粘土質ロームを伴うことがあ

る。

また，図4に示すように P',P＂〔KIP14, 15）を

挟むローム層中には多数の落差の小さい逆断層が認め

られる。これらの断層は走向 Nl3～75°W，傾斜15～
55。Sのものと， 走向N2～87°W，傾斜10～70°Nの2

グノレープに区分される。これらの小逆断層群の応力場

を復元すると， NE-S W方向に最大主圧縮応力軸が

あることがわかる〔図 7）。

次にスラストの発生時期について検討する。前述の

ように，このスラストにより変形を受けているのは

PoからAJのテフラ層である。そして露頭南西端では

スラスト形成後の凹地形を埋めるように A"(KmP-3)

以上の吉沢ローム層が堆積している。また露頭北東端

20 
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図 5. スラスト露頭周辺の平面図

①は北東側のスラストによる引きずり先端部，

②は南西側のスラストによる引きずり先端部，

矢印は地すべりの滑動軸及び滑動方向，走向傾

斜はA＂以上のテフラのもの

ではややブロック化したA＇の上に A＂以上のテラフ層

が低所を埋めるように堆積している（図4）。すなわ

ち，南西側のブロックが北東へj骨動した後に生じた凹

地や引きずり先端部では， A旬、ら B〔KmP-5）まで

の吉沢ローム層が特に厚く堆積している。従ってこの

スラストは明らかにAF降下後， A"i{t積前に形成され

たものである。なお，吉沢ローム層のフィッション・ト

ラック年代として A(KmP-1）が98000土12000B .P., 



D (KmP-7）で 89000±12000B. P. （ともに町田 ・鈴

木， 1971）という値が得られており，このスラストは

約9.5万年前頃に形成されたものといえる。

こうした諸点から考慮すると，このスラス トは地す

べりに起因するものであると推定される。すなわち，

この地すべりは P(KIP-13〕の上面をすべり面と し

て， Poから AFのテフラをほとんど地積構造を乱す

ことなく滑動させ， 当時乃地表面にのり上げたもので

ある。それゆえ，スラストの上盤側には P(KIP-13) 

以下のローム層は認められない。そして，のり上げた

地すべり先端部に低角スラストが形成されたものと考

えられる。 Pの上面をすべり面としたのは， Pの上部

が粘土化した軽石層であるのに対し，そのよ｛立の層厚

Sm 

。

N 

3mの褐色風化火山灰層が非常に堅硬なクラック帯と

なっているためと考えられる。 こうした層相の境界面

がすへり面となっている例としては，後述する本露頭

南方で認められるBの上面，および土沢中学校北でみ

られるAFの上面を利用したすべり面があげられる。

また， Pの上面をすべり面として滑勤したローム層

は Poから A’までで層厚Gmほどである。この値は

後述するBの上面をすべり面として滑勤したOB期の

地すべり堆積物の厚さ 5.5mに近似している。

ところで，この地すべりはS50°WからN50°E方向

へ滑動し，ほとんど同時期に2回以上く り返したもの

と判断される。露頭北東端にみられるテフラ層の引き

ずりはその最先端部である。また，北東側（下位〉の

ト1

図 6.

平塚市土屋 ・早田にみられ

る露頭スケッチ

N50E－ーム

図 7.

平塚市土屋付近

の地すべり模式

断面図
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スラスト直下に認められる黒褐色ローム層は地すべり

当時の地表面を構成していたものと推定される。な

お，図4に示されるp', P＂を挟むローム層中の逆断

層群は地すべり堆積物が停止するとき，一時的庄縮応

力場lこわかれて形成されたものと考えられる。

次に露頭周辺を平面的に概観すると図5のようであ

る。この図にはテフラの引きずりによって示される地

すべり先端部が孤状をなしているのが示されている。

このスラストを伴った地すべり末端部は70m以上の幅

を有する。また，その南西側には地すべりが滑動した

後に生じた日地の存在が確認できる。こうした点から

もこの地域が地すべり地形を呈していることが伺え

る。さらにこの露頭に連続する南南東方向の露頭で

も，幅lOOm以上に亘って地すべり堆積物が認められ，

吉沢ローム層中のA, A Fが2回重複して観察される。

ここではスラスト露頭とは異なり，堆積物がかなり乱

されている。この地すべり発生時期もスラスト露頭と

同様に A＂堆積前と思われる。従って，スラスト露頭

から南南東へ200m以上に亘って，ほぼ同時期に数回

の地すへりが発生したものと考えられる。また露頭南

端ではさらに上位にB〔KmPののよ面をすべり面と

して3 吉沢ローム中部層のC(KmP-6〕から H(KmP

11〕までのテフラが地すべり性の乱堆積を示し， OB 

〔小原台埋没土層〉 以上の新期ローム層におおわれて

いる。このOB堆積前に発生した地すべりも東方へ滑

動した機子がその堆積状態より伺える。

地すべりの誘因

図3に示した大磯丘陵東部地域の吉沢面の高度分布

図によれば，吉沢面は地すべり露頭付近では89%0で

N50。Eへ傾動している。従って，吉沢面が離水後現

在までに等速的に傾勤したと仮定すると，地すべり発

生時，すなわち約9.5万年前には20見。ほど北東へ傾い

ていたことになる。また，地すべり露頭西方200m以

西には早田面が分布しており〔図 2）， 吉沢層堆積期

に比高20～30mの段丘崖の存在が示唆される。この地

すべりは勾配20%0の吉沢面上で発生したとも考えられ

るが，南西から北東方向へ滑勤した地すべりであるこ

と， 20om西方に段丘崖があったこと，幅200m以上に

も及ぶほど大規模な地すべりであること， AF堆積後

A＂堆積前に 2回以上発生し， OB期にも地すべりを

起こしていることなどを考慮、すると，段丘j崖で発生し

たものと考えた方が妥当のようにも思われる。

さて，この地すべりの誘因について考察すると，次
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の理由から構造運動が関与しているのではなかろう

か。スラスト露頭より 250mほど南西の早田面上に分

布する早田ローム層および吉沢ローム層中には（図2

• 3のLoe.2〕これらのローム層を切る正断層が多数

存在する〔図6〕。これらの小断層の応力場を復元す

ると，図7のように早田ローム層中のものはほぼNE 

s W方向に最大主引張り応力軸がある。 一方，前述し
たようにスラスト露頭における逆断層群では NE S 

W方向に最大圧縮応力軸がある。こ うした応力軸の方

向性は前述した吉沢面の傾動方向とも一致している。

このような点を考慮すると， NE方向へ傾動する構造

運動が地すべり発生の誘因となった可能性が示唆され

る。すなわち， 鷹取山一七国峠地域の隆起に伴い，早

田周辺の早田ローム層や吉沢ローム層中には多数の正

断層が形成され，早田面の段丘崖に斜面堆積していた

吉沢ローム層は P〔KIP13〕の上面をすへり面として

地すべりをおこしたのではなかろうか。そしてその先

端部にスラストが形成されたものと考えられる（図

7)。しかし，この地すべりを 直接構造運動に関連さ

せて考えるにはややデータ不足であり，今後さらに周

辺の地すべり堆積物の分布や時代を明らかにすると共

に，早田面上及び吉沢函上の同時期の小断層解析を多

数の地点で行ない，データを集積する必要がある。
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神奈川自然誌資料 3: 23～28, Mar. 1982 

根坂間活断層露頭について

千葉達朗

Outcrop of the Nezakama Active Fault, East Side of 

Oiso Hills, Kanaga wa Pr巴fecture

Tatsuro CHIBA 

はじめに 東縁部には，高麗山周辺に著しいブロック状隆起を

『活断層』とは第四紀に運動したことの確かてやある 示す高ま りがあるが，その北方は広い沖積平野が広が

断層に対して， 与えられる名称である。空中写真によ る。この沖積平野と西側の大磯丘陵とを境する崖線に

って明瞭なリニアメントが認められるだけでは，推定 問 問刑判院内側判例以 J 「「｛附怖会内叫櫛…四

することはできても断定できない。したがって断層の

上に第四系の存在しない山地のような場合には，その

評価は困難である。また，平野部の地下など，厚い被覆

層におおわれる場合も，露頭がないので認定は困難で

ある。ただ，第四紀層がうすく基盤をおおう段丘や，

IT.I凌を構成し，かっそれを切っている時にのみ，直接，

地質学的証拠を確認できるのである。それが活断層露

頭であり，その詳細な記裁により，はじめて個々の断

層の性格や歴史を知ることができる。この極の仕事は

はじま ったばかりであり ，基礎的な記載の蓄積はまだ

不十分で多くを議論できる段階ではない。

以下に紹介する活断層露頭は，典型的な正断層タ イ

プであり，基礎的記載として重要と恩われる。水平に

堆積した多数の軽石とロームの互層を切っている為，

断層の認定，追跡が容易であり，小断層系を解析する

ことにより応力場を復元することができた。

地域概説

神奈川県南西部大磯丘陵は，東西15切，南北lOkmの

五角形をしており ，周囲は直線的な崖線を境として平

野，海と接している。西縁は国府津一松田断層 として

知られ，関東地震（1923）の震源断層の延長であり，

右横すべり成分をもっ西落ち逆断層 とされている

(ANDO 1971ほか〉。北縁を画する東西方向の崖線は

渋沢断層（大塚，1930〕によるもので，逆断層成分を

もっ。その聞の北西縁については，最近上杉ら〔1981)

により川音川断層の存在が報告されており，北東南西

走向で左横すべり成分をもっ。

図 1. 位置図，矢印が露頭の位置，断層の名称は森

〔1980）による。
ただし kuzoF.-Aは東京都防災会議（1976〕に
よるものでkuzoF.-Bは森（1980〕によるも
のである。地形図は国土地理院発行の 1/2.5万

『平塚』および 『伊勢原』を使用した。
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〈ぞ

ついて東京都防災会議 〔1976）は公所断層を推定して

し、る 〔森〔1980〕の公所断層と異なる〕。東落ちの正断

層とされているが，詳しい記載もなく露頭は確認され

ていない。今回報告する根坂間活断層は，この崖線に

平行な走向をもち， 50mほど西側の丘陵に入った位置

に存在する。西落ち西傾斜の正断層で，丘陵側が沈降

しているので公所断層とは溶ちが反対であるが？明ら

かに地すへり性のものではない。公所断層の運動と密

接な関係を推定させる位置に存在するといえよう。

記載

A.位置および層序

本露頭は東海道新幹線が崖線と交わる地点のすく北

西に位置し，距離にして lOOmも離れていないので車

窓からも見ることができる〔図 1）。露頭の高さ約20

m，幅som，奥行き50mで，コの字型をして東に面し
ている。分布する地層は下位より，吉沢層，吉沢ロー

ム層，新期ローム層である。構造はほとんど水平であ

り，不整合は認められない。鍵層は吉沢ローム U(KJP

8〕～P,A〔KmP1〕～H,OP, AP, MP, TPが確認

される。これらの［傘下年代については，おおよそ13万

年～5万年（TP〕と知られている〔l町因。鈴木， 1971〕。

吉沢層は主に粗粒砂からなり， 葉rmが発達し， 部分的
によく円摩された細際～中礁を扶在させる。 離Jj(（まR

直下であるため，SとUは砂層中；こ扶在され，ラミナ

に沿ってうねっている。南側にいくにつれてUが尖滅

するので北方ほど離水が早いと考えられる。またR～

Pまでの軽石層に挟在されるローム層は暗褐色を呈

し，磁密なので，いわゆる水っきと考えられる。

B 断 層

本露E買において南北性で西傾斜1 西落ちの正断層が

観察される。露頭、面の走向と断層面の走向とがほと

んど一致するため，その中央部を横ざる形で露出する

（図2〕。 また中聞を境として露頭面の奥行きが 5m

ほど食い違っている為， V字型に見られるところがあ

る（図3〕。

図 2. 正面スケッチおよび写真。 テフラの記号は町田〔1968）による。HOは宝永スコリア。番号は断

層面の走向傾斜測定個所
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図 3.v字型に見える部分の拡大雁行する主断層
と回転変形を してない水平な鍵層

図 5.北面の露頭スケ ッチ。 OPを主断層が切る。

10と1'2は共役セット

ところに多いこと，変形様式が類似しており変位させ

ている最上位の地層も一致することから，主断層と共

役関係！こあると考えられる。

これら 2つのタ イプの断層群のいずれも3 地表に近

ずくにつれて，枝分かれをしていくのが観察される。

特；こ北側のへりでは露頭面が南向きであり，断層の走

図 4.主｜析）習を構成する 向に直交する場所で，くわしい記載を した。スケッチ

小断層群 を図5に示す。主断層はl隔が3mほどに広がり， 少な

くとも12本に枝分かれしている。ただし落差の合計に

はほとんど変化はなし、。これらの小断層群l心、ずれも

西落ちを示すが，中に2例東落ちの七ンスをもつもの

主断層は走向 N10°W, 60°Wで幅50～200Cmである。 があり共役系と考えられる （図 5）。

これは数cm～数十cm間隔で密に生じた小断層群からWi

成されており，その走向はほぼ‘致するものの，傾斜 応力場の解析

が異なり80°Wとより高角となっている。ゆえに図4 測定したすへての断層面について， ウノレフネットの

のような，内部で雁行する断層部Jをなす。 内部にスラ t半球こ筏を投影した（図 6）。番号はスケッチのも

イスされ挟まれている士山屑は，＇ ＂すれも水平な偽造を のと対応する。結果をみると，明らかに二群に分か

保っており，どの方向へも回転変形をうてけていない。 れ，それぞ礼主断層を含むAグノレープと共役断層を含

落差：;J:5 m前後である。 むBグループとである。 これらはグループごとに2つ

ヴJ，露頭面上で右上から左下にのびる，上述の主 の異なる大円上によくのる。このことはダイヤグラム

断周と明らかに斜交する ・群乃小断層がある。みかけ を作成して見ると よくわかり，図7に示す。 これは断

上5～2omの間隔で生じており，走向N20°～30°W, 層面の大内を投影したものであり，グループごとに集

傾斜70°～50°Wとややゆるい正断層である〔図 2:5, 東する交点をもっ。これは図Gの断層面の極を連ねる

6）。主断層とは切りつ切られつするが，変位量l立大 2つの大円の径と全く一致する。

きく異なり溶差は50cmをこえなし、。主断層Jこ近接する 番号が大 きくなるほど地点は下から上，南から
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E 図 6.断層面ステレオネット投影

図 （ウノレフネット上半球 ・

極〉

惨断層面のデータ‘

走向傾斜は以下のとおり
(1) (4〕Nl0°W85°W, (5) 

N30°W75°W, (6〕N20°W

70°W, (7) N20° E80°W, 

(8〕N5°E80°W, (9) Nl0° 

E85°W, (10〕N18° E85°W 

(11〕N30°E80°W, (12) N 

S60°W, (13〕N40°E85°W, 

〔14〕N45°E80。W

E 

図 7. 断層面ステレオネット投影

図 （ウノレフネ ットJ：.半球 ・
大円〕



共役断層関係から応力場を復元する。ここでは変位

量が異なるため，どれとどれが共役セ ットかはっきり

しない。そこでまずいちばん近接するもの同士が，セ

ットであると して， 共役関係を求めてみる。15, 11-

12, 14-10, 12 13となり ，20は浅くなるにつれ20°～

50°と大きくなる傾向がある。また最大圧縮主応力軌

をσl，中聞をの，最大引張主応力軸を σ3とすると，

図6に示すような位置となる。当然，応力配置も下か

ら上にむかうにつれ，右廻りの回転を示す。その方向

については矢印で， 回転軸については同じ三角記号を

丸で囲んで示した。のの回転軸は A sp. p.とBsp. p. 

の中間点に，σlの回転軸とのの回転軸は互いに大円

上の中点にのりあう関係にある。

次に，群同士で共役系をなすものとしてみると，そ

れぞれの面群の共有できる線は1本ずつあり，先にの

ベた A sp.p.とBsp.p.にあたる。もし，一軸圧縮性

の断層系と考えれば，この2点聞に <71がく ると 考え

る方がよいであろう。

この2つの考え方のいずれがよいのかは，断層面上

のスリッケンサイドを確認することにより判断でき

図 8. プロックダイヤグラム る。すなわち，面上の条線の傾きが45°前後ならば前

者， 90°ならば後者の考え方を支持する。残念ながら

北，西から東に移動するのであるから，その順に N スリッケンサイドは未発見であり，現在のところ両説

S走向から，NE-S W走向に徐々に回転してゆくこ 併記せざるを得ない。

とが読みとれる。前述のステレオネット上の大円の交

点は， その回転軸である。断層群は全体的に南北の迎 断層の形成過程について

続性をもつこと，断層群の幅は上方ほど広くなること 以上の資料にも とづき，ブロックダイ ヤグラムを作

から，この回転軸は上方にむかつてH寺計廻りにねじれ 成した（図8）。断層の延長がN Sであるのに対し，

ている断層面のらせん回転軸と考えられる。それぞれ 断層面の走向が表層ほどNE-S Wに回転すること，

A spiral Pol巴， Bspiral Poleとする。 上方ほど幅が広くなること，落差の変化があまり ない

2 3 
図 9.断層形成過程概念図
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ことを考慮した。断層はTPまでは完全に切っている

が，当時，その上！こ何m新Jtfjロームをのせていたかは

わからないので，現在見られる最小限の厚さを上にの

せた。少な くともこれ以上の厚さである。 地表にごく

近い部分に杉の字型，すなわち右雁行するおch巴Ion

tension clackができたと考えられる。これが地表ま

でおよんで＇，、たかは不明である。

次に図2に示される，落差の小さい共役断層系は主

断層こ密接して分布するにもかかわらず，一方的に切

られることが多、＇＇（図3）。 このことから， 共役断層

群：;1:，主断層力発達する直前：こ形成されたものであ

り，ーブfJ';I:主断冒系として大きく発迷したものの，他

方よ米！c達こ終ったものと思われる。概念図企図9に
示す。

結 圭ゐ
ロ＂＂

結論をまとめると以下のとおりである。

1) 根坂間断層は傾斜60°の正断層であり，それよ

り高角な数本の小断層群から構成される。落差は5m

である。少なくとも 5万年以降に活動した。

2) この断層は周囲の地層に回転変形を与えておら

ず，階段状を呈する。

3) 主｜断層に切られ，変位量の小さい共役断層系が

存在し，直前に形成されたものと思われる。

4) 表層にむかい，断層群の幅は増加し，28も大

きくなる。同時に走向が右週りに変化し表層近くでは

エシェロン状を呈する。

5) 応力場は N50°E,66° Sの σ1をもっ，一軸性の

圧縮応力場か，あるいは， その方向にむかつて C2の右

まわりらせん回転を伴ったものである。

今後iま，なぜ右辺りのらせん回転で左担りではなかっ

たのか，横ずれ成分：まなかったのか等の検討が問題点

として残されている。
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長沼層産のサメ類歯化石

松島義章

A Shark Tooth Remain of Carcharhi冗usfrom Naganuma Formation, Kamakura 

Yoshiaki MATSUSHIMA 

先に上野 ・松島（1979）は，横浜市南西部から藤沢

市東部にかけての丘陵地に分布する中部更新統の長沼

}¥¥i，特にその模式地と近接地から産出したホホジロザ

メとメジロザメ属の歯化石について記載した。今回，

その後の調査で本層からメジロザメ属の歯化石が得ら

れたので，ここに簡単に報告しておく。歯の測定方法

は上野（1975〕に従った。

化石の記載と産出点の地質

軟体動物綱 Class Chondrichthyes 

ネズミザメ目 Order Lamniformes 

メジロザメ~＂！－ Family Carcharhinidae 

メジロザメ属 Genus Carcharhinus 

Carcharhinus sp. 

産地：鎌倉市植木城廻

地 層：長沼層

採集者 ：松島義章

採集年月 ：1979年5月6目

標本番号 ：KPMG-3517

本標本はメジロザメ属の一種の右上顎の歯である。

この1個の標本だけから種の判定は困難である。歯根

の全部と歯冠前切縁の歯頚付近が若干欠損している。

歯冠は後方に傾斜し，TlfJ切縁は中央官IIでごくわずか膨

出するがほぼ真直である。後切縁は湾入していそ。 品目

民
、；~~i

務；
図 1. サメ類歯化石の産！上l地
点（×印 ：鎌倉市城廻〕

地図は国土地理院発行

の2万5千分の l士山形

図「戸塚」を使用した。
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図 2 1, 2：サメ類 （Carcharhinus sp.）歯化石

(1;，外側面，2，内側面〕X2.3, 4；ムシロ

ガイ （Niothalivecens）の化石（3：，正面，

4，背面〉×1

l者Jま阿切縁の中央部において大きく ，両端に向って徐

々に小さくなり ，II士頭頂近くで未完逮となる。

日交頭頂～歯頚前端聞の長さは約11（実測可能部分は

10. 3) mmで，前切縁の鋸歯数は約34(32+2？）であ

る。日交頭頂～歯頚後端の長さは8.6mmで，後切縁の鋸

橘数lま32である。歯冠長は頬骨［IJで7.2mm，舌側で6.5mm

iお冠1111Jiは約9mm，歯冠厚は 1.7岡市である。

産出地点は国鉄東海道本線大船駅から西方へ約 2k担

問［れた鎌倉市植木城廻の造成士山て引ある。メジロザメ属

の歯化石は貝化石と一緒に，宅地造成のために切り取

られた露頭から採集された。母岩は青灰色シノレ ト層で

ある。共産する貝化石にはムシロガイ Niothalivecens, 

イタヤガイ Pectenalbicans，トリガイ Fulviainutica, 

Patうhiasp., Macoma sp.，ヤカ ドツノガイ Dentalium

octan.gulatumなどがある。

1"tf出地点の屑準は，東海道本線の通る柏尾川低地の

西側lこ分布する長沼庖の下古l)J＼￥），」ご剖）＇.こあたる。ここの

露頭では長沼腐の下部泥層にJ火千五するスコリア層のタ

ヤスコ（横浜サブ図研グノレープ，1978, 1979, 1980) 

はみられないが，近くで確認したタヤスコ屈の走向傾

斜から判断して，サメl密化石の産出地点はこのスコリ

ア層より数m下位になる。 なお，先の上野 ・松島

(1979）の報告では長沼層模式地の貝殻坂付近では長

30 

沼層中部にみられる鍵層のスコリア層を記述した。こ

のスコリア層は」ニ述のタヤスコ（横浜サブ団間グノレー

プ，1979, 1980）と同じものである。このタヤスコ層

は長沼周の分布するほぼ全域にわたって追跡でき，柏

尾川低地を扶んで東西両域にみられる長沼層を対比す

るのに重要な鍵屈となっている。

次に本標本と長沼」IJ貝殻坂産のメジロサメ歯化石と

を比較してみると， 共に右上顎の歯であり形態的に非

常によく似ている。計測してみると貝殻坂産の標本の

方が本標本よりも一回り大きい。すなわち，I佼頭頂～

1*1頚前端間距離が約13mm, I攻頂頭～歯頚後端路離が約

llmm，歯冠長l立がl側で 10.0mm，舌側で7.8mm，歯冠111高

は約12.5m，町，歯冠厚が2.8mmである。メジロザメ類は

稜煩数が多いなかでも， 両標本は同じ種煩である可能

性が高い。

長沼層におけるサメ類化石の産出層準

今回明らかになった鎌倉市城廻のメジロザメ類の歯

化石の産出層は，タヤスコ層から数m下位であった。

一方長沼周襟式地（貝殻坂〉と近接地から採集された

ホホジロザメ歯化石 と〆ジ ロザメ類の歯化石の層準

は，タヤスコ層から数mないし，タヤスコ層を挟んで

上下2～3mの範囲に含まれる（上野・松鳥，1979）。し

たがって長沼層から産出した 5点のサメ類歯化石は，

大きくみるとタヤスコ層の層準に集中しているといえ

る。また長沼層全体からみて，この層準の貝化石群集

が，外洋7]<.の影響を受ける海湾の上部浅海帯から亜浅

海部ーの砂泥底に生息する暖流系種で特徴づけられるこ

とから，サメ類歯化石の産状と対応している。これらの

点からタヤスコ降下地積当時の長沼層は，外洋水の影

響を強く受ける海況下で形成されたことを示唆する。
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葉山層群模式地の現状（3)

平田大一

Present State of Type Localities, the Hayama Group (3) 

Daiji HIRATA 

先に筆者（1980,1981）は， 三梨 （1968）， 三梨・

矢崎〔1968）の葉山層群の層相区分（木村1968の資

料〉に従い，下位層準より森戸硬質泥岩層，鐙摺砂岩

泥岩互層，大山凝灰質砂岩層などの模式地の現状につ

いて報告した。今回も，三梨（1968〕らの層相区分に

従い，大山凝灰質砂岩層の上位に重なる衣笠泥岩層

と，葉山層群最上位の矢部凝灰質砂岩泥岩互層の模式

地の現状について報告する。

A. 衣笠泥岩層

衣笠泥岩層は小島（1954）により命名された累層

で，白色ち密な泥岩によって特徴づけられるとされて

いる。本累層の模式地は，横須賀市衣笠の国鉄衣笠駅

北の崖とされているが，現在では，衣笠駅の北約200

mのところにある古い造成士山の背面に露頭が残ってい

る（図 1' 2〕。この露頭の大きさは， 高さ約5m，幅

約2omほどである。岩相は灰白色の凝灰質泥岩ないし
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は凝灰質細粒砂岩で，硬質ではあるがチリメン状の風 め，切通しの東側斜面が大きく向IJられて，新しい露頭

化が若しL、。細粒砂岩には平行ラミナが認められ，そ があらわれた（図 1, 3）。この露頭における本累屑

の方向性は N80°W，傾斜はほとんど 罰；直を示す。現 の岩相は， H音青灰色のパミス ・スコリア質粧l粒砂岩，

在，館頭の周辺には雑草が生い茂っているが，観察す 暗青灰色でラミナの認められるノミミス質iド粒11少岩と凝

るのに不都合はない。ただ，以前には鉱頭が東側にも 灰質泥岩との互庖，同様にラミナの認められる灰白色

迷統していた時期もあったが， 現在では住宅が建築さ の細粒砂質凝灰岩などである。風化而は・様に茶褐色

れており，観察することはできない。 となる。走向傾斜は， N40°E,60°5 Eを示す，この露

本累層の分布は，三梨 ・矢崎 (1968）の地質図によ 頭も，まもな く地崩れ防止策がなされ，観察は困難に

れば，横須賀市衣笠から岡市池 L 111中，阿部倉にか なるであろう。

けてと，南西にややはなれて， 同市久村にも拡がる。 本累層の分布lま， 三梨 ・矢崎〔1968）の地質図によ

れば，横須賀市小矢部， 大矢部付近から，北西方向の

B.矢部凝灰質砂岩泥岩互層 同市平作付近まで拡がる。

矢部凝灰質砂岩泥岩互層は木村政lit!(1966）により 小鳥 （1954）の坂之台凝灰角際岩j国 I i ， 本累 ！~1に相

命名された累層で2 スコリア質の砂岩泥岩互層，ある 当する。

L、は火砕質粗粒砂岩によって特徴づけられるとされて 葉山層群についての研究史，従来の庖序区分の比較

L、る。本累層の模式地は，横須賀市小矢部の衣笠｜隆道 は小島（1954），見上（1978〕の報告に詳しい（表1）。

北口の切通しであるが，地崩れ防止用のコンクリート 最近の研究では木村ほか（1976〕が，三梨・矢崎

で露頭はおおわれていたため，観祭することはできな (1968〕の地質図における，衣笠泥岩庖， 矢印凝灰質

かった。しかし，現在新隆道が隣接して構築されたた 砂岩泥岩互層の層序・分布に改訂を／Ji]えている。改訂

図 2 Loc.1衣笠泥岩脳． tt r須賀市衣笠，国鉄衣笠駅北約~oom, 1981. 12. 3 
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図 3 Loe. 2矢郎凝灰質砂岩泥岩互層ー 横須賀市小矢部，衣笠i縫道北仁I, 1981. 12. 3 

表 1. 葉山層群の層序 （葉山衣笠地域〉〔見上，1978〕

小島（1954a) 渡（部ほか姉(1968) 三梨・矢崎（1968) 木村ほか (1976)
葉山町妓） （衣笠付、在）

衣笠泥岩層
？ 矢部摂灰質砂岩泥岩互廟 矢部凝灰質砂岩泥岩互層

山中細粒砂岩層 大山砂岩層 衣笠泥岩層

大山凝灰質砂岩層 大沢潔岩層 大山凝灰質砂岩層 大山凝灰質砂岩層

1t'e立山砂岩泥宕互層 戸恨山砂岩泥岩互層 鐙摺砂岩泥岩互層 鐙摺凝灰質砂岩泥岩互層

森戸泥岩層 森戸泥岩層 森戸硬質泥岩層 森戸硬質泥岩層

された地質概略図（木村ほか， 1976〕からみると，衣 しかし，見上（1978）も指摘しているように，この

笠泥岩層とされていた地層は，森戸硬質泥岩層と鐙摺 ような不護合の存在や，葉山層群の層序が研究者によ

凝灰質砂岩泥岩互層であるとしている。また，矢部凝 り異なることなどの問題は，さらに検討を要するであ

灰質砂岩泥岩互層は， 大山凝灰質砂岩層が大きく削ら ろう。

れた後，森戸硬質泥岩層，鐙掲凝灰質砂岩層を不整合

におおった地層であるとしている。
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木村政問 1971 南関東の地殻モテ’ノレに関する一考 三梨昂 ・ほか22名 1976 特殊地質図20，東京湾と

察．地質ニュース，2041-10. その周辺地域の地質．地質調査所．

木村政昭 1973 陸上地質を相模湾底に追う．科学， 三梨昂 ・ほか22名 1979 特殊地域図（20），地質説

43 7 420-426. 明書，東京湾とその周辺地域の地質．地質

木村政昭 ・加賀美英雄 ・本座栄一 ・奈須紀幸 1970 調査所．

南関東周辺の海底地質．日本地質学会第77 渡部景隆 1952 際岩の測定法（三）一基底礁岩から復

年学術大会講演要旨 95. 元される葉山島地学研究 61 1-26. 

木村政昭 ・湯浅真人 ・玉井義郎・蟹江康光 1976 三 渡部景隆 ・小池敏夫 ・栗原謙二 1968 神奈川県葉山

i南半島で発見されたvlrr新ー中新世初期の枕 町地域の地質図説明書．日本地学教育学会．

状溶岩． 地質調査所月報， 277 451-461. （神奈川県立博物館〉

小島伸夫 1954 三浦半島の葉山層群について．地質
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神奈川自然誌資料 3:35～38, Mar. 1982 

神奈川の生い立ち 絶対年代と地層の対比

今永 勇

Geological Development of Kanaga wa Prefecture 

-Correlation of Sequences and Geological Age-

lsamu IMANAGA 

”神奈川の 生い立ち”については，これまでに見上

〔1964,1971等〉によって詳細に記述されている。ま

た神奈川県立博物館の地学展示室には”神奈川の生い

立ち”が，見上敬三監修，山下昇 （白亜紀〉， 見上敬

三 ・松田時彦（第三紀〉，渡部景｜盗・戸谷洋 〈第四紀〕

西村良二 （地形〕の諸氏の指導により製作 〔1967年〕

した 9つの模型で展示してある。しかし最近，絶対年

代測定の個数が増加し，また古地磁気層位学，生層位

学的研究が進んで，新たな資料が加わってきたので，

ここに記して u神奈川の生い立ち”についての一つの

参考資料としたい。

神奈川県に分布する地層の最古のものは小仏層群で

県の北部に分布する。この地層は， 関東山地南部から

赤石山地，紀伊半島南部，四国南部， 九州南部にわた
し まんと

って分布する砂岩頁岩を主とする互履からなる四万十
たい

帯 〔白亜紀 第三紀前期〕の一部をしめている。奥多

摩湖付近の小仏層群中より高さllC摺， 11厨9cmの ！nose-

ramus amakusensisに類似した化石が発見され（西

宮，1976〕，その年代が中生代白亜紀浦河世後期の前

半＝約8500万年前とされる。

四万十帯の海側の富士川から丹沢にかけての南部フ

ォッサ・マグナ地域には，巨摩層群， 西八代層群，御

坂層群，丹沢層群が西から東に分布している。これら

の地層は主に海底火山活動からもたらされた凝灰岩類

の厚い層からなっている。その年代は， 丹沢層群の大

山亜層群本谷川 相当層が， Nψhrole戸idinαjaponica

と Miogypsinaを産出することから Blowの N,8二三

1650～1550万年前にあたり，また上部の煤ヶ谷亜層群

不動尻層が Ne戸hrole戸id問。 japonicaを産出し， 寺家

層は有孔虫化石からBlowのN,14～16と1250万年～

750万年前（土・ 茨木談話による〕にあたる。

丹沢層群分布の中央部は石英閃緑岩の東西に伸びた

板状の岩体の貫入を受けている。この岩体は，黒雲母

の年代測定によると中；11;11のサンプノレで430万年前，

玄倉のサンプノレで520万年前（河野・ 植田 1966〕と

でており，この年代まで石英閃緑岩休がなお熱かった

ことを示している〔Sekiet al, 1969）。

丹沢東部の愛川層鮮は，丹沢層群の上lこ整合関係で

載る〔見上 1958〕が，｜時代は明らかではない。丹沢南

部の足柄層群は， 丹沢層群が隆起削利されて運ばれた

砂礁からなる。足柄層群の年代は，下部層が岩相から

箱根火山の基盤の早川凝灰角際岩に対比され〔久野

1952〕，さらに早川凝灰角際岩は貝化石油、ら白浜層群

上部に対比される（大塚 1934〕。その白浜層群上部は

BlowのN,19と500万年～300万年前にあたる〔Tsuchi&

Ibaraki, 1980〕，足柄層群上部はノfラステコドンの歯化

石を産出し，第四紀の約150万～100万年前前後に属す

ると思われる。よ って足柄層群は，大ざっぱに言って

500万年前～100万年前頃と考えられる。

三浦半島の最下;illの地層は葉山層群であり， 白色細

粒凝灰岩を挟むE更し、砂岩 ・泥岩およびその互層からな

る。そのはっきりした年代は明らかでないが，前期中

新世 〔栗原 1971）とされ，房総半島の保困層群との

対比から一部は Blowの N,6~1800 万年前に属する

(Tsuchi & Ibaraki, 1980〕とされる。

葉山層群の上には， 鐙摺不整合を挟んで三浦層群

が載る。三浦層群は，南部の三崎層，初声層，北部の

逗子層，j也子層からなり，葉山層群からなる 2列の北

西ー南東方向の高まり一葉山地塊と武山地塊ーを被っ

て堆積し，堆積の中心は南から北に移動している（三

梨他1978〕。三浦半島の三浦層群は浮遊性有孔虫から

Blowの N,17～N, 21~約750万年～300万年前までに

あたるとされる（吉区11979〕。

"iコ新世鮮新世の境界線は，ギルパート逆磁極期の
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下限付近士写約 540万年前で，房総の三浦層群中では清 表 l. 神 奈 川県及び関

澄層の下部にひかれる（尾田 1975）。 G；層群 F：累層 M ；部層

大磯丘陵の大磯日小磯岬遊性有旭化石村山万年）［五五十~~「一一一
Blowの N,17士写約750万～540万年前にあたる〔茨木 O 「 トー十一 回 戸

"'I I空 洪
1978〕。 ~ I型積
三浦層群は黒滝不整合で上位の上総層群におおわれ ｜ ｜恥｜世

る。上総層群は三浦半島北部では下位から1r1郷層，

野島層，大船層，小柴層，中里）雷，浜層からなり， 多

摩丘陵西部では大矢部局，平山層，連光寺層，王禅寺

庖，飯室層，高津層からなり，そして三浦半島南部で

は林層がこれにはいる。洪積世一鮮新世の境界が松山

逆転身lのオノレドパイ亜紀の中コ＂＂＊'1180万年前に位置す

る〔尾田 1975〕とすると，房総半島の上総層群の大

原層中部の鍵層HS付近にあたり，三浦半島の上総層

群はすへて洪積世に位置することになる。厚木市北方

の中津層は BlowのN,21＇＝＜約300万年前〔池辺 1978〕

にあたる。
10 

上総層群は長沼不整合でよ位の相模層群におおわれ

る。相模層群は，長沼周，界風ケ浦層からなり， 大磯

丘陵の二宮層群がこれに相当する。 二宮層群上部層の

フィッショントラ ック年代は58万年±11万年前とされ

る（磯 1981）。相模層群は不整合で上位の下末吉層

・吉沢層 （約13万年前〕におおわれる。三浦半島の宮

田累層，横須賀累は下末吉層に相当する 〔蟹江 ・大越

1981）。

箱根火山は，約40万年前（鈴木 1970）から活動を

始め，富土山の活動は約8万年前に始った。これら火

山の放出物は東に散布され関東ローム層を構成してい

る。ローム層中の軽石鍵層の年代が多数測定されてい

る（表 1参照〉。

謝辞， 小文作成にあたり ，横浜国立大学地学教室見 20
上敬三教授，長谷川普和教授，東京大学地質教室鎮西

清高助教授，東京大学海洋研究所加賀美英刈助教授，

膝阿換太郎助手，登内正治研究員，横須賀市博物館蟹

江康光学芸員，静岡大学士山球科学教室土隆一教授，茨

木~R子助手をはじめ，多くの方々にご指導ご助力いた

だいた。厚 くお干し申し上げる。
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係地域の主な 地層の対比と 年代

〈士山庖の年代的位置は， 主に土 ・IGCP114園内ワーキ ンググノレープ（1981）を基に加筆修正〉

御坂山地 ｜丹沢西部｜丹沢東部｜箱根火山 ！大磁丘陵 ｜中津地方｜三浦北部｜三浦南部｜多摩丘陵｜房総半島

｜ ｜ ｜ 箱根火山噴出物 院キ＝＝＝＝司 T主±c-~E'受守宅デ子手持:z=マヲミ子ヤヤ￥司 ーー ー
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表 2.神奈川県及びその関係の絶対年代（ただし沖積層の年代をほぼ省略，m.y.=100万年〕

地 月号j 名 ｜産 地 I"r 代 （年 前〉［ 試 料｜測定番号 ｜ ＋工、1

rC県外〉
績岡オフ ィオライト i

i千葉県鴨川

（県外）
富寸．川 層群 身延 屑｜山梨県南巨摩

郡早川橋

n i！~ 石英 閃緑 岩 ｜玄 倉

丹 沢石英閃緑岩 i中 川

二宮層鮮上自llNu 2居｜ニ 宮

鍛 治屋デイサイト｜鍛治屋

39. 9m. y, (K-Ar) 
31. 6m. y, II ｜：玄武岩
29. 3m. y. II 

滝上 他（1980)

9.3m. y, II ｜安山岩 西宮 ・植田（1976)

国

母

石

石

雲

雲
一
曜

曜

黒
黒
豆
…
黒
、，ノ、
，ノ

T

T

 

／

／

F

F

 

f
t

／
h

〆
t

、f
t

、

年

年

・
万

万

y

y

1

9

 

噌

i

n
d

m

m
土

2

3

年

5

4

万OO
 

Rυ 

河野 ・植田（1966〕

／／ 

藤沢ロ ー ムTiu 24）習

藤 沢ローム Tiu 25層

早田ローム Tm -8）雷

早田ロ ー ムTm -18）留

早田ロ ー ムTm -33層

27万5500土2万年CF.T.) 

24万3000士 1万8000年（F.T.) 

23万5000±1万2000年
24万6000士 1万2000年（F.T.) 

22万5000±2万4000年（F.T.) 

19万4000土 1万4000年（F.T.) 

機 （1981〕

鈴木（1970)

鈴木測定

／／ 

／／ 

II 

II 

土屋ロ ー ム Tu-23屑｜ I 15万±1万1000年（F.T.〕｜ I i磯 他（1975〕

下末吉埋没土TAu-12層｜ 114万7000～14万3000年（F.T. )I I ｜鈴木測定

下末吉Cj'_iR.)Kip 6軽石周｜土 屋＼12万8000士1万1000年（F.T 〕｜黒曜石 ｜ ｜町田 ・鈴木（1971)

下末吉 ~a_!) Klp-8軽石層｜土 屋1 13万2000土l万年（F.T 〕｜黒曜石｜ I II 

箱根新期外輪山 溶岩｜畑宿 ・芦ノ湯｜ 12万年（F.T. )I黒曜石｜ ｜鈴 木（1970〕

下末吉生：：＂）Klp-13軽石庖｜土 屋｜ 11万7000士1万年〔F T 〕｜黒曜石｜ ｜町田 ・鈴木〔1971〕

下末吉~"t''.!_R) Kmp- 1 軽石庖｜土 屋＼9万8000士1万2000年CF.T. )j黒曜石｜ ｜ ／／ 

下末吉竺：：＂）Kmp-7軽石j雷｜土 屋ls万9000±1万3000年CF.T 〕｜黒曜石 ｜ ｜ ／／ 

御舟第1浮石属Pm- 1軽石）~’｜相模原市勝坂｜ 7万～9万年（F.T.〕｜ジノレコン｜ ｜ ／／ 

小 原台軽 石 OP l箱綬大観山｜ 6万6000±6000年（F.T. )J黒曜石 ｜ ｜ ／／ 

東 京経石 TP J箱根大観 山I 4万9000年±5000年〔F T. )J黒曜石 1 I II 

神山 葬！し 雲 地積物 ｜吊札HJ仙石原岩石｜ 2万8000年〔14C)J炭化木 ｜ ｜大木 ・袴田（1975)

神山泥流直下のテ7ラ烈居上削箱根IUJ強羅l 2万1400土600年（14c〕｜炭化木 IGak-36751町 田（1971)

姶良 Tn火 山 灰 ATI問書店；＇！ r1 2万1220±例 年（14c)I鰭舟IGak-43451湾管思想研グノレ
神 山 熱雲 堆積 物｜箱根町温泉荘1 2万±690年C14 C)I炭化木 IGak 52571大木 ・袴田（1975)

神山火 砕流（熱雲〕 ！箱恨JI町中強羅｜ 1万9640±550年〔14c〕｜炭化木 IGak-50051町 田（1971〕
｜箱栂町 ｜ ｜ ｜ ｜ 

仙 石原 湖堆積物 11u1石原品ノ木｜ 1万9000土問 年〔11C)j神代杉 jGak-5258＼大木 ・袴田（1975〕
神山 泥流（CC 2)j箱根lllJ大平台｜ 1万8560土510年（14C)I神代杉 IGak 51961傍田 採集

主義奇員長 cc Pー7I箱根UIJ芦ノ湯｜ 1万8000年600年(14c )I炭化木IGak 23671田］ 回（即 1〕

二子ill爆発角軍事層CC P-81箱根芦 ノ湖｜ 4840士120年（14c〕｜木炭 IGak 23661町悶 ・鈴木（1971〕

神山山崩れよ札積物CC9 I箱根町湖尻｜ 3100±90年（14C)I神代杉 IGak 52561大木 ・袴田（1975〕

土 様化したス コリア ｜大磯川西小磯｜ 3000土180年c14 c )I木 炭 ！ Tk 48 I米倉他〔1968)
大 湧谷火砕流 ｜箱根町大判 2900士川 下（14c)I fjt7~ I Gak悶 ｜大木 ・袴田〔1975)
砂 丘 砂 ｜平塚駅｜ 1950士90年（14C)I流木 lGak -6871木越（1967)

｜芦ノ湖l立石湾｜ ｜ ｜ ｜ 
芦ノ湖l!NJ 水中さかさ杉 ｜前亀ケ111時～｜ 1610±35年（14c〕｜さかさ杉｜ ｜山 下（1975〕

小杉間

土隆一 ・IGCP114国内ワーキンググループ 1981 

日本の新第三系の生属序及び年代層序に関

する基本資料（続編〕 1126. 

（神奈川県立博物館〕
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神奈川自然誌資料 3: 39～51, Mar. 1982 

神奈川県の文献目録一地学関係（1976～1977)

地学文献目録作成グループ

Bibliography on the Geosciences of Kanagawa Prefecture (1976～1977) 

Compilatory Group of Geoscience Bibliography 

まえがき 講演要旨集，（5): 26. 

本日銀は神奈川県地域と｜明j媛地域の地学関係（天文， 新井房夫 ・町田 洋 ・杉原重夫 1977 南関東におけ

気象を除く〉の文献のうち， 1976・77年に出版 ・報告 る後期更新世の示標テフ ラ層特性記載と

されたものを集めたものである。すでに県内の地学関 それに関連する諸問題一．第四紀研究， 16

係文献目録としては，神奈川地学会編（1969〕「神奈 (1) : 19 40. 

川県地質文献目録 （1884～1968〕」，南関東新生代〔第 荒牧重雄 ・葉室和親 1977 東伊豆単成火山群の地質

四紀〉研究グノレープ（1976,1977）「南関東第凶紀に ー1975～1977中伊豆の異常地殻活動に関連

関する文献目録集（1881～1976）」などが出版されて してー震研梨報，52(3-4): 235-278, figs. 

L、る。本目録の集録年数はわずか2ヶ年のみではある 16 32. 

が，t記の目録集とあわせて活用されるとともに，将 厚木市教育研究所 1977 厚木の地形 ・地質．厚木市

来により充実した文献目録集が作成されるための一助 教育研究所研究紀要，〔29): 106ρ． 

となることを期待する。 厚木市史編さん室 1977 厚木の地理 ：16-63.

本目録では，次のような分類を試みた。 千鳥和彦 1976 MS  箱根火山北東斜面における斜

A.第四紀 B.新第三紀 C 先新第三紀 面固定期について．法政大文学部地理学教

D.海洋地質 E. 古生物 F. 岩石 ・鉱物

G.地震 H. 士山下水 ・温泉 I . その他

文献の配列は，それそ6れの項目内で著者アノレフアベッ

ト順とした。

なお，文献の集録にあたっては公表 ・未公表を問わ

ず，できるだけ広範囲に作業を進めたつもりではある

が，今回は漏れた文献もあると思われる。将来より充

実したものにするためにも，お気づきの点などとあわ

せて，多くの方々に御教示 ・御協力していただければ

幸いである。世話人 ：平田大二

A.第 四 紀

AoKI, N. and BABA, K. 1977 Remarks on the 

lower Pleistocene ”Naganuma unconfor 
mity”in the Boso Peninsula, central 

Japan. Ann. Rep. Inst. Geosci. Univ. 

Tsukuba, (3) : 11-15. 

新井｜ニ房夫 ・｜町田 洋 1976 九州から東北地方までを

おおう広域テフラ（姶良Tn火山灰〉の発

見と岩石記載的特性について． 第四紀学会

室卒論

堂本博滋 1976 MS  丹沢山塊における地形．駒沢

大文学部地理学教室卒論．

遠藤邦彦 1977 沖積世の古土壌と層序．第四紀学会

講演要旨集，（6): 16. 

遠藤邦彦 ・岡重文 ・上杉陽 1976 相模積成盆地

の第四系ーボーリ ングコアを中心にしてー

第四紀学会講演要旨集，（5〕：8.

遠藤邦彦 ・関本勝久 1977 神奈川県西南部完新世下

原層の層序と古地理について．地理学会予

稿集，〔13): 214-215. 

江J反灼15簡 1977 縄文時代の自然環境地理， 22〔2〕

: 9 18. 

藤井陽一郎 1977 1930年および1976年前後の伊豆東

方線の活動地震2'30( 4) : 389-400. 

藤井［場）郎・中根勝見 1977 伊豆半島北東部の地殻

水平歪の推移測地学会誌，23: 239-253. 

藤田和夫 ・太田陽子 1976 第四紀地殻変動． 日本の

第四紀研究 ：127152.東京大出版会．

府川宗雄 1976 大磯丘陵西部地域団体研究－1975年

.39 



度の成果について一関東の四紀，（3): 2 

-8. 

羽鳥謙三 ・多摩サブ団研グノレープ 1977 多摩丘陵生

回付近の礁を中心とする問題について（中

間報告〕．関東の四紀，（4): 53 56. 

袴田和夫 1976 仙石原湿原のおいたち．箱根の文化

財， （11): 2-9.箱根町

袴田和夫 1976 箱根火山の地学ガイド 箱根の文化

財， （11〕： 1027.箱根町

菜室和親 1976 大室山火山群の地質（演旨）．火山，

21 (2〕：133.

策室和親 1976 大室山火山群の地質．地質学会第83

年講演要旨： 225.

葉室和親 1977 伊豆半烏大室山天城側火山群地久保

中央火口丘l傘下スコリ ア，カワゴ平火砕流

の14c年代． 火山＇ 22(4) : 277 278. 

葉室和親 ・荒牧重雄 1977 天城側火山群の地質（演

旨〉．火山， 22〔2): 92. 

原田昌一 1976 東京軽石層の分布と椛積段式につい

て．関東の四紀，（3〕.51-55. 

原田昌一 1976 MS 東京軽石層の分布と堆積.i去

政大文学部地理学教室卒論．

原田昌一 1977 東京軽石層の層序および含有鉱物 ・

岩石含有鉱物 ・岩片の粒度組成について

一．法政大学地理学集報，〔6): 64-77. 

春川光男 ・機 望 ・上杉陽 ・森慎一 ・長崎正

1977 いわゆる二宮層の区分と対比につい

て（第二報〉 二宮町南西部を中心として

．関東の四紀，（4〕：1832. 

HILDE, T. W. C., UYEDA, S. and KROENKE, L. 1977 

Evolution of the western Paci五cand its 

margin. Tectonophysics, 38 : 145-165. 

広岡公夫 ・酒井由美子 ・機山卓雄 1976 関東ローム

の古地磁気．地質学会第83年講演要旨：95.

堀内茂木 1977 プレー トの絶対運動と深発地震面の

形状伊豆 ・小笠原マ リアナ弧 地震2,

30(4〕：435447. 

星野一男 ・長谷紘和 1977 神縄断層を切る南北性断

層について．地質雑，83(1〕：62-64.

池田安隆 1976 大磯丘陵の断層モデノレ．関東の凶紀

(3〕：18-27.

壱岐邦彦 1977 MS 丹沢山地東部の構造地形．明

治大文学部地現学教室卒論．

石川重幸 1976 MS 三浦半島の沖積層 特に王子作
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川について ．駒沢大文学部地理学教室卒

論．

磯 望 ・春川光男・森慎一 ・長崎 lE・上杉 ［湯

1976 大磯丘陵東部の第四系〔その1）一一

大磯町西部を中心として ．関東の四紀，

(3〕：9-17.

井関弘太郎 1976 完新世の海面変動． 日本の第四紀

研究 ：8997. 東京大出版会．

泉浩二 ・木越邦彦 ・よ杉陽 ・遠藤邦彦 ・原田昌一

・小島泰江 ・菊原和子 1977 富士山東箆

の沖積世ローム層第四紀学会講演要旨

集，〔6〕：15.

泉浩二 ・木越邦彦 ・上杉陽 ・遠藤邦彦 ・原田昌一

・小島泰江 ・菊原和子 1977 富士山東麓

の沖積世ローム層．第四紀研究， 16(2) : 

87-90. 

貝塚爽平 ・成瀬洋 1976 古地理の変遷 日本の第

四紀研究： 333-351.東京大出版会

貝塚爽平 ・成瀬洋 ・松田磐余 1977 東京湾とその

周辺の沖積層および沖積層下の埋没地形．

第四紀学会講演要旨集，〔6): 8. 

KAIZUKA, S., N ARUSE, Y. and M ATSUDA, I. 1977 

Recent formation and their basal topo-

graphy in and around Tokyo Bay, cent 

ral Japan. Quaγteγ托aryReserch, 8 . 32 

50. 

金子史郎 1977 断層地形のフィーノレドワークー丹那

断層ー （写真〉．地理， 22(7〕：19. 

金子史郎 1977 丹那断層ノート． 地理，22(7): 104 

-107. 

WI江康光 1976 三浦半島のおいたち．横須賀市博教

育資料シ リーズ，（7). 1 10. 

蟹江康光 ・新井重三 ・長沼幸男 ・大越 章 ・長田敏明

・高橋輝雄 1977 三浦半島東部， 横須賀

付近の第四系地質雑， 83(3〕：157-168.

蟹江康光・ 石川重幸 1976 三浦半島，平作川の沖積

層．横須賀市博研報〔自然科学〉， (23) : 

45-59. 
かんお

神尾明正 1976 台地上沖積層の断面にみられる南関

東の先史歴史時代について．地質学会第83

年講演要旨： 97.

関東新生代構造研究グループ 1977 関東地方の新生

代末期における構造運動の特徴 地団研専

報，（20): 241-256. 



紺野義夫 1976 ”Japan”から 10年一新第三紀 ・第四

紀の構造発達史の進歩．士山団側第30回総会

シンポジウム「日本列j詰梢造発達史」資料

集 ：182-183.

勝井I＇義刻11977 テフロクロノロジーと火山 日本の

第四紀研究： 69-88. 東京大出版会．

KIKUCHI, T. 1977 Pleistocene sea level changes and 

tectonic movements in the Boso Peninsu 

la, central Japan. Geogr. Reρ. Tokyo Me-

foPol. Univ., (12) : 77-104. 

菊地隆男 ・関東第四紀研究会 1977 大磯丘陵曽我山

東郁子コ第四系 大機丘陵西部団間197611三度

の成果一関東の凹紀，〔4): 2-17. 

菊地隆男 ・関東第四紀研究会 1977 大磯丘陵四郎の

第四系 第四紀学会講演要旨集，（6): 6. 

小玉喜三郎 1976 関東地方の新生代末期の梢造運

ill!J.士山田研第30回総会シンポジウム 「日木

列島鱗造発達史」資料集 ：207-220.

小玉喜三郎 ・佐島 茂 ・岡 重文 ・鈴木尉元 ・三梨

:f~ ・ 伊東修二 ・ 鈴木幹夫 ・ 小林一典 1977 

関東平野における下末吉取積面のブロック

変形地質学会第例年前演要旨 ：291.

小玉喜三郎 ・三梨昂 ・鈴木尉元 ・園田紘史 1976 

コンビューターで断層や摺曲をつくる有

限要素法による地質構造モテソレ実験の 2,

3例．士山質ニュース，（265): 12 19. 

小玉喜三郊 ・岡 重文 ・桂島 j克・鈴木尉元 ・三梨

昂 ・伊藤修二 ・鈴木幹男 ・小林一典 1977 

関東平野中央部における第四紀後期の地殻

変動（演旨〉 地調月報， 28(10〕：71-72.

倉沢一 1976 第1211紀火山からみたフォッサ ・マグ

ナ．士山質学会第83年講演要旨：910. 

倉沢 一 1976 第四紀火山からみたフォッサ ・マグ

ナ．海洋科学， 8(8): 14-19. 

桑原正明 1977 MS  箱根火山岩類と南関東降下火

1作物中の石質岩片との関連における岩石学

的研究．日大文理学部応用地学科卒論

MAcHID－~， H. 1976 Stratigraphy and chronology 

of late Quarternary marker tephras in 

Japan. Georgr. ReJう. Tokyo MefroPol. 

Univ., (11): 109-132. 

町田 洋 1977 テフロクロノロジー．日本の第四紀

研究 ：5968.東京大出版会

II汀田 洋 1977 火山灰は諮る. 324戸．蒼4封書房．

町田 洋 ・新井房夫 1976 姶良 Tn火山灰にまつわ

る諸問題． 第四紀学会講演要旨集， (5) : 

27. 

11汀岡 戸（； ・新井房夫 1976 広域に分布する火山灰ー

姶良Tn火 山灰の発見とその意義．科

学，46(6) : 339-347. 

町田 洋 ・新井房夫 1977 日本の広域テフラについ

て 地土虫学会予稿集， （12): 72 73. 

llff田 洋 ・袴田和夫 1977 テフロクロノロジーから

みた箱根火山の発達史（演旨〉．火山， 22

〔2〕：92.

｜町田 洋 ・松島義主主 1976 下末吉海進初期の古環境

に関する若干の資料．第四紀研究，15〔3)

: 136-140. 

Ill了間 洋 ・松島義章 1977 富士山東麓の地形 ・地質

と神縄断層（巡検案内〕 地理学会予稿集，

(12) : 294-298. 

正問栄治 1977 多摩区怖生付近の地質と貝化石につ

いて．川崎市文化財調査集録，（13): 17 

32. 

松田｜専寺 ・羽田野誠一 ・星主主由尚 1977 関東平野と

その周辺の活断層と主要な構造性線状地形

について．地学雑，86(2〕：92-102.

松田｜時彦 1977 プレー ト・テク トニクスからみた新

第三紀 ・第四紀の変動地図研専報，（20〕

213-225. 

松田I時彦 1977 伊豆半島天城山周辺地域の活断層調

査．震研来報， 52(34) : 223-224. 

松田Hも彦 ・太田陽子 ・岡田篤正 ・清水文健 ・東郷正美

1977 空中写真によ る活動層の認定と実

例．震研袋報， 52(3-4): 461-496. 

松島義Ii'' 1976 三浦半島の南下浦断層の新露頭．地

質雑，82(3): 211-214. 

松島義卒 1976 犬磯正｜凌の沖積層について 地質学

会第83年講演要旨 ：94.

松島義章 1976 三浦半島南部の沖積層．神奈川県博

liJf報（自然科学）' (9) : 87-162. 

松島義章 1977 三浦半島とその周辺域における縄文

海進期以後の地殻変動地質学会第84年講

演要旨： 290.

松島義挙 1977 三浦半島の野比層から産出した貝殻

のt4C年代．神奈川県博研報（自然科学），

(10〕：31-36.

松浦正郎 ・大場達之 1976 仙石原混原において発掘
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された植物遺体について．箱根町文化財研 岡 重文・桂島 茂・宇野沢昭 1977相模川中・下流域

究紀要，（7〕： 914. の士山形区分と段丘変形ーボーリング資料に

南関東新生代〔第四紀〉研究グノレープ 1976 『南関 もとづいて一．関東の四紀，（4〕：33-43.

東第四紀に関する文献目録集（その 1）一 間 童文 ・島津光夫 ・字野沢昭 ・桂島茂 ・垣見俊弘

「南関東全域」・「上総」・「下総」・「武蔵野」 1977 5万分のl地質図幅 「藤沢」および

・「多摩 ・横浜J編 』．関東の四紀，（3〕： 同説明書 地質調査所

56 73. 奥村 清 ・見上敬三 1976 相模川低地の沖積層に合

南関東新生代（第四紀〕研究グノレープ 1977 『南関 まれる埋没腐植土等14Cの年代．第四紀研

東第四紀に関する文献目録集（その2) 究，15(3): 133-135. 

「東京湾」・「三浦半島」 ・「相模野 ・相模湾」 奥村 清・見上敬三 1976 相模川下流域に発達する

・「大磯丘陵」・「箱根 ・足柄」編 』．関東 沖積層のl{t積年代に関する若干の考察神

の四紀，（4〕： 63-71. 奈川地学，神田茂先生追悼記念号 ：5357. 

三梨 昂 ・ほ治＇22名 1976 特殊地質図20，東京湾と 奥村清・吉田晴彦 ・）J日藤邦宣 1977 三浦半島宮田

その周辺地域の地質， 10万分の 1. 地質調 台地の第四系．地学雑，86(5〕： 305318. 

査所． 大木靖｛荷 ・袴旧和夫 1976 箱根仙石原湿原の神代杉

満岡 孝・米沢宏 ・横浜サブ団研クツレープ 1977 調査．箱働TIJ文化財研究紀要，（7): 1-8. 

横浜付近の第四系〔その1〕 田谷JIJ付近 大村 監 ・寿円背吾 ・沢田裕之 ・寺田稔 ・白井大吉

の長沼層， 界風ケ浦層ー．関東の四紀，〔4〕 1977 三浦半島（巡検案内〕．地理学会予

: 44-52. 稿集，（12): 299-317. 

茂木清夫 1977 伊豆 ・東海地域の最近の士山殻活動の 太田陽子 ・成瀬 洋 1977 日本の海成段丘環太平

一解釈震研集報，52(34) : 315 331. 洋地域の海面変化地殻変動の中での位置づ

森慎一・長崎 正 ・上杉陽・春川光男・磯 望 け 科学， 47〔5): 281-292. 
おぞね

1977 大磯E陵東南部の第四系．神奈川士山 小曽恨利一 1977 MS  相模川下流域の地形回駒沢

学， 6〔4〕：3850. 大文学部地理学教室修論．

森慎一・長崎正 ・上杉陽 ・春川光男 ・磯 望 関口辰夫 1976MS  丹沢山地東縁部の宮ケ瀬 ・煤

1977 いわゆる二宮層の細分について一大 ヶ谷付近の断層士山形について．明治大文学

磯町を中心lこー 第四紀学会講演要旨集， 部地理学教室卒論．

〔6): 7. 瀬戸賢二 1976 箱根仙石原見本圏内における花粉分

成瀬洋 1976 更新世の海面変動日本の第四紀研 析箱根町文化財研究紀要，（7〕： 1521. 

究 ：99107.東京大出版会． 嶋悦三 ・初［I沢馬住 ・工藤一喜 ・吉井敏魁 ・一ノ瀬洋

長崎正・星野良久子 1976 大磯丘陵東部の吉沢面 一郎・瀬尾和大 ・｜上｜崎謙介 ・大保直人 ・山

について．法政大学地理学集報，（5): 70ー 本書俊 ・小口雄康 ・長能正武 1976 東京

75. の基盤構造，第1回，第2回夢の島爆破実

長崎正・上杉陽 ・春川光男 ・磯 望 ・森慎一 験による地下深部探査震研業報， 51〔l〕

1977 いわゆる二宮層の区分と対比につい : 1-11. 

て．地質学会第84年講演要旨 ：292. 嶋 悦三 ・柳沢馬住 ・工藤一喜 ・瀬尾和大 ・山崎謙介

西山正徳 1977 MS  大磯丘陵北東部の第四紀地質． 1976 東京の基盤構造その2，第3回夢の

日大文理学部応用地学科卒論． 島吉川町爆破実験による地下深部探査．震

小月号滋郎 ・荻野喜作 1977 仙石原湿原環境調査報告 研終報，51(2〕： 45-61.

書，地質調査の郎．神奈川温地研報告， 8 篠田育造 1977 MS  横浜市南部の地質 横浜田大

〔3〕：95 104. 教育学部地学教室卒論．

小川勇二郎 1976 基盤の変位によって生じたノレーズ 鈴木尉元 ・小玉喜三郎・丸田美幸 1976 三浦半島の

な被覆層中の派生断層の実例．地質雑， 82 水準点変動と地質織造との関連性．地調月

〔1): 73-75. 報，27〔1): 37-49. 
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多田尭 1976 関東平野の地下構造について地震

2' 29〔1) 47 53. 

多田 尭 1976 1974年伊豆半島沖地震の測地学的断

層モデノレ 地震 2,29(2) : 117 126. 

多国 尭 1977 熱海ー沼津構造線の提唱．地震 2,

30(3) : 374-377. 

高木信行 1977 多摩川に沿う河成段丘の形成機』~Ii .

地理学会予稿集， （12〕：48-49. 

高木信行 1977 富士山東麓の地形 ・地質と神純断層

(1977年度日本地理学会巡検記事〉 地理評

50(7〕：446447. 

高橋 ｜専・垣見俊弘 1977 伊豆半島東部の異常地殻

活動．地質ニュース，（270): I 15. 

高梨雅史 1977 MS  三浦半島下山川 及び平作川流

域の地形．駒沢大文学部地理学教室卒論

徳田光治 1976 上野原盆地の段丘について．第四紀

学会講演要旨集，（5): JO. 

東京都防災会議 1976 東京直下地震に関する調査制

究（その4〕ー活断層および地震活動状況

に関する考察 • 329ρ．東京都

上杉 l場 1976 大磯E段のテフラ．関東の四紀，

〔3〕：2838. 

上杉陽 ・遠藤邦彦 ・岡重文 ・菊地隆男 ・羽鳥謙三

・府川宗雄 1977 関東地方の第四紀構造

余地の形成過程に関する一考察．地質学論

集，(14): 133 149. 

梅本 誠 1974MS  鶴見川低地のj中積層．駒沢大

文学部地理学教室卒論．

海津正倫 1977 メッシュマッ プを用いた多摩川下流

域の古地理の復元地理評，50〔10〕：596-

606. 

字野沢昭 1976 多摩丘陵西方に分布する更新世中期

の河成磯層．第四紀学会講演要旨集，〔5)

: 9. 

焼浦武久 1976 箱根火山北東麓の地質．関東の凹紀

吉田晴彦 ・加藤邦宣 1976三浦半島中南部の第四系．

神奈川県教育センター長期研修員研究集録

(11) : 31-40. 

B.新第三紀

阿部信行 1977 MS  三浦半島南部の層序と構造地

質．日大文2虫学部応用地学科卒論．

厚木市教育研究所 1977 厚木の地形地質． （第四紀

参！被〉

HILDi', T.羽r.C., Uvr;oA, S. and KRo三"IK[',L. 1977 

Evolution of the W巴stern Paci-fie and 

its margin. （第四紀参照）

藤田至則 1976 関東地方における島弧変動．地質学

会第83年前演要旨 ：153.

旋回至則 1976 フォッサ ・マグナにおける地殻変動

の特性．海洋科学，8(8): 42-44. 

藤田至則 1976 対話「続 ・フォッサ ・マグナ」．海洋

科学，8(9): 7-19. 

グリーンタフ造山末期団研迎合 1977 グリーンタフ

造111末期の構造運動 特にフォ ッサ ・マグ

ナ地j戒を中心として． 地図~）fl専報，〔20) : 

193 211. 

日笠 明 1977 MS  三浦半島南西部の地質と 重力

異常．日大文国学部応用地学科卒論．

本間岳史 1976 丹沢山地北縁の地質構造．地質学論

集，（13〕：279297. 

H'.lNZA, E., KAGAMI, H. and NAsu, N. 1977 Neo-

gene geological history of the Tohoku 

Island are system. four. Oceaηograρh. 

Soc. 33(6) : 297 310. 

堀内一利 ・上野正治 ・小川勇二郎 1977 三浦半島佐

烏 ・荒，lii'J付近の地質構造について．地質学

会第84年講演要旨：108. 

池辺展＇：！三 1976 日本の新第三紀地史からみたフィリ

ピン海の地史．海洋科学，8(3〕：24-29.

〔3): 47 50. 今井功 1976 糸魚川 静岡線についての一考察

綿貫知彦 ・堺好雄・福島｜専久 ・宮田保 1976 仙 地質学会第83年諮演要旨：132.

石原 （箱根〕湿原のケイ藻殻分析箱根町 今永男 1976 箱根火山北麓地蔵堂の地質．神奈川

文化財研究紀要，〔7〕：22 31. 県NJ.研報 （自然科学〕，（9〕： 77-85.

横浜高校地学部 ・相沢昭三 1977 横浜高校周辺地域 今7k 91 1977 足柄山地矢倉岳北方畑沢の地質．神

の地層観察と化石採集．横浜高校研修ノー 奈川県｜引所報（自然科学〕，〔10): 37-42. 

ト，〔1): 1 14. 今永 if.I 1977 )L柄層群について（1〕 神縄逆断層

横沢元子 1977M S 三浦半島南部における沖積平 一．神奈川地学，6(5〕：5356. 

野 駒沢大文学部地理学教室卒論． 乾 ｜場子 1977 MS  相模湖周辺の地質．横浜国大
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教育学部地学教室卒論．

石原列三 1976 花閥岩形成史におけるフォアサ ・マ

クeナの意味．地質学会第83年講演要旨 ：15

16. 

岩首相義郎 1976 海洋からみたフォッサ ・マグナ 地

質学会第83年講演要旨： 1112目

梶佳子 1977MS  三浦 ・房総半島における火砕

岩の岩石学的研究．横浜国大教育学部地学

教室卒論．

垣見俊弘 1976 三浦半島中部の小断層系，と くに大

断層との関係について 新潟大理学部地鉱

liJF報，（4〕： 423-429.

蟹江康）＇t1976 三浦半島のおいたちー （第四紀参照〕

関東新生代構造研究グノレープ 1977 関東地方の新生

代末期における構造運動の特徴．（第四紀

参照〉

紺野義夫 1976 "Japan”から 10年一新第三紀 ・第四

紀の構造発達史の進歩．（第四紀参照）

河合正虎 1977 関東山地南部の藤野木愛川および

鶴川両構造線について目地質学会第84年講

演要旨 ：232.

木村勝弘 1976 南部フォッサ ・マグナの解釈．地質

学会第83年講演要旨 ：133.

木村政問 1976 南関東周辺の地質構造．海洋学講座

5，海洋地質 ：155-181.岩波書店ー

木村・政昭 ・湯浅真人 ・玉井義郎 ・蟹江康光 1976 三

浦半島で発見された漸新～中新世初期の枕

状溶岩．地調月報， 27(7): 451 461，ρls. 

8-10. 

北村 信 1976 北部 ・南部フォッサ ・マグナおよび

伊豆半島の備造上の特異性 海洋科学， 8

(9〕： 3034. 

小玉喜三郎 1976 関東地方の新生代末期の構造運

動 （第四紀参照〉

小玉喜三郎 ・三梨売 ・鈴木尉元 ・園田紘史 1976

コン ピューターで断層や摺曲をつく る〔第

四紀参照〉

小坂共栄 ・グリ ーンタフ造山末期団研連合 1976 ク

リーンタフ造山末期の構造運動地図研第

30回総会シンポシウム 「日本列島構造発達

史」資料集 ：157一181.

久津間文隆 1977 MS  いわゆる足柄層群について

東教大理学部地鉱教室卒論．

Ill］田 洋 ・松島義章 1977 富士山東麓の地形 ・地質
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と神縄断層．（第四紀参照〉

松田l時彦 1976 本州弧におけるフォッサ ・マグナ地

域の特異性．海洋平｜学，8(9): 24. 

松田時彦 1977 プレー トテク 卜ニクスからみた新第

三紀 ・第四紀の変動．（第四紀参照〉

見上敬三 1976 三保ダム付近の地質について．かな

がわの自然，（29〕： 78. 神奈川県自然保

護協会

三梨昂 1977 層厚変化によるl仕積層の区分単元と

その基盤運動藤岡一男教授退官記念論文

集 ：249260. 

三梨 昂 1977 層厚変化による取積層の形態と基盤

運動ー南関東を例として一地質学会第84

年講演要旨： 128. 

三梨昂 ・ほか22名 1976 特殊地質図20，東京湾と

その周辺地域の地質 〔第四紀参照〉

大森昌衛 1976 フォッサ・マグナの定義と地質学的

特性について海洋科学，8(9〕；41-46.

佐藤正 1976 中津川右横すべり断層 （新称〉．地

質雑，82(10): 617-623. 

島津光夫 ・ヒ村康夫 ・関根一昭 ・山田 守 1976 御

坂山地，古関ー高萩地域の地質および変成

作用．士山質学論集，（13〕： 313-327.

SUGIYAMA, A. 1976 On the origin of the crystal 

line schists in the Tanzawa Mountains’ 

central Japan geological studies on time 

and conditions of bedding schistosity. 

Dr. Thesis of Tokyo Univ. Education. 

杉山 明 1976 丹沢山地の地質構造発達史CI）一層

序および構造．地質雑＇ 82(11) : 699 712. 

杉山 明 ・丹沢団体研究グノレープ 1976 丹沢地域に

おけるグリーンタ フ造山運動一変成作用と

火成作用を中心とした構造発達史の復元．

地図Jiff第30回総会シンポジウム 「日本列島

構造発達史」資料集 ：145156. 

杉山 明 ・丹沢団体研究クソレープ 1977 丹沢山地に

おけるグリーンタフ 造山運動の地域的な

ちがいについて 地質学会第84年講演要旨

: 231. 

杉山隆二 1976 フォッサ ・マグナについて．海洋科

学，8(9〕： 14-20.

鈴木達郎 1977 雨部フォッサ ・マグナ地域の花樹岩

質岩に関する 凸ssiontrack年代地質学

会第84年講演要旨 ：233.



武井日見朔 1976 東西両日本の境界地域に関する研究

史 士山質学論集，〔13): 3 14. 

竹越 智・丹沢団体研究クツレープ 1976 丹沢山地南

西部地域の層序と構造．士山質学会第83年講

演要旨 ：126.

丹沢団体研究クソレープ 1976 丹沢山地のグリ ーンタ

フに関する研究（その3），南西部地域の

層序と構造地質学論集，（13〕：299311. 

丹沢団体研究クーループ 1977 丹沢山地のグリーンタ

フに関する研究〔その 4），丹沢山地にお

けるグリーンタフ造山運動の一般性と特殊

性地図研専報，（20〕： 177-191. 

氏家 宏 1976 南部フォッサ ・マグナにおける浮遊

性有孔虫層序とその地質学的意義海洋科

学，8〔9): 25 30. 

和田信彦 1976 雨部フォッサ ・－＜ 7..ナ地域における

グリーンタフの下限について 地質学会第

83年講演要旨： 185.

山田誠一・ 丹沢団体研究グノレープ 1977 丹沢山地南

部皆瀬川地域のj脅序と構造．地質学会第84

年講演要旨 ：109. 

山下昇 1976 対話 「フォッサ ・マグナ」．海洋科

学，8〔8): 7イ3

横浜高校地学部 ・相沢昭三 1977 横浜高校周辺地域

の地層観察と化石採集．（第四紀参照〉

吉田鎮男 ・木村敏雄 1976 関東山士山南部，鶴川断層の

破壊様式．地質学会第83年諮演要旨：145. 

付近表層堆積図，20万分の1 地質調査所．

有田正史 ・内田達夫 1976 相撲滅tの底質について．

地質学会第83年講演要旨；355.

池辺展生 1976 日本の新第三紀士山史からみたフ ィリ

ピン海の地史．（新第三紀参照〕

井上英二・本座栄一 ・中条純輸 ・小野寺公児 1976 

地質調査所の日本周辺海域の海洋地質調査

活動，昭和50年度前半の白嶺丸の調査航

海．地質ニュース，（258〕：14-28.

lNom-, E. edited 1976 Izu Ogasawara〔Bonin〕arc

and tr巴nchinvestigation. Cruise ReJうart,

(5) : 68ρ. Geo!. Surv. Jap:m. 

岩淵義郎・桂 忠彦 ・永野真男 ・桜井 操 1976 フ

オツサ・ マクナ地域の海底地質．海洋科学

8(8) : 45 52. 

海上保安庁水路部 1977 東伊豆沖 〔相模湾南西部〕

の海底地形 ・地質構造についてー速報一．

地震予知連絡会会報，〔18): 64 67. 

木村政昭 1976 海底地質図3，相撲灘及び付近海底

地質図，20万分のL 地質調査所

木村政昭 1976 南関東周辺の地質構造目（新第三紀

参照〉

黒田登美雄 ・有田正史 1976 相模灘の底質とその花

粉分析結果．地質学会第83年講演要旨：329.

三梨 売・ほか22名 1976 特殊地質図20，東京湾と

その周辺地域の地質，10万分の 1. （第四

紀参照〉

OTSUKA, K. 1976 Regional distribution of clay 

C. 先新第三紀 minerals in the sediments of Sagami 

厚木市教育研究所 1977 厚木の地形 ・地質． （第四 Bay, Japan. Rep. Fae. Shizuoka Univ., 

紀参照〉 (11) : 179 190. 

HILDE, T. W. C., UYEDA, S. and K110ENKE, L. 1977 大塚謙一 1977 相模湾底±fl~積物の粘土鉱物組成分布

Evolution of the western Paci五cand 地質学会第84年談演要旨.56. 

its margin.〔第四紀参照〉

西宮克彦 ・石田 高 1976 関東山地雨～西部の四万 E 古生物

十帯一秩父帯とフォッサ ・マグナの境界に HANA!, T., IKEYA, N., ISHIZAKJ, K., SEKJGUCHJ, Y. 

おける構造の諸相田地質学論集，（13): 33 and Y AJIMA, M. 1977 Ch巴cklistof 

42. Ostracoda from Japan :rnd its adjacent 

小川勇二郎・ 光 勉 ・堀内一利 1976 小仏層群の seas. Univ. Mus. Univ. Tokyo Bull., (12〕

地質構造（2）大桃造と層序 地質学会第83 : 1 119，戸＇ls.1-4. 

年講演要旨 ：129.

長谷川善和 ・蟹一江康光 1976 横須賀市内産のニホン

D 海洋地質 ムカシジカ角化石．横須賀市｜等研報 （自然

有国正史 ・木下泰正 1976 海洋地質図4，相模灘及 科学）， (23): 71-74, Pls. 6. 
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加藤泉 1977 本州南方沖より得られたコア試料を

に含まれる浮遊性有孔虫について．地質学

会第84年講演要旨 ：357.

黒田登美刻1・有田正史 1976 相模湖の底質とその花

粉分析結果 （海洋地質参照〉

町田 i洋・松島義章 1976 下末吉海進初期の古環境

に関する若干の資料 （第四紀参照〉

増田富士雄 1976 二枚貝 G!ycymerisの殻のストロ

ンチウム（Sr）含量について 地質雑， 82

(9〕.565 572. 

松浦正郎 ・大場達之 1976 仙石原湿原において発掘

された植物遺体について （第四紀参照〉

奥村清 1976 相模湾における貝類遺体のi川賞．神

奈川地学，神田茂先生追悼記念、号，48-52.

大森昌衛 ・福田芳生 1976 7 ガキの殻体に穿孔して

L、るモモガイの古生態について 千栄市谷

当町の上岩橋層上部に発達しているカキ礁

の研究〔第1報〉．地球科学， 30(1〕：9-14.

大沢進 1976 多摩丘陵北部から産出する下末吉期

の植物化石について関東の四紀，（3): 

39-40. 

大沢進 1977 多摩丘陵北部から産出する下末吉期
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神奈川自然誌資料 3: 53～57 Mar. 1982 

横須賀米軍司令部地域の地質

江藤哲人

Notes on the Geology in the Ar巴aof the U. S. Marine Yokosuka Headquarters 

Tetsuto ETO 

1 はじめに いている元横浜国大教授の高橋正五先生，同学地学教

アメリカ海軍横須賀司令部地域の地質を概査する機 室の見上敬三教授，長谷川菩和教授，小池敏夫助教授

会を数年前に得た。同地域の地質報告については，広 に感謝する。 〈なお掲載については， 米軍司令部の許

域地質図〔三梨ほか，1976）が公表されているだけで 可を得ました。〉

あり ，地質の詳細は不明であった。 2 露頭の記載

同地域内の地質調査を行なったのは1日だけではあ 調査地域における観察地点を区11Aに示した。以下

るが，層序をほぼ把握することができたほか 3 興味深 に各地点の地質を層位的に上から下へ，即ち，地点

い断層現象が観察された。調査のための自由な入域が 3 , 2 , 5 , 4 , 6 , 1 , 7 , 8 , 9 , 10の順で記載

できない状況を考え，観察した露頭の資料を記載い する。

不充分ながら庖序を報告しておく。 地点3〔図 3） ：図中， aの部分は泥まじりの黄

この小論をまとめるにあたり ，折りにふれ御指導頂 褐色凝灰質粗粒砂岩からなり，同岩質の偽際を少量合

A B 

図1 横須賀米軍司令部地域の調査地点図〔A〕および地質図（B)

区d(1) 
Eヨ（2) 
Eヨ（3) 

司記ミ

(1）：浦郷凝灰質砂際岩層 (2）：池子火砕岩層 (3）：逗子シノレ卜岩層 〔地形図は国土地理院発行の 2万5

千分の l「横須賀」を使用したものである〉
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横須賀米軍司令部地域の地質柱状図

a：凝灰質粗粒砂岩，火山磯凝灰岩

b：凝灰質砂質シノレ ト岩と火砕岩薄層の互層

c：シノレ ト岩と砂岩薄層の互層

(I）：浦郷凝灰質砂礁岩層

(2）： 池子火砕岩層〔凝灰質シノレト岩火砕岩互層〕

(3）： 逗子シノレト岩庖

む。 bの部分はスコリ ア質の火山際凝灰岩からなり，

陥褐色を呈する。bはaを不規則な境界を示して覆う。

どちらも無層理である。cは凝灰質粗粒砂岩からなり

やや成層状態を示し， 南北の走向， 東25°の傾斜とな

っている。 bとcは断層で境している。その断層面は

ゆ着し， 断層面の断面は一部曲がった形態を示してい

る。直線状の部分の断層面は，N60° W, 65° Sの走

s 

図3 地点 3の露頭スケッチ
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向 ・ 傾斜を示す。 崖の上部には崖~ltがところどころ覆

っている。

地点 2c図4,5）： 全体に黄褐色の凝灰質粗粒砂岩
および火山際凝灰岩の互層から構成されている。図お

よび写真に示されているように，断面形態が上に開い

たミ朝顔型ミの断層援舌L千H'が存在する。挺乱帯は上部

に成層の名残りがみられるが，全体的に無層理であ

る。援乱帯の左右は数10cmの規模てつ習lfilが発達してい

る。左側は東北東ないし東西性の走向で北側へ70°前

後の急傾斜となっている。

この援乱帯を境する2本の断層は，どちらも不規則

にl曲った断面形態を示し，ゆ着型の断層面である。両

者の断層は，北西および西北西に走向し，落ちのセン

スが互いに逆のことから，共役断層と認められる。 こ

の疫吉L千ifは，地点5c図5の右側に示されたDの部
分〕に連続し，そこでは，断層面は北東の走向となっ

ているので， この援乱帯は地理的にも湾曲して分布す

ると考えられる。

地点 5（図 6）：数本の断層によって，いくつかにプ

ロック化されているが，大まかにみて，地点2と同様

の火砕岩互層と，砂質シノレ ト岩勝ちの火砕岩との互層

から構成されている。後者の岩相を持つ地層中にはス

コリア質の火山礁凝灰岩ないし粗粒砂岩層が，互層部

に斜交して爽在する部分がみられる。その火砕岩と互

層部との境は，完全に固着している。

前述の如く，地点2から連続する援乱帯は，ここで

は平行する2本の断層によって境され，その幅は約8

mである。j変乱帯の中も割合，明瞭な層1里面がみられ

る。断層面の走向 ・傾斜は，N50° E, 80° S Eを示

す。

図中，最も左 〔北西） {fWに示した断層の右（南東〕

側には， コブシ大の断層角1擦が存在する。

地点 4c図7）：黄褐色の凝灰質粗粒砂岩，火山磯凝
灰岩のほか，貨灰色の砂質シノレ ト岩と凝灰質粗粒砂

N 



図4霊地点2の露頭スケッチ

図5 地点2の断層j変乱帯の露頭写真

を示す。

地点 1（図8〕：黄灰色の凝灰質砂質シノレト岩の薄層

〔単層の厚さ10～30:m）と火山際凝灰岩ないし凝灰質

粗粒砂岩の薄層（ 5～10cm〕との互層が主体をなす。

そのほか，厚さ 2m前後の砂質シノレト岩や40～70C皿の

厚さの火山際凝灰岩も数層爽在する。層Ill面の一般走

向・ 傾斜は，N60°W,30°N Eである。

地点7・8・9：黄灰色ないし灰色の凝灰質砂質シノレ

卜岩を優勢とし，やや未固結な黄褐色の凝灰質粗粒砂

岩および中粒砂岩，軽石質粗粒凝灰岩の薄層との互層

から構成される。砂質シル卜岩の厚さは20～lOOc皿，

火砕岩類は10cm前後のものが多い。走向はN50°～62°

W，傾斜は 30°N E を示し，一様な単斜構造となって

L、る。

地点10：黄灰色ないし灰色の均質なシル ト岩を主と

し，やや未固結な黄褐色の細粒砂岩，凝灰質粗粒砂岩

の薄層との互層から構成される。

3 層序

上記の露頭の岩相に基づいて，当地域の層序を既に

層序が確立されている逗子 ・横須賀地域のそれと対比

すると次のようになる。

岩の互層からなる。五層をつくる単層の厚さは，それ 地点10は逗子シノレト岩層とみなされる。この露頭か

ぞれ2ocm前後て志ある。火Ti半岩中には， N50E,70°NW  ら層位的に数m上部に，地点9の大きな切割が露出し

の走向 ・傾斜を示す小断層が走る。 ている。地点9の岩相は，次に述べる池子火砕岩層と

地点6：黄褐色の凝灰質粗粒砂岩および凝灰質細粒 認定される。地点9・10の雨露頭の聞は，植生に被覆

砂岩から成り ，N50°～60°W, 30°N Eの走向 ・傾斜 されているため直接観察されないが，逗子シル卜岩層
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図6

.56 

地点 5の露頭スケッチ

(a：火山際凝灰岩， b：凝灰質粗粒砂岩，

D：断層度乱帯〉

c：砂質シノレ ト岩，d：スコリア，e：断層角傑，

[m土市万円1万三可7・－ w 1m ~て~てて－－：－：・ー・．・．・．．．・ ・．＼・./.' ・.・

グviZ？：：γマ：；：...: : ・. ・. ・.・.・，・・.；.;'O" :: .＇·~. －－＞·~ ＿·／.＂ .. ::-.-.・ 

；：；！？対~.＜：：：:: ... • •• _・:::: :_・・./ ＇：ガイ三三：：
図7

図8

地点4の露頭スケッチ

（凡例は図6と同じ〕

地点 1の露頭スケッチ

〔a：火山際凝灰岩，b：砂質シノレ卜岩勝ちの火山礁まじり凝灰質粗位砂岩との互層，
c：砂質シノレト岩〕



表1 地点2の共役断層の主応力取hの方位と伏角 やや流動性を帯びた状態下で生じたと考えられる。衣

（ウノレフ綱の上半球での方位を示し，偏角未修正。 笠ほか〔1969〕による断層面の性質に基づいて分類す

σl，σ2，σ3は最大，中間， 最小の圧縮主応力引Ir) れば， これらの断層はゆ着型に近い中間型といえる。

〔a〕

ft N52°W, 80°NE 

ん N70°W, 70°SW  

σ1 S 69° E (60°) 

σ2 N58°W (30°〕

a3 S29°W 〔50) 

2e I 30° 

〔b)

N55°W, 50°NE  

N75°W, 81°N 

S24。E (52°〕

N74°W (27°) 

N29° E (25°) 

30° 

上記断層群はすべて同時期；こ形成されたものか，今

のところ，調査資料が不充分なので結論づけることは

できない。

地点2の援乱帯を境する共役断層（N52。w,80°N 
E; N7刀。W,70° SW）の圧縮主応力軸を復元すると

表1のようになる。表1の中ててa）は，共役断層面

の測定値（fi，ん〉からそのまま求めた応力軌を示

し，（b）は，地層の一般走向 ・傾斜をN60°W,30°N 

Eとして，地層を水平にも どして復元した共役断層

と池子火砕岩層のiilli移境界部とみなして差しっかえな 面〔汀， ん’〉から求めた応力軸である。その結果は，

い。地点10以南には，逗子シノレ卜岩層の岩相を示す！± 北北東一南南西の方向に働いた引張力によって，上

がところところで望遠される。 記の断層および擾乱帯が形成されたことを示してい

地点 1'7' 8' 9は， 凝灰質（砂粒大のスコリア質〕 る。

シノレト岩と火砕岩薄層の互層で特徴づけられ，池子火 しかしながら， 地点2の援乱帯は，既に記したよう

砕岩層の凝灰質シノレト岩火砕岩互層（江藤， 1975）に に，地点5へ湾曲して連続し，そこでは北東走向のほ

般定される。その層厚は約400mに逮する（図2〕。 ほ平行する 2本の断層で境されている。つまり ，地点

地点 3,2, 5, 4, Gは浦郷凝灰質砂採岩！習とみなさ 5では北西ー南東の引張力が働いたと考えられる。

れる。その層厚は，上限不明のため1；在定されないが， 以上のことから，地点2および 5でみられる断層俊

lOOm以上てやある（図2）。 乱帯は， 何らかの地域均な上昇運動が働いて形成され

i浦知Jl凝灰質砂際岩層と池子火砕岩尾jの関係は，鎌倉 たとみなされる。その際，地層が完全に固結していな

・逗子 ・横須賀地域で，平行不獲合の関係であること い状態であったため，援乱骨子は湾曲した分布形態とな

が判明している（江藤， 1975；見上 ・江藤，1980,81）。 ったと考えられる。

｜浪られた調査のため，本地域で両庖の関係はll{ii認され 上記断層援乱帯の形成時期ii，やや大胆に推論すれ

ていなL、。また，i甫郷凝灰質砂磯岩層とした本地域の ば，浦郷凝灰質砂礁岩層のi且積後まもなくとみなされ

火砕岩は，模式地など他地域のものに比べて，団結状 る。三浦半島北部の他地域の同居中には，このような

態が蟹固である違いがある。それゆえ，本地域の浦郷 断層は見い出されておらず，同半島1)地質構造発達史

凝灰質砂際岩層に関しては，堆積さ学上興味深い問題が を考える上で興味深い。

含まれている。 今後，当地域のより詳細な調査・ 研究がてーきること

を期したい。

4 断層運動

図lAに示されているように，本地域の地質術造 文 献

は，全般的に西北西東南東の走向で北東に 30°前後 江藤哲人 1975 三浦半島鷹取山周辺の層序ならびに

の傾斜の単斜構造となっている。ただし，前述の如く， 地質構造．横浜国大理科紀要第2類， 16,81-92. 

浦郷凝灰質砂際岩層の分布域には，中 ・小規模の断層 三梨角ほか22名編 1976 特殊地質図20，東京湾とそ

が何本か走っており，地点5のようなプロック化した の周辺地域の地質．地質調査所

ところもある。以下，それらの断層について論じる。 見上敬三 ・江藤哲人 1980～’81 逗子市城の地質（付

地点2および5の項で記載したように，火砕岩質j冨 l万分のl地質図〉．逗子市文化財調査報告欝． 逗

にみられる断層のいくつかは，断面形態や断庖面（ま 子市教育委員会．

たは殉断帯〉の性状などから，地層が固結する前の， （横浜国立大学教育学部地学教室〉
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相模湾のウミヘビ類，とくにセグロウミヘビについて

中村一恵

On the Sea Snakes of Sagami Bay, with Sp巴cialReference to th巴

Yellow bellied Sea Snake Pe!amisρlaturus (L.) 

Kazue NAKAMURA 

熱帯系の海へビ類が黒潮の影響で本州の太平洋岸ま 2. "7ダラウミヘピH》droPhisりanocinctusDAUDIN 

で北上してくることはよく知られているが， 定着して 1961/1962年8月13日，西山喜徳郎氏採集。 中郡二

L、る陸棲へビ類と異なり，その出現は偶然的要素が強 宮町士山先五ツ浦定置網。全長l,830mm. 〔1,715十115）。

く，これまで相模湾から正式に報告された例は少な 平塚市博物館標本HCM-51-577（図2）。

い。また， 伊豆諸島でも年間を通じての捕獲例はごく

わずかである（倉田洋二氏私信による〉。 日本海との出現季節の比較

相模湾からは， セグロウミヘビ Pelamisρlaturus 北緯30度以北の日本沿岸のうち，セグロウミヘビの

（柴田 1968，中村・川瀬 1976）とクロガシラウミ 捕獲例が最も多く残されているのは山陰地方であろ

へどめdrophismelanocψhalus〔中村 ・Jil瀬 1976) う。出雲や石見地方にはウミヘビを 「竜蛇さんJとし

の2種が記録されているが，今回新たにセグロウミへ て敬う信仰（上回 1979）があり，海岸に漂着したウ

ビ2例とマダラウミヘピ Hydrophiscyanocinctus l例 ミヘビが通りがかりの人に拾われ，も よりの神社に奉

を報告する。後者は相模湾新記録と思われる。 納されるからである。そのほとんどがセグロウミヘビ

日本近海におけるセグロウミヘビの温度適応に関係 である。上回（1965）によると， 1930年から1960年まで

した分散と 移動については別の機会に譲ることにし の問に，出雲大社に27尾，佐太神社に19尾計46尾のセ

て，ここでは日本海との比較で相模湾におけるセグロ グロウミへどが奉納されている。その漂着時期をみる

ウミヘどの出現季節と捕獲状況について述べる。 と， 9月3例〔6.7予約，10月7例（15.6%〕，11月22

貴重な資料の調査機会を与えて下さった平塚市博物 例（48.9%), 12月13例〔28.99的， 不明1で， 11～12

館学芸員浜口哲一氏，横須賀市博物館学芸員林公義 月に多く， 全体の77.8%を占めている。

氏，セグロウミヘピの情報をお寄せ下さった江ノ島水 新潟・佐渡沿岸にもセグロウミへどが漂着するが，

族館館長広崎芳次博士，小笠原水産センタ一副参事研 本間 ・北見〔1976〕により報告された13{§1］の出現時期

究員倉田洋二氏並びに文献収集でご協力下さった大阪 は， 10月1例（7.7'16〕，11月7例（53.8%), 12月3

自然史博物館学芸員柴田保彦氏に深く感謝します。 例（23.1%〕， 1月1例〔7.7%〕， 2月l例〔7.7予防

で，やはり 11～12月に集中し，全体の76.9%を占めて

ウミヘビ類の記録 いる。

1. セグロウミヘビ Pelamisρlaturus〔L.) 石井 〔1978〕による福岡の玄界灘沿岸の捕獲例で

1961/1962年，西山喜徳郎氏採集。中郡二宮町地先 は， 4例のうち， 3例が11月， l例が1月である。

五ツ浦定置網。全長 645十xmm. (625+ 2+ x〕。尾端欠 飼育実験結果によれば，セグロウミヘピの温度耐忍

損個体。平塚市博物館標本 HCM51-576。 の上限と下｜浪は， それぞれ36.0士0.3°C,11.7±0.2 

1973年8月，鈴木秀和氏採集。葉山町本町海岸。波 。C(mean±SE）で， 水温を急激に冷却すると 1618 

打ちぎわで生きていたが弱っていたとL寸 。全長521 ° Cで摂餌をやめてしまう。 100C以下では 生存でき

祝日. (469+52〕。横須賀市博物館標本YCM-3-272（図 ず， 17°cまてやの低水温では長く生きられない。 10～17
。Cの水温て、致死の兆しが現われ，低温による衰弱の
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図 1 セグロウミヘピ Pelan日5ρlaturus
葉山本lllJ海岸 1973. 8採

区ト2.l. 7 ダラウミヘビ HydroPhiscya 

nocinctus 中郡二宮町沖 1961 

/1962 8. 13採

2. 頭部側面

3. 119:板および隣接の休鱗

結果， i溺死または餓死すると 考えられる。32°cの水 のほほ、全域にわたって， 表屈に優勢な南下吹送流が発
渦て、は表面水を避けて満水し，冷水温では活動が衰え 達するらしいことから，凶村〔1958）は，日本海の沖

て海面水にいる。恐らくセグロウミへどは日光に浴す 合古flで漂流中のハリセンポン Diodonho/acanthusの

ることと潜水することを交互に行なうことにより体瓶 群はそれとともに南下に転じ，やがては本州および北

の捌節をするのであろう〔GRAHAMet al. 1971）。 九州、lの沿岸部に漂着するものと推定した。冬季，この

冬にはいって北西の季節風が吹き始めると，日本海 ような南下吹送流が卓越するならば，冬に向つての水
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Eコ山陰
図新潟・佐渡

図－3.日本海におけるセグロウミ

へビの漂着時期

上回〔1965），本間・ 北見

(1976）に基づき作成
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しまう死滅分散に終ることを示している。しかし一部

は夏から秋にかけて，強勢となった対馬暖流の沖合分

校に沿ってさらに北上するだろう。この時期，沿岸部

におけるセグロウミヘビの記録は少ない。Grahamら

は，セグロウミヘビの緯度分布が18°cの表層等混線
に一致することを指摘した。平均値でみた夏の 18°C

等温線は日本海の北緯48度付近までのびている〔海洋

資料センター 1978）から， 日本海へ入ったセグロウ

ミヘビは，夏季であれば北海道西岸から津軽海峡にか

けての北方海域まで達することが可能だろう。

これに対して太平洋側では少なくとも相模湾におけ

る記録（表 1）をみる限り， 4月から10月，つまり春

から秋にかけて出現している。日本海における出現パ

ターンを北西季節風型（ただし上田 1965, 1979によ

れば7～8月の捕獲例もある〉と呼ぶならば，太平洋側

のそれは南東季節風型である。しかし，初春もしくは

｜｜免秋に水温低下により衰弱して海岸に漂着することは

日本海と同じであり，大阪湾で1965年4月29日に採集

された 1例を報告した柴田〔1976）は，捕獲時の気象

条件から早朝の冷えこみによる水温低下にその原因を

求めている。また， 1920年に宮城県の江戸浜海岸に生

きて打上げられた 1仔ljc阿部 1920）も， 10月30日と
いう捕獲日から推定して同様な例であったろう。

冒頭で述べたように日本近海におけるセグロウミヘ

ビの分散と移動については温度適応および海流との関

連で近々述べるが，ここで予報的なものの言い方をし

ておくならば，日本沿岸における本種の分散経路は日

表－1. 相模湾におけるセグロウミヘビの出現記録

考

1962. 9. 19 

備

原 1977

広崎 1976 

本報告

広崎 1976 

中村 ・川瀬

捕獲場所

伊豆大島（？〕1966目 4.20

片瀬海岸 1956. 6.20 

葉山本町海岸 1973. 8. 

片瀬海岸

真鶴 海岸

日年月

61 

1976 

混低下とともに衰弱したセグロウミヘビも次第に沖合

部から沿岸部へ南下に転じるものと推定される。冷水

温で、は活動が衰えて海面水にいると考えられるから，

L、っそう漂流しやすい状態にあるはずである。このよ

うにして海面を漂ったセグロウミヘビは卓越した北西

の季節風（根本 ・他 1969）により次第に沿岸部へと

吹き寄せられ，ついには海岸へと打ち上げられるのだ

ろう。各地の海岸に漂着した時点で，セグロウミヘビ

は仮死状態であったり，すでに死亡している〔 ヒ任｜

1965；本間 ・北見 1970，石井 1978〕。佐渡 ・新潟

以西の本州，北九州沿岸に漂着例が多い点もハリセン

ボンに似る。

すでに述へたように，セグロウミヘビの漂着は各地

とも11～12月に集中し，とくに11月に起きている。1

月以降の厳冬期には少ない〔図 3）。このことは，対

馬暖流にのって日本海へ分散流入したセグロウミヘヒ

の一部は，その年の11～12月の初冬期までに死亡して

1960. 10. 4 



本海と太平洋側では著しく異なると考えている。もし へピの採捕記録．採集と飼育 32177-179. 

青森，北海道等にセグロウミヘピの漂着があるなら 本間義治 ・北見健彦 1976 新潟 ・佐渡沿岸へ漂着し

ば，それは太平洋沿岸ノレートでなく日本海ノレー トで到 たウミヘビとウミガメの記録．佐渡博物館

達したものであろう。太平洋側では犬吠埼付近 （34° 自酔R25 IB-24. 

30’〉付近で東に方向を転じ，顕著な蛇行をみせなが 石井忠 1978 セグロウミヘピ（漂着漂流事典8）ー

ら太平洋上に流れ去る黒潮の強大な流れは，セグロウ 採集と飼育 40596. 

ミへどが本州北部の太平洋岸をさらに北上することを 海洋資料センター 1978 海洋環境図外洋編ー北西太

妨げる物理的障害となっているだろ7。このことはま 平洋 （Il).日本水路協会．

たセグロウミヘビの北米南部から南米北部にかけての 中村一恵 ・Jll瀬ツノレ 1976 三浦半島周辺で捕獲され

新大陸西岸へのコロナイゼーションとも関係すると考 たウミガメ 2種とウミヘピ1種について

えている。 横須賀市博物館館報 2237-40. 
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神奈川県の潮間帯フジツボ群集

その1. 東京湾西岸一

山口 寿之

Intertidal Barnacles in Kanagawa Prefecture 

-Part 1. West Coast of Tokyo Bayー

Toshiyuki YAMAGUCHI 

潮間帯とは

今日ほどの科学技術をしても生命の源である広大な

海洋の大半はL、まだに神秘につつまれたままである。

そこに棲む生物がどこに，どの様にして生きているの

か判らぬことが多い。特殊な道具なしに海の生物の観

察可能な範囲は唯一岸に近い極めて浅い海域に限られ

る。特に潮の干満てo区切られる潮間帯ではつかの間の

”海底”およびそこに棲む生物を直接観察できる。潮

間帯は上部ほど長日寺間空気中にさ らされ，そこに棲む

生物はそれぞれの適応条件（乾燥に対する耐性〉にあ

った垂直位置に帯状に分布する。干出時には夏の暑さ

や冬の寒さ，降雨や河川＊，波浪などが直接潮間帯に

作用する。また底質や生物間相互作用などが狭L哨yj間

帯（横浜港では最大1.4m位〉の生物の分布を決め

る。本稿では横浜から観音崎聞の湖j間帯に棲むフジツ

ボ類の穣構成，分布をまとめる。潮間郊の観察は春か

ら夏にかけての大潮の干潮時が良＼'o 

フジツボとは

節足動物甲殻類蔓脚類（亜綱〉に属し，一般に石灰

質の厚い殻をもち固着生活を営む。特徴的な浮遊性幼

生（ノウプリウス，シプリス〉期を経ることでやっと

甲殻類と認識されたよ うに形態は多様性に富む。潮間

帯のフジツボ類はほとんどすべて雌雄同体であるが，

主に交尾による他家受精をする。受精卵はある期間成

体内で保育され，ノウプリウス幼生で海中に放出され

る。岡lj毛を持った左右6対の蔓脚で海中のプランクト

ンや微小生物片などを摂食する。

東京湾西岸の海岸線の特徴

東京湾西岸はほとんど人工の海岸線で垂直に近い岸

壁からなる。横須賀港付近の米軍施設，猿島および観

音崎付近だけに岩礁からなる自然の海岸線が残ってい

る。主に戦後にはじまった沿岸部の大規模な埋立ては

海洋汚染の進む中で，干がたなどの自然の海岸やそこ

に穆Jむ生物を失う結果だけでなく ，しばしば潮流など

の海水の動きを停滞させ生態系を大きく変えてきた。

東京湾西岸のフジツボ群集

フジツポ類は平潟湾（図の地点10）など入江奥に残

った干がたでは傑や死んだ貝殻などの上に，その他人

工海岸線では岸壁などに付着している。次十こフジツボ

類の分布を代表地域を例にして述べる。

観音崎北 （図の地点17）：湾口に位置し潮流が早く，

外洋水の影響が強い。 ここでは潮間帯上部にイワフ

ジツボ Chthamaluschallengeri HoEK，中一下部にクロ

フジツボ Tetraclitasquamosa jaρonica PILSBRYが

多く ，他に数は少な いがタテジマアジツボ Balanus

m叩ρhitriteDARWINおよびアメリカフジツボ Balanus 

eburneus GouLDの内湾種2種が，また下部にはオオア

カフジツボ Megabalanusvolcano (P1LSBRY〕とアカフ

ジツポMegabalanusrosa (P1L£BRY）が，そして上ー下部

の岩の割れ目にはカメノテ Pollici戸esmitella (LrnNE:) 

が認められる。内湾種2種を除く この群集は本州南岸の

外洋に面した神yj間帯の代表的な種構成で，これをA群

集と呼ぶことにする。イワフジツボおよびク ロフジツ

ボは，北｜浪が前者は北海道南部，後者は津軽海峡で，それ

以南ほぽ日本全域を被う。共に外洋から外洋水の影響

のおよぶ内湾に生息し前者が潮間帯上部，後者が中部

の代表種である。オオアカフジツボおよびアカフジツ

ポは近縁種で，北限は前者は太平洋岸で銚子，後者は津

軽海峡で，それ以南ほぼ日本全域を被う。共に外洋地、

ら外洋＊の影響をうける内湾に分布し，前者は主に潮

間帯下部で波を強く受ける岩礁に，後者は主にブイや

海底の岩など海面下の物体に付着するが，ここで観察

されたよ うに潮間帯下部で隣合って付着すること もあ

る。オオアカフジツボは銚子以南の外洋の潮間帯下部

の代表穏と言える。タテジマフジツポ，アメリカフジ

ツポ，および後に述べるシロスジフジツボ，サラサフ

ジツボ，ヨーロッパフジツボは主に津軽海峡以南の内

湾に生息する。タテジマフジツボとシロスジフジツボ

はほとんど隣合って生息する事が多く，共に内湾潮間

千Ii'上ー中部の代表種である。サラサフジツボは前2種

とほぼ同じ地理的分布をもつが，垂直分布は下で内湾

潮間帯の下部の代表種である。 アメ リカフジツボ，ヨ

ーロッパフジツポは戦後（？〉 日本へ船で運ばれ移住

に成功した外来種で，それぞれの主たる分布域の地名

を荊l名にもつ。日本での分布拡大の様式は生態学の興

味深いテーマの1つになるが正確な資料を欠く。現在
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は北海道を除く主要な港湾に分布するようになった。

走水 ・旗山崎（地点16）：観音崎から約1.Siem内湾側

ではイ ワフジツポ，クロフジツボおよび少数のタテジ

マフジツボからなる。前2種を主とし，オオアカフジ

ツボを含まぬ群集をB群集と呼ぶことにする。

大津港外 （地点15〕：地点 16から約3初内湾側の埋

立地の大津港付近の岸壁にはイワフジツボしか見られ

ない。観音崎からここまでの聞に外洋を代表するオオ

アカフジツポ，アカフジツポ，クロフジツボ，カメノ

テが見られなくなった。 これはB群集か次に述べるC

群集かのいずれかに含まれる。

横須賀新港ー柴港問 〔地点8-9,11-12, 14, 除く地

点10,13）：ここではイワフジツボに内湾潮間帯の代

表種のタテジマアジツボ，シロスジフジツボまたはい

ずれか一方が加わる種構成cc群集と呼ぶ〉からなる。
横須賀新港北，平潟湾，金沢区，鳥浜町横浜港問（地

点13, 5 7, 10, 13，除く地点4）・ここではイワフ

ジツボを欠き内湾種タテジマフジツポ，シロスジフジ

ツボあるいはいずれか一方を主とする群集からなる。

これをD群集と呼ぶことにする。時に潮間帯下部の代

表種サラサフジツボ Balanusreticulatus UTINOMI （地

点10），あるし、はアメリ カフジツボ，ヨー ロッパフジツ

ボBa/anusimρrovisus DARWIN も一員として加わる，

中村川や大岡川など淡水の影響を強く受け，海水より

も塩分濃度の低い内陸にもそれらの分布が知られる。

国際ふ頭（地点4）：横浜港と磯子港とにはさまれ

た南東に張出したふ頭で，2つの港の群集と異なり，

イワフジツポ，クロフジツボの2種からなる。ここのフ

ジツボ群集は走水付近のB群集と同じと考えられる。

外洋性のこれら 2種のより内湾側への分布は周囲より

もこの付近が潮流や波浪の強L、ことを予想させる。

まとめ

東京湾西岸のフジツボ群集は湾口から内湾側lこ順に

イワフジツボ ・クロブジツボ ・オオアカフジツポ群集

(A群集），イワフジツボ ・クロフジツボ群集（B群

集〉， イワフジツボ ・タテジマ フジツボ ・シロスジフ

ジツボ群集（C群集〕，およびタテジマアジツボ ・シ

ロスジフジツポ群集（D群集〉の4つの群集に区分で

きる。 すなわち外洋側からオオアカフジツボ， クロフ

ジツボ，そしてイワブジツボの順に見られなくなり，

その代りに空いた生態的地位を残されたアジツポや内

湾種が占める。それらの群集は主に潮流，波の強さ河

川水の影響などによって決まるものと考えられる。
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ハシブトアジサシとクロハラアジサシの渡来

石江 馨 ・石江 進

Occurrence of the Gull billed Tern and 羽ThiskeredTern. 

Kaoru I sH1E and Susumu I sH1E 

1981年9月に，本邦ではその渡来が比較的稀とされ れるが，今回そのような場面は観察されなかった。ヵ

2種のアジサシ類を相継いで観察する 機会を得た。 ニを捕えた時，小型のものは飛均しながら飲み込んで

以下に報告したい。 しまうが，大型のものの場合，砂州に舞い降りてのち

飲み込んだ。

ハシブトアジサシ 本種の繁殖地は，南北アメリカ，ヨーロッパ，アジ

9月5日，本県に於ては2回目の記録となるハシプ ト ア，オーストラリア等全世界的に点在しているが，日

アジサシ Sternanilotica Gmelinが1羽，多摩川河 本に最も近い繁殖地は中国南部である。繁殖は湿地を

仁l〔川崎側〕に渡来しているのを発見した。全長38 好み，単独あるいは他のアジサシ類のコロニーに入っ

cm程のハシブ トアジサシは，それより梢小型のアジサ て行つ。繁殖を終えた後，寒冷地のものは暖地へ移動

シの 100羽程の群れと共に，干潟の砂州に休んでい する。

た。背面はアジサシより白色味に富み，背の高い事と 多摩川河口は，県内に残された数少ない水鳥類の渡

相侯って，識別は容易であった。 H捧は黒色で短く，名 来地である。今秋季は特にシギ ・チドリ類の渡来が多

前の通り太し、。頭上は黒色で，夏羽であった（図1), 4，最近では珍らしくなったミヤコドリも 1羽観察さ

本県に於ける過去の渡来記録は， 1976年6月27日～ れた。尚 ハシブトアジサシの終認は 9月9日であっ

28日に， 相模川河口で観察された冬羽のもの1羽であ た。その後同一個体と思われるものが， 愛知県岡崎市

る。全国的にみても，過去の記録は冬羽のものがほと で観察されたとL寸。

んとであり， 夏羽のものの記録は今回がおそらく初め

てであろう，との事であった（日本野鳥の会理事高野 クロハラアジサシ

伸二氏談〕。 日本野鳥の会神奈川支部の田丸義夫氏より，相模

飛矧はアジサシよ りも遅く，カモメ類を思わせる。 Jil河口に 於て， 本県未記録だった クロハラアジサシ

翼の幅は広く，尾の切れ込みは少なし、。腰はアジサシ Sterna hybrida Pallasを発見した旨電話を頂いた。

の場合，はっきりと白く見えるが，本種は背面から尾 9月19日の事であった。翌20日，筆者らも相模川河口

にかけて同色で続き，大きさ，飛び方，色彩等から， へ赴き，観察，撮影を行った〔図2〕。

飛朔中もアジサシとの区別は困難ではなかった。採餌 クロハラアジサシは全長25C冊，アジサシよりひと回

方法は独特で， 砂州の上を飛び回り， 干潟に顔を出す り小型である。夏羽のものは頭上は黒色，口角から後

カニめがけて舞い降り， 掬つ ょっにしてそれを捕え 頚にかけて白色，翼，上尾筒，尾は青灰色，胸は灰黒

る。ゴカイ類と思えるものも，やはり掬うようにして 色で， 腹部は黒色。下腹部，下尾筒， 下雨覆は白色で

捕えた。川の流れの方にはほとんど出ず， 川｜の縁に沿 あるが，本個体は夏羽より冬羽へ移行中のものと思わ

って出現する州の上を，上流から下流へ，下流から上 れ， 頭上はゴマ塩の感じ，胸部より腹部にかけてもす

流へと飛び回り，採餌していた。行動範囲は広く ，l すけた灰黒色であった。鳴と脚は赤色である。

伽以上にも及んだ、。今回の観察では，餌はカニとゴカ 飛朔はアジサシよりもかなり速く，軽快であった。

イであったが，カエノレ， トカゲ，小崎乳類等も捕食す 採餌は水面上lOm程の所を飛び回り ，水面に出てく る

るとL寸。また小魚、をダイビングして捕えるとも言わ 小魚を捕える。水中に飛び込んで捕えた事も何回かあ
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図1：ハシブトアシサシ

多摩川河口 1981. 9 

図2：クロハラアジサシ

相模JI［河口 1981. 9 

ったが，多くの場合鳴を一寸水面につけるだ、けで小魚 ているのが観察された。しかし翌24日には観察されな

を捕えていた。捕食の成功率はかなり高く，ほとんど かったとの事であるから，この臼渡去したものと恩わ

失敗をしない。数匹の小魚、を捕えると砂州に舞い降り れる。

てアジサシの群れと共に休み，また暫くすると舞い立

ち採餌を行う。 文 献

本種はヨーロツパ南部，アフリカ，オース トラリア， 内田清之助 1975 日本鳥類図説講談社．

アジア中部等に分布するが，本邦に見られるものはア Gooders, J. 1979 Birds of marsh and shore. Or bis. 

ジア産の亜種である。繁殖は内水面で、行い，浮巣を作 清接幸保 1978 日本鳥類大図鑑講談社．

り産卵する。越冬も同じような環境で行う。 Tuck, G. and Heinze], H. 1978 A 五eldguide to 

9月23日の相模川河口は無風，快晴であった。午前 the s巴abirdsof Britain and the world. 

101時頃， 本個体は一群のアジサシと共に舞い上り，干 Collins. 

潟上を旋回しながら l二昇を始め，双眼鏡でも捕捉する Terres, J. 1980 Encyclopedia of North Am巴rican

のが不可能な高度に達し， 一時視界から消え失せた。 Birds. Alfred A. Knopf. 

その為波去を思わせたが， 10分程してまた干潟に戻っ （石江 馨・石江 進：日本野鳥の会神奈川支部）
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神奈川県西部および伊豆半島の

淡水魚類調査について（予報〉

林 公義・長峯嘉之・伊藤 孝・水野信彦

Preliminary Report on the Research of Freshwater Fishes in the 

West巴rnKanagawa, and Izu Peninsula 

恥1asayoshiHAYASHI, Yoshiyuki NAGAMINE, Takashi ITO and Nobuhiko MIZUNO 

はじめに 存在が動植物相に大きく影響していることは周知の事

神奈川県内の淡水生物に関する調査，研究は，神奈 実であり，これらの地域の調査および研究資料との比

川県淡水生態系研究会 〔1980）がまとめた県内淡水生 較は県内の生物相を知るうえで度外視できない。著者

物文献目録 (1914～1979年〉からも明らかなように， らはこれら両半島における淡水魚類に関する資料収集

水質保全管理の面から動，植物性プランクトンや底生 も並行して行い， 報告資料についても可能なかぎり検

動物類の報告が主体である。淡水魚類については漁業 討している。

実態の視点から報告されたものがわずかにあるだけ 本報では本年重点をおいた神奈川県西部（早川以南

で，近年になって三浦半島の各河川〔林， 1973；林 ・ と伊豆半島東海岸側に面した河川の河口水域〉と伊豆

長峯， 1981），横浜市内の河川〔横浜市公害対策局， 半島を含めた淡水，汽水性魚類の調査結果を報告す

1978, 1981〕や相模川水系（長谷 ・浜口，1980，作中 る。個々の種類に関する生態的特徴や県内分布に関す

ほか， 1981〕の調査により，一部の地域ではあるが生息 る考察は，まだ調査が不充分な現状と本誌の性格とを

する淡水魚類相が明らかになってきた。しかし県内に 考慮、して， 今回は省略し，基礎的資料の提出にとどめ

は東京湾および相模湾に河口を開く大小45河川（多摩 て予報とすることにした。

川は東京都と一部隣接する〉があるが， 淡水魚類だけ 本報を作成するに当り，有益な未発表記録を提供し，

でなく広く淡水生物一般に関する調査報告例がきわめ 本調査に御理解いただいた箱根町立大涌谷自然科学博

て少なし、。都市化の傾向がますます強くなる神奈川県 物館主事の石原龍雄氏，情報提供をいただいた同館主

においては環境保全対策の一環として，極めて早急、に 査の上妻信夫氏，建設省中部地方建設局沼津工事事務

淡水生物相を明らかにする必要性があると思われる。 所調査課殿，瀬能 宏氏，東海大学海洋学部生岩崎

水質測定による環境基準では，藤沢市引地川を境とし 洋氏， 伊豆半島での調査の便宜を計られた静岡県内水

て県東部域の河川のB0 Dが8ppm以上であり，すで 商漁業協同組合の方々，この調査の機会を与えられた

に現存の淡水生物相調査による良好な結果はあまり多 横須賀市博物館に厚くお礼申し上け、る。

く望めない。しかし県夫および県西部には相模川を始

めとして酒匂J!I，早川｜（上流は芦ノii＇心などがあり， 調査地と方法

L、ずれも中 ・上流部水域のB0 Dは2ppm 以下と良好 本報に載せた調査河J!Iは第1表に示したように伊豆

な水質環境が残されている。 半島は19河川，神奈川県西部は4河川で， 調査地点は

著者らは県内河川における環境変化と前述のよ 7な 第1図に示したO印の46地点である。本報で扱う伊豆

調査研究の状況から，淡水魚類相の現況調査を始め 半島とは沼津市と熱海市を結んだ線を基部とし，それ

た。本格的な調査の取り組は今後数年間を必要とする 以南の地域を指す。伊豆半島の河川（河川番号5,6, 

し，河川水系別の調査が地域団体や研究施設で行われ 7, 9をのぞく 8～23）て干の淡水魚、調査は，1975年

つつあるので， 一部の河川についてはこれらと関連を 7月下旬～8月上旬にかけて水野 ・林・ 伊藤が行った

もちながら調査を進めている。神奈川県の地理的条件 もので，ヨシノボリの分布調査を主体としており ，同

から考慮して，西側の伊豆および東側の房総両半島の じ調査地点で採集された資料や目視観察の結果を載せ

G7 
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第1図
調査河川および地点目各図

第1表調査地概況

JI! 

流程 y標：~測高〕
＊－現 1可

流程 水標（m高源〕

水現

河番 *- 系 河川名 勾配
系魚 JIJ 11~ 系 河川l名 勾配

系魚、
別種
番手"J 別出種数

昇"J 
〔k理〕 出数

（初〉

1 早 JI! 早 JI! 21. 5 720 1/30 14 14 稲生i沢川稲生沢川 15. 7 160 1/98 5 

2 白糸 川白 糸 川 3.0 400 1/8 3 15 青 野川 一 条 川 10.9 160 1/68 13 

3 新 l崎川新崎川 7.0 670 1/10 12 青 野川 15.6 220 1/71 

4 千歳 川 千歳川 7.0 420 1/17 5 16 那賀 川 那賀 川 13.0 480 1/27 5 

5 多賀大川 大 JI! 3.2 340 1/9 5 17 仁科 JI！仁科川 13.4 680 1/20 16 

6 多賀宮川宮 JIJ 2.5 280 1/9 5 18 宇久須 川 宇久須川 6. 1 500 1/12 2 

7 多賀仲 JI！仲 JI! 2.3 300 1/8 2 19 1.li JI! 山 JI! 6.5 630 1/11 4 

8 ，烏 JI! 烏 JI[ 3.6 290 1/12 10 20 小土肥大川大 JI! 5. 5 720 1/8 5 

9 宇佐美宮川宮 JI[ 3.5 320 1/11 4 21 戸田大 川 大 Jll 7.0 820 1/9 3 

10 伊東 大川 大 JI[ 10. 5 280 1/38 6 22 河内 Jll河内川 5.0 450 1/11 2 

11 向田 川向田川 4.8 700 1/7 7 23 狩野川徳長 川 32.4 440 1/74 16 

12 白田川 白 田川 10.5 800 1/13 10 士山政堂川 41. 0 720 1/57 

13 河 津 川河 津川 16.8 980 1/17 18 一一一 狩野川 48.2 850 1/58 
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てある。さらに1977年から不定期ではあるが伊豆半局 4. Plecoglossus altivelis TEMMINCK & SCHLEGEL 

の各河川で採集された種についても木報にとり入れ アユ

た。1980年より河川番号l～12までの伊豆半島東海岸 0 CYPRINIDAE コイ科

線上にある河川と早川以南の県内河川｜の感湖域を中心 5. Tribolodon hakonensis (GiiNTHER) ウグイ

とした下流部の調査を行った。調査期間は 7～10月に 6. Moroco steindachneri (SAUVAGE) アブラハヤ

集中して行っているが，早川下流域については箱恨IIIJ 7. Moroco jouyi〔JOHDAN & SNYDER) タカハヤ

立大涌谷自然科学博物館の石原龍雄氏による最近の採 8. Zaccoρlatypus TEMMINCK & ScHLEGEL）オイカワ

集資料の提供によるもので，林 ・長峯が直接資料！司定 9. Pseudogobio esocinus (TEMMINCK & ScHLEGEL) 

を行い，記録した。 カマツカ

調査方法は手綱（エビタモ綱と繊40X縦25cm角綱） 10. Cyprinus carpio LINNAEUS コ イ

採集を行い，河川の淵場では潜水観察を併用し記録し 11. Carassius auratus langsdorfii TEMMINCK & 

た。聞き込み調査も行っているが，木報では直接著者 SCHLEGELド ギンブナ

らが確認した種煩について取りあげたので，いずれ総 0 COBITIDAE ドジョウ科

括的な報告の中で後記することにした。 12. Misgurnus anguillicaudatus ( CAN'l'OR〕ドジョウ

なお調査期間を通して， 県内およひや伊豆半島の淡水 13. Cobitis biwae JoRDAN & SNYDEHシマ ドジ ョウ判

魚類に関する文献資料をできるだけ多く収集するよう 0 PERCICHTHYIDAE スズキ科

に努めた。はじめに述べたように県内に関しては極め 14. Lateo／，αbrax jaρonicus (Cuvrnn〕 スズキ

て少なく ，改めて緊急調査の義務を感じた次第であ 0 TERAPONIDAE イサキ科

る。著者らの収集力の不足は否定できないが，現在ま 15. Teraρo河 jarbua(FoRSSKAL）コトヒ キ

でに集めることができた既報文献からの資料調査を行 0 KUHLIDAE ユゴイ科

い，本調査結果の比較も含めて総括表（第2表参照〉 16. Kuhlia marginata (Cuvrnn〕 ユゴイ

にまとめた。 0 MUGILIDAE ボラ科

17. Mugil ce戸halusLINNAEUS ボラ

調査 結 果 OSPARIDAE タイ科

1. 採集魚類目録 18. Acanthopagrus schlegeli (BLEEKER) クロダイ

ここでの採集魚類は水野 ・林 ・伊藤による第一次調 0 CARANGIDAE アジ科

査と林 ・長峯による第二次調査によって臨認された極 19. Caranx sexfasciatus Quoy & GAIMARD 

類である。分類大系と科の配列は岩井 (1971）に基づ ギンガメアジ

き，学名はギンプナとヤハズノ、ゼをのぞき日本産魚、名 0 GOBIIDAE ハゼ科

大辞典 ・日本魚類学会編（1981）に従った。第 1次お 20. T円＇dentigerobscurus obscurus (TEMMINCK & 
よび第2次調査で採集された魚類は全て繍須賀市博物 SCHLEGEL) チチブ

館魚類資料と して登録した。本報では14科32種を記録 21. Acanthogobius flavimanus 

したが河川別出現種数は第l表に，調査次別出現種数 (TEMMINCK & SCHLEGEL) マハゼ

は第2表にそれぞれ示し，種頒の河川別出現状況を約 22. Chaenogobius annularis GILL ウキゴ リ

2～5図に示した。 23. SicyoPterus japonicus (TAN企KA) ボウズハゼ

0 ANGUILLIDAE ウナギ科

1. Anguilla jaρonica TEMMINCK & SCHLEGEL 

ウナギ

0 SALMONIDAE サケ科

24. Luciogobius gutta/us G1LL ミミ ズノ、ゼ

25. Chasmichthys dolichognathus (HILGENDORF) 

アゴハゼ

26. Bathygobius fuscus (RiiPPELL) クモハゼ

27. Bathygobius cyclopterus (V ALENCIENNES) 

2. Oncorhynchus rhodurus JoRDAN & Mc GREGOR ヤハズハゼ・同

ア7 ゴ 28. Rhinogobius giurinus (RUTTER) ゴクラクハゼ

3. Salina gairdnei-i R1cHABDSON ニジマス

0 OSMERIDAE アユ科

29. Rhinogobius brunneus (TEMMINCK & ScnLEGEL) 

ヨシノポリ
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1 7 クロダイ

21 ウキゴリ
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25 ヨシノボリ
（横班型）

29 ゴクラクハゼ

26 ヨシノボリ
（黒色型）

30カマキリ

27ヨシノポリ
（るり型）

31 カジカ

第2図調査河 川での分布状況

28ヨシノボリ
（黒色大型）

32 クサフグ



第 2表 文献記録に よる 分布状況
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0 COTTIDAE カジ力不｜

30. Coitus kazika JonoAN & STARKS カマキリ

31. Cottus jaρonicus W11.1'ANABE カジカ

0 TETRAODONTIDAE フグ不｜

32. Takifugu niphobles CJ ORDAN & SNYDER〕

クサフグ

学名は中村守純 (1969）による。

料 石原（未発表〕採集資料の同定による。

判中 l明仁親王 ・ l~I 黒勝介 (1980〕による。

2目第2－＇！交で扱った種頒について

第2表では既報告文献の中から神奈川県西部として

は相撲川以西を，静岡県東部としては安倍川以東から

記録された魚種すべてを列記した。文闘はこの他にも

あるが目録が付されている内容のものを主にとり tげ

た。

黒田（1931a～1971，文献番号17～34〕は駿河静浦

附近i也旬、頒目録（後に駿河湾魚類追加として多数報告

された〉を始めとして23篇に及ぶ目録の補訂を行って

おり，途中1951年には沿岸性淡水魚を含む駿河湾魚類

分布目録を発表している。

近年実施されている河川の魚類相調査報告書では河

口域において生態区分でいう周縁性淡水魚頒が多く記

録されている。さらにこれらの報告は調査地が南下す

るにつれて増加の傾向があり ，純淡水魚類を複数では

はるかに上回る結果となっている。感潮域で採集され

る魚種には，主に沿岸性海産魚、としても知られている

種矧が普通で，河口7]<.塊の物理的な影響で迷入する場

合や，生活史の中でのある期間1こか吉って出現するも

のなどがあり，近年では河口整備に伴う河口形態の変

化が多くの海産魚、の侵入をもたらしているといえる

〔林 ・長峯， 1981）。 これ等全てを淡水魚類として扱

うことには異論もあるが，いずれ生態的区分の純｜分は

余儀なくされることであり， 黒庄I(1931 a～1971）に

よる駿河湾魚類目録の中から，近年広義の周縁性淡水

魚頒とみなされているものはすべてとり上げてみた。

また浜口（1978），長峯 ・浜口（1980）が報告している

種類については標本資料との照合を行ったが，その他

は全て文献中で扱っている種名をそのまま引用した。

報告されている種類の中でその記録がl度（黒聞の

駿河湾魚類＠録をのぞく〕だけのものはハイレン ・ヒ

メマス ・ブラワントラウト ・カワマス ・イシカワシラ

ウオ ・ズナガニゴイ・ツチフキ ・ゼゼラ ・カワパタモ
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ロコ ・ハクレン ・イチモンジタナゴ ・タナゴ ・アカヒ

レタビラ ・ゼニタナゴ ・ギパチ ・アカザ ・マアナゴ ・

グッピー（河川での記録はなしつ ・サヨリ ・アカカマ

ス・コポラ ・ヒメジ ・クロホシイシモチ ・ユゴイ ・イ

シモチ ・ダイミョウサギ ・イサキ ・イケカツオ ・オキ

ヒイラギ ・マサパ ・ダイナンギンポ ・ドンコ ・スジハ

ゼ・クモハゼ ・ヤハズハゼ ・ピリンゴ ・シロウオ ・カ

ワヨシノボリ ・サヒツ、ゼ ・ワラスポ ・キュウセン ・カ

ゴカキダイ ・ウマズラハギ ・キタマクラ ・ヒガンフグ

・サザナミフグ ・カサゴ ・ユメカサゴ ・ハオコゼ ・ア

イナメ ・マコガレイ・イザリウオの52種類である。な

お第2表の中ではこれ等52種類のうち文献中で2, 3 

回記録されているものがあるが，報告者や採集士山等の

記録から考えて明らかに同一出典からの引用である種

類が含まれていた。また記録の極めて少ないものには

ホンモロコ ・ヤリタナゴ ・ハゲギギ（ギギ〉 ・イッセ

ンヨウジ ・ベへレー・ イシダイ ・キス ・コショウダイ

・タカノハダイ ・マアジ ・ネズミコ’チ ・ウミタナゴ ・

テラピアなど治、ある。

なお静岡県内の安倍川，富士川より記録されている

ものにズナガニゴイ（安倍川と天竜川から採集されて

し、る，移入種〕，ハゲギギ〔富士川と 天竜川から 記録

されたことがあるが絶滅），カワヨシノポリ（富士川

を分布の東限としている〉があり，富士川以西の静岡

県内河川からはカワパタモロコ（大井川西岸の小流で

記録されたが絶滅），イチモンジタナゴ（清水市興津

川での採集記録あり，移入種），ヤリタナゴ（天竜川

の小支流に分布〕，ゼニタナゴ（天竜川の小支流に分

布，移入種〉， ドンコ〔天竜川を分布の東限としてい

る〉なとの採集および分布記録が環境庁〔1978, 1979〕

によ って報告されているが，ハゲギギ〔浜仁I, 1978；こ

より相撲川より記録され，移人種〕を除いて伊豆半島

や神奈川県内の河川からの記録はない。

ヒメマス ・ブラウントラウ ト・カワマス ・ハクレン

．ゼニタナゴ ・ペへレーなどは国外や園内からの移入

によるものなので，継続的な放流が行われないかぎり

自然繁殖は困難であろう。本調査において再記録され

たものにユゴイがあり，多賀宮川と烏川の河口で幼魚、

が数多く採集された。伊豆半島からは黒田（1921）に

よる伊東r!'fi争の池からの報告以来の採集記録と思われ

る。同報告でハイレンの記録がl回あるが，その後文

献では著者の一人林が東京湾口で採集した記録があ

る。サヨリ ・ダイミョウサギ ・イケカツオ ・コボラ ・

スジハゼ ・クモハゼ ・ビリンゴ ・シロウオ ・サザナミ



フグ ・キス ・コショウダイ ・マアジ ・ネズミゴチ ・ウ

ミタナゴ ・マコガレイなどは近年で与は汽水域で採集さ

れる魚類とみなされているから，河口の形態や規模，

潮汐流などに左右されはするが感潮域を精査すること

によ って各河口から今後さらに記録されることが予想

される。

長峯 ・浜口 (1980）により報告されたコポラはボラ

の幼魚、に，イケカツオはミナミイケカツオと再同定さ

れた。和歌山県下津町の加茂川の感潮域を調査されて

し、る瀬能 宏氏の私信によると，ここではボラ科はボ

ラ・セスジボラ・コボラ ・Sicai四ugilsp. Valamugil sp. 

など 5種類，アジ科ではマアジ・オニヒラアジ ・ロウ

ニンアジ ・クロガメ アジ ・ギンガメアジの 5種類がそ

れぞれ生息している。 マアジを除いては外形態が非常

によく類似しているので，両科魚類については従来の

採集資料を再検討をする必要があることを同氏に指摘

いただいた。

マアナゴ ・アカカマス・ヒメ ジ・クロホシイシモチ・

イシモチ ・イサキ ・オキヒイラギ ・マサパ ・ダイ ナン

ギンポ ・サビハゼ ・キュウセン ・カゴカキダイ ・ウマ

ズラハギ ・キタマク ラ・ヒガンフグ ・カサゴ ・ユメカ

サゴ ・ハオコゼ ・アイナメ ・タカノハダイ ・イザリウ

オなどは感潮域から記録されているが，成魚、は本来沿

岸で生活している種類である。潮汐運動などにより受

動的に河口域へ侵入してくるものであるため採集の可

否は偶然である場合が多い。

なお第2表には，上記以外に数回記録されている程

度の種類が純淡水魚および周縁J性淡水魚ともに多く含

まれている。本調査においては文献から記録したこれ

岩井保 1971 ；魚、学概論.228pp恒星社厚生閣，東

浜口哲一 19782）相撲川の；魚、と漁ー相模川流域漁扮

習俗調査報告書 ，相模川の魚類相．平塚

市博物館資料， 1119-32. 

林 公義 1973 三浦半島の淡水魚類 i横須賀市博研

報 〔自然〕，2018-40, lOpls. 

林 公義 ・長峯嘉之 19813）三浦半島淡水魚類調査追

加記録と一考察．神奈川自然誌資料，223 

28. 

板井隆彦 19794）静岡県の生物，静岡県狩野川水系の

魚類相．日本生物教育会第34回全国大会記

念誌 248-261.

板井隆j2f 19805）アブラハヤとタカハヤの形態と生

態．淡水魚， 676-84., 

神奈川県淡政部自然保護課 19746）自然環境保全調査

報告書（水域自然度〕 3259. 

神奈川県淡水生態系研究会 19807）神奈川県内淡水生

物文献目録 (1914～1979〕．神奈川県の水

生生物，2121-126.神奈川県．

環境庁 19788)!Jr~ 2回自然環境保全基礎調査．環境

庁委託動物分布調査報告書（淡水魚類〉．静

岡県 150. 

環境庁 19799＞向 上．環境庁委託河川調査報告

:g,1 ・ j~~·岡県 1-130.

l勝俣光男 1956 早川水系の淡水魚類 1. 小田原生物

同好会誌， 926-31. 

河端政一 ・板井I後彦 1974 安倍川における動物群集

（予報〕 安倍川動植物生態調査中間報告書

らの魚種の3分の1に及ばない。しかしこの中には季 6-9. 

節により湖上 ・ 務~下をするもの， 天然繁殖を していな 河端政一 ・板井降彦 1976 向 上II.安倍川動植

がらも個体数が減少傾向にある種類などが含まれてい 物生態調査第二次報告書一 16-22.

ることは事実である。さらに人為的な移出入が今後行 河端政一 ・板井隆彦 1977 同 土m.安倍川動植
われることにより分布状況が変化することは推測され 物生態調査第三次報告書 3-32.

る。本調査結果は，神奈川県内の淡水魚類相を解明す 建設省中部地方建設局沼津工事事務所 1976 昭和51

るための手がかりを与えるにすぎない。今後継続的な 年度狩野川上流部環境影響調査業務委託調

調査によりさらに実態を明らかにしてゆきたい。 査報告書．環境アセスメントセンター ]-

183. 

文献

相溜裕幸 ・国領康弘 19801)静岡県で得られたイドミ

ミズハゼ．淡水魚，651-53. 

明仁親王 ・目黒勝介 1980 日本で採集されたクモハ

ゼ属 Bathygobius6穫について．魚類学

雑誌， 273 215 236. 

建設省中部地方建設局沼津工事事務所 1977 昭和52

年度狩野川上流部環境影響調査業務委託報

告書 グラウンド リサーチー 1400. 

建設省中部地方建設局沼津工事事務所 1978 昭和52

年度狩野川中 ・下流部環境影響調査業務委

託報告書地域開発コンサノレタンツ.1-

77 



148. 

黒田長種 192117）天然記念物調査報告，静岡県伊東町

「浄の池」ノ魚類ニ関スノレモノ．史跡名勝

天然記念物調査報告書，26 1-17, pls. 

1 9. 

黒団長雄 1931 a 18＞駿河静浦附近産魚類目録.AMO 

EBA, 3 1・255 127. 
黒田長雄 1931b19＞向 上訂正増補．同前， 33 

74-76. 

黒田長檎 193520＞向 上追加（第3〕．植物及動

物， 39 119-121. 

黒田長櫨 194121)向 上追加（第 6）.同前， 9

5 75-80. 

黒団長櫨 194322）向 上追加（第 7）.同前， 11

10 32-34. 

黒田長雄 1947a 23＞向 上追加（第8）.生物（増

刊第1号） 25 31. 

黒田長雄 1947 b 2・Dカマキリ （Cottuskazika JoRDAN 

et STARKS〕に関する調査．動物学雑誌，

57 7 101-103. 

黒田長雄 1951 a 25＞駿河湾魚類分布目録〔沿岸淡水

魚、を含む〉．魚類学雑誌，15 314-338. 

黒団長穫 1951b26）向 上 〔続きJ.同前，16 
376-394. 

黒団長雄 1951c27＞駿河湾及び沿岸のハゼに就いて．

日本生物地理学会会報， 152 16 18. 

黒田長雄 1952a加駿河湾魚類追加（第9〕．動物学

雑誌，615 7-13. 

黒田長趨 1952b 29＞向 上 追放｜（第10〕．同前，

61 6 11-19. 

黒田長雄 196130＞向 上 追加 ・XVI.同前， 70

3 20 25. 

黒田長曜 196331)向 上追加及び附記〔第17〕．

魚類学雑誌， 111・236-38. 

黒田長種 196632）向 上追加及び訂正（第19).

動物学雑誌，752 27-29. 

黒田長雄 196833）向 上 追加（第20）.同前， 77

1 27 30. 

黒田長櫨 197134）向 上追加と訂正〔第21〕．同

前，801 52-57. 

室伏誠・長峯嘉之 ・安原健允 1980 伊豆半島の魚

類一仁科川産魚類相ー．日本大学三島学園

生活科学研究所報告，341-46. 

長峯嘉之 ・室伏誠・安原健允 197936）伊豆半島仁科

78 

川産魚類相概要．淡水魚，5150-151. 

長峯嘉之 ・浜口哲一 198037＞相模川汽水域の魚類相．

平塚市博物館研究報告 「自然と文化」， 3

21-32, pis. 1-4. 

長峯嘉之 ・安原健允 1981釦土肥大JIJ・戸田大川産

魚類相概要．三島生物， 3・43-5. 

中村守純 1969 日本のコイ科魚類 ・455pp.緑書房，

東京

中村守純 ・相津裕幸 1978 イトモロコとズナガニゴ

イの新分布地．淡水魚， 428-29. 

日本魚類学会編（1981) 日本産魚名大辞典 ：vii+B34 

pp.三省堂，東京．

作中 宏 ・小林良雄 ・佐藤 茂 ・小山忠幸 198140）相

模川の魚類とその食性．神奈川県淡水魚増

殖試験場報告，17120-131. 

清好一・花野井忠司 ・中島保・中野繁 1975m

狩野川水系に関する水質調査及び異常魚の

調査結果報告 日本大学三島高等学校研究

紀要，8125-136. 

静岡淡水魚研究会 1981 静岡県でのヨシノボ リ類の

分布．淡水魚，731-37. 

田代道粥 ・八回洋章 197443）小田原市中村川および

その付近の魚類．小田原市郷土文化館研究

報告，1024 33. 

田代道嫡（木原均編） 1976 箱根の樹木と自然，

8.箱根地方産動植物目録（魚類〕，箱根樹

木園 ：27+365pp. 

立川賢一 ・白石学・永島 薫 197445>(MS〕野生化

グッピーの生態調査 1. 1972年2月から

1974年4月までのまとめ． 東京大学海洋研

究所資源解析部門 ：126. 〔謄写印刷）

豊田 豊 1956 酒匂川附近の魚、小田原生物同好会

誌，834.〔謄写印刷〕

山岸宏 ・古田能久 ・福原晴夫 197647）水界生物生

態研究法I一淡水の魚類とベントスー，生

態学研究法講座24.共立出版，東京 ：1-88.

安原健允 197848）三島市およびその附近にみられた

形態異常魚について．日本大学文理学部

（三島〉研究年報， 2617 25. 

安原健允 ・長主任嘉之 ・室伏 誠 197949＞伊豆半島河津

川産淡水魚類相概要 三島生物，1J-4. 

安原健允 ・長峯嘉之 ・室伏誠 198149）狩野川河口

の汽水域から得られた魚類について．日本

大学三島学園生活科学研究所報告， 415-



24. 92 1 291. 

横浜市公害対策局 1978 横浜の川と海の生物．公害 （林 公義：横須賀市博物館，長峯嘉之：：東京都板橋

資料， 731-164. 区立蓮根小学校，伊藤 孝：横須賀市南部保健所，水

横浜市公害対策局 1981 向 上（第3報〉．同前， 野信彦：愛媛大学理学部生物学教室〕

79 



神奈川自然誌資料 3: 81～88，‘Mar. 1982 

相模川馬入橋に見られるハクセキレイの集図柄について

浜口哲一・犬山聡彦・熊谷 潤・八城敬友

Notes on the Communal Roost of White Wagtail in Sagami River 

Tetsuichi HAMAGUCHI, Toshihiko INUY AMA and Jun KUMAGAI, 

Keisuk巴 YASHIRO

はじめに 平塚市の相模川馬入橋を鳩としているハクセキレイ

鳥類の中には，季節によって，多くの個体が集合し 〔Mntacillaalba lugens）について，若干の調査を行

て夜を過ごす集団±II寺（ねぐら〉を持つ種類がある。 なう機会をえることができた。本稿では， 主として

日本産の鳥類では，ハシブトガラス ・ハシボソガラス 1979年12月から1981年12月までの観察に基づき，就時

・ムクドリ ・スズメ ・ツバメ ・ハクセキレイ ・コサギ 個体数と，鳩からの昼間の分散範囲について報告した

などがその例としてあげられる。筆者らは神奈川県 い。

2km, き＂

図1

馬入橋の位置〔矢印〉と

周辺地域の環境

（国土地理院発行日分

の l地形図 「藤沢」「平
行塚」による〉
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集団鳩の環境

相模JIJは神奈川県の中央を北から南へ流れ，平塚市

で相模湾に注いでいる。河口から 2仰の地点に国道1

号線の馬入橋と，国鉄東海道線の鉄橋が平行してかけ

られている。ハクセキレイが集団鳩として利用してい

るのはこの馬入橋の橋げたである。馬入橋は老朽化の

ため架け替え工事が行なわれ， 1980年10月に新橋が完

成してからは，旧橋は閉鎖され，一部取りこわしが始

まっているが，ハクセキレイはその後も引き続いて旧

11•• 

図2 馬入橋の断面と，就±ii~

の経路
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橋を利用している。ハクセキレイがいつ頃からこの鳩

を利用しているかは明らかではないが，少なくとも19

76年の冬以降は毎年時が形成されており，糞の堆積状

況から見ても，かなり長期にわたって利用されてきた

ものと推定される。

馬入橋付近の相撲JIJは，典型的な下流域の景観を示

し，流路の幅は約200m，右岸の河川敷はオギ群落に

おおわれ，左岸はオギ群落のほかグラウンドとコノレフ

場になっている部分がある。周辺の環境は，右岸の平

llコンクリート

宮3

就附したハクセキレイ

の！洋



塚市側では市街地，工場地帯が広がり，左岸の茅ケ崎 近の集合地への帰着時間と呼ぶべきものである。

倶~では畑とコVレフ場をはさんで，市街地となっている 朝の時からの飛去については観察が不十分で、ある

（図 1）。 が， 1980年12月21日の観察では， 6時20分から 7時10

分まで飛去が見られ， 50%の個体が飛去し終ったのが

就鳩行動の概要 6時38分（日の出 6時47分，当日は晴天〉， 早い 10%

馬入橋が集団鳩として利用されるのは，主に10月～ と遅い10%を除いた80%が飛去するのに要した時聞は

4月の秋冬期である。この時期，ハクセキレイは日没 26分間であった。

前後の1～2時間にわたって， 1羽または群で各方向

から時に飛来する。ムクドリのような密集した群は作 就鳩個体数の季節変化

らず，まとまりの'.i)'.i)＼、散開した群であるため，どの範 1979年12月～1981年12月まで，就鳩するハクセキレ

囲を一つのまとまった群と見るのかの判断が難しい イの個体数調査を行なった。 JIJの土手など， I時周辺の

が，最大200羽程度が集中して飛来することがある。 見晴らしのよい地点に待機し，日没2時間前から就鳩

馬入橋付近に飛来した個体は，直接，橋げたにはも 終了まで， 5分間毎の就鳩個体数を記録した。全個体

どらず，特に早く飛来したものは左岸の河川敷のグラ 数を調べるためには，時を中心lこ6人の調査員を配置

ウンドに降りることが多い。ここでは羽づくろいや， して， 6方向に分けて記録を行ない，季節変化を見る

水たまりてや水浴びをすることが，ひんぱんに観察され ためにはもっとも飛来数の多い北西方向からの就鳩数

る。遅く飛来したものは，橋の上の路面や橋脚などに を記録した。これらの調査はすべて晴天もしくは薄曇

とまり，橋の周辺を群飛することをくり返しながら， りの日に行ない， 7～9倍の双眼鏡を使用した。

だんだん橋げたの外側の鋼板にとまる個体が多くな 全数調査の結果， 1980年1月5日には合計2,576羽，

り，やがて橋げた内部に入ってし、く。そのようすを図 1981年2月7日には 1,978羽が記録された。その方向

に示したが，最終的にハグセキレイが就時するのは， 別の飛来数は図8に示してある。また予備調査とし

橋げたの最も内部の路面直下のH字鋼の上であり（図 て， 1979年3月23日に北東，北，北西の3方向につい

3〕，ここには糞の堆積が著し＼ ¥ Broom他〔1976) て行なった調査の合計は 2,153羽であった。これらの

は就鳩前の集合（pr巴 roostgathering〕には採餌地に 結果から馬入橋を集団地として利用しているハクセキ

近い場所での集合と，鳩の近くでの集合があると述べ レイは，毎冬2,000～2,500羽と推定される。

ているが，馬入橋におけるグラウンドや橋の路面は後 北西方向からの飛来数の調査結果を図4に示した。

者の集合の場所と考えることができる。なお本稿で以 鳩の利用は9月に始まり， 10月は徐々に個体数が増加

下に述へてし、く就時時間は，正確には，就鳩前の鳩付 し， 11月～3月はほぼ安定した数が夜を過ごすように

j~. 
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図5 就Jilli個体数のH寺問別割合

(5分間ごとの個体数の

全数に対する割合で示

す〕



なる。 4月に入ると，繁殖地への渡りのため急激に個 よると，就時時聞は季節によって変化しており ，12月

体数は減少し， 5月後半から 8月にかけての繁殖期に に最も早くなっている。これは日没時間に相関してい

は地の使用が認められなかった。こ うした季節変化は ると考えるのが妥当であろう。しかし，就時時聞は，

真野〔1975〕の報告した愛知県矢作橋の例とよく一致 日没時間に平行して変化しているわけではなく，図6

している。 にみるように，日没の早い季節には日没よりやや遅

なお，ハクセキレイは神奈川県には冬鳥として渡来 く，日没の遅い季節はそれよりも早く就鳴する傾向が

する鳥であったが，近年，繁殖地の南限が南下してい ある。このことは，採食行動の可能な昼間の時間の長

ることが知られており（中村 1980), 1981年6月に 短と関連しているのではないだろうか。

は馬入橋の下流側，平塚市久領堤の工場でも繁殖が確 また早い10%と遅い10勉を除いた残りの80%の個体

認されている。 Broom他 (1976）は繁殖期にも号｜き続 が就鳩するのに要した時聞を見ると，日没の早い季節

き利用される集団時を報告しているので， 馬入橋にお ほと短時間に集中して飛来する傾向がある（図7）。

いても，今後の注意が必要てやあろう。 すなわち，昼の短かい季節には， 日没からややその

後の短時間に集中的に飛来して馬入橋に直行し，秋と

就時時間の季節変化 春先の昼の長い季節には日没前に長時間にわたってば

就崎個体数の時間別の割合を図5に示した。これに らぱらと飛来し，河川敷などで羽づくろいや水海びを
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する個体が多いと言える。

i時からの分散範囲

(1）鳩に向かう群の動向

夕方，上空に注意していると，ハクセキレイの群が

鳴きながら飛ぶのを観察することがある。 これは，か

なりの高度を飛ぶこと，ある方向へ向かつて一直線に

飛ぶこと，同じ方向に複数の群が移動していくことな

どで，通常のハクセキレイの飛朔とは明らかに区別さ

れ， ±II寺に向かう移動と考えることができる。この移動

の動向を詳し く調査すれば，一つの鳩で夜を過ごす個

体が昼間，どのくらL、の範囲に分散しているかを推定

することができるはずである。

そのよ うな目的で1979年12月と1980年1月に，却l与を

中心とした約30ケ所の地点で，夕方のハクセキレイの

移動方向と個体数の記録を行なった。その結果は図8

に示したが，相模川および花水川流域で，馬入橋に向

かう顕著な移動が見られ，これらの流域が主な分散範

囲と推定された。相模川より東側の地域については，

移動の観察からも，また馬入橋へ飛来する個体数から

も，その方面に分散する個体は少ないと考えられた。

また， 相模川，花水川流域では，ほとんどの個体が同

一方向へ移動するのが見られ，Broom他（1976）の述

べているような，異なる±I時からの分散範囲が大きく重

なっている状況はないと思われる。

(2）標識による調査

さらに正確に分散範囲を知るため， 1981年1月11

日， 25日， 2月2日の3日間，鳩での標識調査を行な

った。早朝， ハクセキレイが時から飛去する前にかす

み網を張って捕獲し，合計220羽に環境庁の標識リン

グをつけた。また同時に，腹部の羽毛の一部を， アノレ

コーノレ溶媒の皮革用染料で染色し，野外での識別がで

きるようにした。第一回目の標識調査では赤，青，緑

の3色の染料を用いたが，青と緑は標識効果が薄いこ

とがわかったので，二回目以降は赤のみを用いた。赤

く腹部を染色した個体は合計160羽で，これは総就鳩

森林

馬入橋への方向別飛来数

制上ゐb
2ぺ＇6 2~to 
(19自0.15) (1981.2.7) 

図8 I時に向かう群の個体数（1979年12月～1980年1月調査〉
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森林

集中調査JV-ト 1981.2.5-28 

．集中調査で発見された標謝固体

O標識個体のその他の発見地点

図9 馬入橋で標識したハクセキ レイの分布 （1981年 1月～3月調査）

個体数の8.1%にあたっている。これらの標識個体の

分散を調査するため， 1981年2月5日～：？8日まで周辺

の各河川の集中調査を行ない， ハクセキレイの個体

数，標識個体の位置と割合を記録した。また同時に，

野鳥愛好者へのアンケート，新開発表などを通じて，

標識個体の情報が広く集まるようにした。

その結果，集中調査で20例，その他の情報から31例

の，合計51例の様識個体が発見され，その分布を図9

に示した（この中には向 －個体が二回以上発見された

場合も含まれていると思われる〉。水系別に見ると，

花＊川水系ても発見されたものが最も多く，集中調査で

の観察個体数に対する標識個体の割合は5.196であっ

た。他に相模川，葛JI[, j酉匂川の各水系からも標識個

体が発見され，最も遠い発見例は，秦野市四 卜八瀬川

で，封lljからの距自IEは18.5初であった。

相撲川の本流では，標識個体がごく少数しか発見さ

れなかったが， 図Bの方向別飛来数を見ても1981年の

方が1980年より も本流からの飛来数が少な くなってい

る。また1981t1三2月に厚木付近の本流で観察したとこ

ろ，本流を隊れ南東：へ向かう就附7コ動きが見られた。

これらのことから， 標識調査を行なった シーズンに

は，相模川の本流で採食する個体は馬入橋以外に時を

持っていた可能性が大きい。

今後の課題

以上報告してきたように，相模川馬入橋には毎冬

2, o.θ0～2, 50011のハクセキレイが就附しており，その

昼間7コ分散範囲は花水川水系を中心：こ111/iから20切！こま

で及んでいることが明らかになった。今後の調査にお

いては， 隣接する川との関係， 就lll!i・雌11時行動の詳し

L、観察，採食地の環境などに注目して，ハクセキレイ

が集団時を持つ否、l味について考察していきたL、。

謝辞

本調査を行なうにあたり，標識調査の方法について

御指導を頂いた山！結鳥類研究所の杉森文夫，尾崎清
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城ケ島におけるクマゼミの観察

大場信義

Observation on Cicada, Cryρtotympana f，αcialis f acialis (WARKER), in 

Jδgashima, Miura City, Kanagawa 

Nobuyoshi OHBA 

クマゼミCryptotymρanafacialis facialis (WAL KER) 

は東京以西の暖地に生息する。 三浦半島！立本種の分布

上ほlま東限域に当り，詳細な分布， 生息状況の調査を

要する。半島南端の城ケ島にはグマゼミが異常に多く

生息し特異な生態がみられる。対岸の三崎にもかなり

多くクマゼミが生息するものの城ケ島における発生数

に比ii茨すると少ない。筆者は城ケ島におけるクマゼ三

の生息状況を把握する 目的で1981年8月9日，同年8

月15日および28日に野外観察を行なうとともに横須賀

市博物館収蔵昆虫標本資料〔YCM山I〕により，分布，

生息状況を調査したところ僅少であるが新知見が得ら

れたので報告する。

調査地概況

城ケ烏ii~ヒ緯35 ° 08 ’， 東経 139 ° 37’付近に位置し，

三11時の南およそ 250mの地点にある。この島は南北約

2 km，面積は約0.8kil"iであり，対岸の三崎とは城ケ島

大僑で結ぼれている。島は最高地点が標高30m，南側l

海岸線が岩礁地帯，北側が人家，港があり，中心部が

畑地て＼その周＊~~こマサキ，カラスノサンショウ ， サ

クラなどが植栽されている（図 1〕。気候は黒潮の影

響を強く受けるために年聞を通し温暖であり ，雨量は

夏に多 く冬に少ない太平洋型降水量である。三浦半島

南端部に近い引橋付近（北新t35°10つ にハマオモト線

〔小清水， 1938), または本州、！南岸線（木下 ・阿国，

1933）と呼ばれる生物分布境界線が通ることが知られ

ている。

図 1

城ケ島における

クマゼミ調査地
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観察結果

1. 生息環境と生息密度

調査地点s1は畑地南側の農道周辺。El照良好で農
道南面は雑草や低木が生える。 s2～s 4は島のほぼ
中心部であり，畑地周縁に防風林として~11栽されたと

考えられるカラスノサンショウ，サクラ，マサキ，ク

サギなどの周辺部。s5は数本のカラスノサンシ ョウ
（高木〕ほかクサギなどが生える歩道周辺。s6はカ
ラスノサンショウの高木林で車道に面する。

タマゼミの生息密度はs2, 3, 4そして6が高く ，
s 1, s 5は低かった。s2およびs3の間lこ生える
低木のカラスノサンショウにはクマゼミ成虫が多数止

まっていて，最も多い例では1本に30～40個体数えら

れた。8月9日の観察ではs6における 1本のカラス
ノサンショウから 5～10個体， s5では2個体目撃さ
れた。地面にみられる幼虫の脱出口 （図 2）， および幼

虫の脱皮殻が最も多く確認されたのはs2～s 3の聞
に生えるマサキ周辺，マサキの枝葉上であり異常にそ

の主主が多かった（図3,4）。脱出口は直径18～22rrrmで，

マサキの根元から畑地周縁，農道にかけて多数みられ

た。同所で高さ約Im，枝葉の広がりが約0.8mのマ

図 2. 地表にみられる幼虫の脱出口

図 3 マサキ周辺のクマゼミ幼虫の生息地 cs2〕
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サキ 1本からクマゼミの脱皮殻を32個，他のマサキ 1

本から22個数え，他の種の脱皮殻は全く見い出すこと

が出来なかった。同所では脱皮殻の上に脱皮殻が重な

る程密度が高く〔図 5），最優占種と考えられる。多

くの脱皮殻に混り未羽化の幼虫が 2f悶体発見されたほ

か， iJ!義に捕食された幼虫2個体を確認した。

2.発生消長および雌雄比

城ケ島におけるクマゼミの採集記録は以下の通りで

ある。

7合，28♀. 9. VIII. 1981 ; 5 '2), 10♀. 15. 

VII. 1981 ; 8合，13♀.23. VIII. 1970 ; 2♀，28. 

VIII. 1958 ; 2合，14♀.30. VIII. 1981 , 6合．

15♀ 2. IX. 1969. 

以上の採集記録と野外観察により，城ケ島における

クマゼミの発生最盛期は8月中旬であり ，s2～s 4 
の聞の畑周縁のカラスノサンショウ，サクラ，などに

多数みられ，約lOm内に並ぶ木から200～300個体目撃

された。無作為に採集した個体，横須賀市博物館所蔵

見虫資料から雌雄比を求めた結果，雄 ：雌は約1: 3 

であり， i目lが多かった。 この雌雄比が実態を反映した

ものか否かは更に検討を要する。雌は雄よりも不活発

図 4.マサキの校，葉上の脱皮殻

図 5.重なる程，密度高くみられる脱皮殻



である傾向があり，採集される確率が高いための結果

である可能性が残されている。 s3におけるマサキ 1
本の脱皮殻を1981年8月15日に全て採集し，2週間後

の8月15日に，再度，新に加わった脱皮殻を調査した

結果，全く追加されていないことが判明した。 RPち，

この調査地点では8月15日以降羽化した個体はL、なか

ったことを意味する。 8月30日に同地点でみられたク

マゼミが8月15日以前の残存個体であるのか，または

他地点から移動してきた個体であるのか不明でトあり，

更に調査を要する。 8月30日の個体！；！：麹わ破損された

ものがほとんどであり，羽化後，相当日数を経ている

と考えられる。従って本種は2週間前後生存している

可能性が高L、。

3.活 動習性

s 1～4は樹高が｛邸、ためか，0.5-3mの高さにク
マゼミ成虫は止まり（図 6), s 5～6は高木の3～5m
の高さにみられ， 0.5～2mの低位置に止まることはほ

とんどなかった。s1～4では低位置から高位置まで
木全体に止まっていて，少しでも振動を与えると一斉

に地上3～6mの高度 を， あたかもコウモリの群飛の

様に飛び立った。飛均移動hl§国ft:ilOOm前後であるこ

とが多く，余り長距離を飛矧移動するとは考え難L、。

従って城ケ島のクマゼ ミ が対岸の三~I奇まで飛rn移動す

る可能性は低く，島内で生活しているものと考えられ

る。多くの個体の中には地表の草間こ落下するものも

あり，半島中北部！こおけるクマゼミの生息状況と著し

く異なる。半島内では生息密度がきわめて低く，多く

の場合，高木の高位置に止まり敏しようであることか

ら本極の採集は困難である。城ケ島において成虫が最

も好んで止まる〔樹液を吸う〉樹種はカラスノサンン

ョウ，幼虫はマサキであった。14JJJX:虫は午前中にのみ

l鳴き，1日中l鳴くアブラゼミ， ミンミンゼミと著しく

図 6.クマゼミの成虫

相違した。

4. 城ケ島におけるクマゼミの占優率

s 1～6の各地点において 2m＇内のn5l皮殻を採集し
たところ，クマゼミ 194個で全体の86.296を占め，ア

ブラゼミ， ミンミンゼミは合計して26個（11.69的，

ニイニイゼミは3個（1.39的 そしてツクックホウシ

は2個（0.996）であった。従ってs1～6の範囲で
はクマゼミが最俊占種であり，次いでふアブラゼミ ，ミ

ンミンゼミそしてニイニイゼミと続き，ツクックホウ

シは最も少なかった。またヒグラシは生息が確認され

なかった。島の斜面森林帯は未調査であり ，種構成が

相違すると予想される。ヒグラシは三浦市引橋付近ま

で記録があるが，それ以南の三浦半島内では記録され

ていない（大場， 1981〕。 クマゼミの占優率， 個体数

図 7.クマゼミの終齢幼虫

図 8.脱皮を開始した幼虫
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図 9.I脱皮，羽化中のクマゼミ

ともに城ケ島が神奈川県内で最高と思われる。三崎に

も占優率，個体数が低下するものの，かなり多く生息

脱皮，羽化を開始した（図7'8' 9）。脱皮， 羽化方

法はアブラゼミや ミンミンゼミと大差がない。脱皮直

後の成虫は乳白色であるが時間経過とともに黒化し

て， 硬化し，麹が伸張した。

調査回数が少なく，断片的知l見を得たに過ぎない

が，城ケ島のクマゼミの生息状況がきわめて特異であ

ることが明らかとなった。今後更に継続調査してク 7

ゼミの生息状況の実態を詳細に検討したい。クマゼミ

は本邦最大種であり，生息地がほぼ東限に当り学術的

価値が高いほか， 特異な生態，発生数の多いこと，そ

して人々に親しまれている昆虫であることなどから，

本種の保全が望まれる。

文 献

するが，半島中北部では極端に少なくなる。ク7ゼミ 木下周太 ・阿問 策 1933 二化収虫及び三化！膜虫分

の生息密度の差はちょうどハマオモト線を境にしてい 布綜説並に二化順虫原産地の想定植物及

ると予想される。三浦半島の様に狭い地域内でこれほ 動物，1475 481. 

と特異な分布様式を示すことは本種の特性を知る上 小清水卓二 1938 日本 植物分布系に ハマオモト線

で，きわめて興味ある現象である。本種が比較的多く 〔CrinumLine）〔新称〕 設定に就いて．純

生息する地域は城ケ島の他に， 三浦半島引橋以南，小 物雑， 52135-167. 

田原，真鶴に多くの記録がある（大場，1981）。 大場信義 1981 神奈川県のセミ類．神奈川県昆虫訊l

5. ~~ イヒ

1981年8月15日，樹上より脱皮殻に混り採集された

幼虫を室内観察したところ同日19:30に背面が裂けて
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査報告書．神奈川県教育委員会 179183. 

（横須賀市博物館〕



神奈川 l~I 然誌資料 3: 91, Mar. 1982 

神奈川県真鶴付近の海産生物（2)

海綿動物について

村岡健作

A List of Sponges Collected from 

Manazuru, Sagami Bay 

Kensaku MURAOKA 

神奈川県真鶴町にある横浜国大珂！科教育実習施設

（以下．実習施設〉付近の海岸の海綿動物は岩佐〔1955)

によ って，主として磯で得たものについて 7種報告さ

れている。ここでは上述の報告の種と，その後磯をも

含めて笑習施設所属の調査船による ドレッジや漁船の

刺網等によって， 1968年までに得られたものを報告す

る。

種類数は12砲でやや少ないが，実際にはドレッジ等

によって，浅海産のカイメン類を多く得ているもの

の，来同定のままになっているものがあるためであ

る。したがって， 今後整理が進めば種類は噌加するも

のと思われる。これらの標本は実習施設に保管されて

HETEROPIIDAE ヘテロピア干ヰ

2. Grantessa shiineji HozA w A ツポシメジカイメ

ン

ROSSELLIDAE ロッセラ科

3. Acanthascus sp. シャボテンワタカイメンσコー・
種

TETILLIDAE マノレガタカイメン科

4. Tebilla sp. ユズダマの一種

KALIAPSIDAE イシカイメン科

5. Discodermia sp. イシカイメンの一種

6. D. sp. イシカイメン（チョコガタ〉の極

SUBERTIDAE コノレクカイ メン科

7. Tethya sp. トウナスカイメンの一種

HALICONDRIIDAE イソカイメン干ヰ

8. Halichondria jaρonica (KADOTA) ダイダイイソ

カイメン

9. H. okadai (KADO'I'A) クロイソカイメン

10. H.抑制ceaJOHNSTON ？ナミイソカイメン？

HALICLONIDAE カワナシカイメン科

11. Haliclona permollis (BowEllBANK）ムラサキカイ

メン

CALL YSPONGIIDAE サ、ラカイメン科

L、る。なお， 学名については新日本動物図鑑（1965) 12. Callyspongia elegans (T1rn:u-) ワタトリカイメ

および谷津 ・内田動物分類名辞典 (1972）に従った。 ン

海綿動物目録

SYCETTIDAE ケツポカイメン科

1. Sycon sp. ケツボカイメンの一種

文献

岩佐正夫 1955 横浜国立大学臨海実験所海産動物仮

目録訂3版〈謄写刷〉

（神奈川県立博物館）

図 1. ツボシメジカイメン
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神奈川自然誌資料 3 : 92, Mar. 1982 

ペンケイガニ類のゾ、エアの

放出行動

村岡 健 作

Note on Spawning of Sesarmid Crabs 

Kensaku MURAOKA 

ベンケイガニ類がゾエアを放出するために海岸や川

岸に集まることはよく知られてL喝。県下でこの放出

行動を観察できる場所としては三浦半島は有名で、，以

前には黒崎や三戸などで観察することができた。しか

し，最近では都市化の波にのり， 半島の海岸や河川等

は整備され，ベンケイガニ類が生息できるような場所

も数少なくなってきた。そのため，カニがいち時に多

数集まってゾエアを放出て。きるような場所もおのずか

ら限定されてしまい，このような観察場所を探すのが

困難になってきている。1979年7月に三浦半島の海岸

で，ベンケイ ガニ類が1箇所に多数集まってゾエアを

放出しているのを甲殻類学会員の佐膝官氏が観察され

た。筆者は同年8月に同氏の案内で，その行動を観察

することができたので，写真を付して紹介したい。

ベンケイガニ類のゾエアの放出行動を観察した場所

は横須賀市長井町の荒崎海岸である。この海岸の湖上
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帯は付近の崖から浸出した清水で湿地化した所もみら

れ，このような場所には背丈ほどの革本類も生じ，ベ

ンケイガニ類が生息するのには適した環境を備えてい

る。観察した日時は8月9日の午後の満潮時（旧暦17日

の大潮で，満潮時まljは逗子で18時20分〉で，波も静か

で，天候も良好であった。海岸や波打ちぎわには日暮

れとともに， ベンケイガニ類が多数出現したが，その

ピークは19時前後で，個体数は約450～500を数えた。

抱卵した雌ガニlj:＼、ずれも波打ちぎわの岩場で休を半

分ほと水に浸してゾエアの放出を行なった。放出行動

は11時間ほど観察されたが，個体数は徐々に減少し，

20H寺前後には岩場から離散した。出現したベンケイガ

ニ類はアカテガニ Sesarma(Holometopus) haemato-

cheir (DE HAAN）とベンケイガニSesarmoρsinterme-

di um〔DEHAAN）が主で，このうち，アカテガニが%

以上を占めていた。 ~ti£雄の比は雌ばかりでなく，雄も

わずかではあるが岩場に見出された。他に，カクベン

ケイガニ Sesa仰 ia(Parasesarma）戸ictum(DE HAAN), 

クロベンケイガニ Sesarma〔Ho/ometopus〕dehaani

(H. MIしNEEow Anos）も出現したが個体数は3～4個

体であった。なお，同時刻にはi朝上帝の砂｛疎地てoベン

ケイガニ矧の抱楼行動も 5例ほどみられた。

参考文献

酒井恒 1980 l!!ft:. その生態の神秘講談社東京

（神奈川県立博物館〕

図 1. ソーエア放出のため海岸

に現われたベンケイガ

ニ類



神奈川自然誌資料 3 : 95～99, Mar. 192 

狩川の毛麹目 （昆虫〉相について

小 林 峯生

The Caddisflies or Trichoptera in Kari River 

Mineo KOBAYASHI 

I はじめに

近年，河川｜・ 湖沼などの水質の汚れにより水生生物

が受ける影響を重視し，わが国の主要河川や湖沼の生

物相の調査が盛んにおこなわれている。県下において

もしかりである。しかし水生昆虫相に関する報告書を

見ると，いずれも種の同定が不十分なことに気ずく。

これは水生昆虫と して主要な位置をしめている毛麹目

〔トピケラ類〉，山手跡目〔カゲロウ類〉，積麹目〔カワ

ゲラ類〉などの個々の種の生活史の解明治、未だに不十

分で，成虫と幼虫との関連が明らかになっていない幼

虫を用いて種の同定がおこなわれている結果によるも

のである（上記各自の分類は成虫分類によって体系づ

けられている）。また，ある河川の一地域における幼

虫の採集から得た水生昆虫相の解明の結果と，成虫の

採集から得た結果とに大きな差のあることが，しばし

ば生じている。このことは，現段階では十分でない幼

虫による分類を重要視し，成虫による分類を軽視して

L、る結果によるものと思われる。このようなことがな

L、ようにするためには，ひとH寺も早く水生昆虫の個々

の種の生活史の解明を進め，幼虫による穫の同定を正

確にするとともに，調査地域の成虫をも採集し，成虫

による種の同定も同時におこない調査結果をより正lil

にする必要がある。

そこで小田原r!rのj古川で1980年3月から1981:9三8月

までに採集した毛麹自の成虫標本を入手することがで

きたので，成虫による種の同定をおこない，狩川地域

の毛麹白相の解明を試みた。

Il 調査地域

狩川は箱根火山古期外輪山に源を発し，外輪山の東

麓を半周し，酒匂川に合流する全長約15,6 kmの山間

部と平野音llを流れる河川である。源流より関場付近ま

図 1.狩川の概略，・印，採集地点
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『－－－－－ Date I 1980 1981 

Species name ～～～～～～ I March. May. June. Aug. Sept. Oct. Nov. April. M司y.June. Aug. 

ANNULIPALPIA 

Stenopsychidae 

1. Stenopsych巴 marmorata I 。。。
Philopotamidae 

2. Soγtosa j.ゅonicα 。 。
PoJycentropdidae 

3. Kyopsyche sp. 。
A ractopsych idae 

4. AractoJうsychesp. 。
Hydropsychida巴

5.時droρsychegifuana 。。
も. Hydγゆsycheselysi 。。
7. HydroPsyche nakaharai 。。
INTEGRIP ALP A 

RhyacophiJida巴

8. Hiinaloρsyche jaρonica 。。 。
9. Rhyacophila brevicephala 。。 。
10. Rhyacophila ka叫am叫γaz 。
11. Rhyacophila clemens 。 。。
12. RhyacoPhila bilobata 。。。
13. Rhyaco戸hilalezeyi 。。
14. Rhyacophila modesta 。 。
15. RhyacoJうhilanakagawai 。
16. RhyacoJりhilaquieta 。
17. Rhyacophila transquilla 

GJossomatidae 。
18. GlossosomαinoPs 。
Lepidostomatidae 

19. Dinarthrodes ja戸onica 。
20. Dinarthrodes biJうがtita 。
Leptocerida巴

21. Letうtocerussp. 。
主席l表 採集結果

てeの上流部は早瀬が多く ，いわゆる渓流的な様相を呈 て保存した。

しているが，それより下流の流れはゆるやかになり水

岡地帯の聞を貫流している。本調査における採集地点 N 採集結果および考察

は上流日ilに位置する水沢出合と関場付近である（図1〕。 採集結果は表lに示すとおりである。

①ヒゲナガカワ卜ビケラ科 STNOPSYCHIDAEの

］［採集方法 幼虫は流れがある程度あり，水のきれいな河川の上流

採集は川岸の草むらや水面上に突き出す樹木の校な や中流に普通に棲息している。成虫分類によると〈以

どにネ ットを用いてス ィーピングした。採集した成虫 下種の同定は成虫によるものである〉わが国では現在

は直ちに50～60%のアノレコーノレに浸け， 液浸標本とし 1属 （Stenopsyche)3種の楼息が確認されている。狩
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にここ
図 2.Stenopsycheの Genitalia. a. StenoJうsychemarnzorata, b. S. griseiPennis, c. S. sauteri 

川からは全国に広く分布する Stenopsychemarmorata 

が得られた。Stenoρsycheman刊orataは1971年に小林

が初めて，従来毛麹目に関する出版物に使われていた

Stenopsyche griseipennis は StenoPsyche押ill円刊orata

であることを認めたものである。これは KIMMINS(19 

58）がgrisei戸ennisIiインド，シッキム，ヒソレマ地方

に分布し，日本に分布する種は NAVASが1920年に

札幌，京都，日光から得た標本にもとづき記載した

marmorataであると発表したことによるものである。

SCHMID 〔1969〕もまた日本に分布するものはma打刊o

rataであって， griseipennisは棲息していないとして

L、る。SCHMIDが掲載した Genitaliaの正確な図によっ

て同定をおこなってみると，griseipennisとされてい

たものはmarmorataであることを知ることができる。

桑山も1972年以来KrMMINE,SCHMIDらの見解の正し

L、ことを認めている。なお，属において桑山（1972〕

はStenopsycheのほかに Parastynopsycheを認めてい

るが， SCHMID(1969）は日本に楼息するすべての種は

Stenopsyche iこ属するとしている。この見解について

はまだ検討が十分でないので何ともいえないが，後日

結論をつけるつもりである。

①カワ トビケラ科 PHILOPOT AMIDAEの幼虫は

主として山間部の渓流に棲息するが，H寺には平野部の

流れの速い川にも棲息していることがある。わが国で

は3属 （Chimarra,Wo円naldia,Sortosa) 22種の綾官、

が確認されている。狩Ji[からはSortosaja抑制caの1

種が得られたのみである。 しかし，狩川の環境状況か

ら見て，今後の採集結果によってはjaponica以外の種

の棲息、が確認される可能性がある。

①イワトピケラ科 POLYCENTROPODIDAEの幼

虫は山間部の河川に接息するが，水温の高い静水に棲

息しているものもいる。わが国では 7属（Phylocentro-

仰s,Plectronemia, Polyplectro仰s,Cyruus, Kyopsyche, 

Paranyctiophylax, Dipseudo戸sis,Ecnomus) 11種の棲

息が確認されているが，イワトビケラ科についての本

絡的な分類学的研究は，津田〔1942）があるだけで，

L、まだに 卜分な研究がおこなわれていない。このた

め，今後の研究如何によっては種数の増えることが大

いに考えられる。狩川からは持。ρsycheに属する雌l

点が得られたが，雌iによる種の同定は現在のところ不

可能なので，種の限定はできなかった。

①シロフツヤ トビケラ科 ARACTOPSYCHIDAE

の幼虫は主に河川の最も流れの速いところに棲息して

し、るが，時には浅瀬に群ーれをなして棲息していること

もある。またある種は放水路にも棲息している。わが

国では2属 （Aractopsyche,Parapsyche) 5種の穣息

が確認されている。狩川からは大型穫である Aracto・

psyche spiniferaの雌が得られたのみである。狩川の

環境状況からみて，今後の調査によって，この科の種

が増えることは十分に考えられる。

③シマ トビケラ科 HYDROPSYCHIDAEの幼虫は

シロフツヤ トビケラ科の幼虫とほとんど同じような環

境に棲息している。 この科に属する穫の幼虫には，発

電所の導水 トンネノレの壁面に隙間ないくらいぎっしり

と楼息し， 営巣物による抵抗によって流量を減少さ

せ，発電能力を低下させる発電水力の害虫とよばれる
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ナカハラシマトビケラH》dro戸sychenakaharaiとウノレ

マーシマトビケラ H》dro）りsycheulmeriなどが含まれ

ている。わが国では5属〔Macronema,Hydro戸syche,

めdromanicus,Hydro戸sychodes,Dilectroma〕13種の

棲息、が確認されている。狩Jljからはめdropsychegifu-

ana, H》dropsycheselysi, H》dropsyche向。kaharaiの

3種が得られた。今後の調査によって狩川から得られ

るであろうと思われるものに全国的に広い分布をして

L、るコガタシマトビケラHydro戸sychodesbrevilineata 

がある。

①ナガレトビケラ科 RHYACOPHILIDAEの幼虫

は主に河川の山間渓流部に棲息しているが，なかには

水温の高い流れの速い河川に棲息するものもいる。わ

が国には3属（Rhyacoρhila,Hima!opsyche, Aρsilocho 

問問。）56種の棲息が確認されている。この科の分類学

的研究は毛麹目中，最も進んでいるが，外部形態、がほ

とんどの種において酷似しているので，現在のところ

雄の Genitaliaの形態の差によってのみ同定がおこな

われている。それ故， j問［による種の同定は一部を除い

てほとんどできない。狩Jljからは Hima!opsychejapo-

nica, Rhyacophila brevicψha/a, Rhyacophila ka加。

murai, Rhyacophila clemens, RhyacoPhila bilobata, 

Rhyacoρhila lezeyi, Rhyacophila modesta, Rhyacophila 

quieta, Rhyacophila nakaga卸ai,Rhyaco）うhilatrans 

quill aの10種が得られたが，上述したように雌個体

による種の同定が不可能なので，今回の調査で得た雌

個体の中にも，別種が含まはている可能性は十分に考

えられる。

⑦ヤマナガレトピケラ科CLOSSOSOMATIDAEの

幼虫はナガレトビケラ科の幼虫とほとんと同じような

環境に棲息している。この科は成虫の外部形態がナガ

レトビケラ科の成虫に酷似しているので，従来ナガレ

トビケラの亜科とされていたが，Ross(1967）によっ

て科として独立された。それ以後， 桑山（1972），小林

〔1973〕も Ross見解にしたがっている。わが国では3

属（Glossosoma, Electragapetus, Agaρetus) 17種の

棲息が確認されてし唱。狩JI！からは全国的に広く分布

する Glossosomaino戸s1種のみが得られただけだが

狩川の環境状況から見て，今後の調査結果によっては

稜数の増えることも考えられる。

①カクツツトビケラ科 LEPIDOSTOMATIDAEは

山間部の流れの速い河川に普通に接息しているが，

なかには湖に棲息するものもいる。わが国では8属な

〔Crunoecia,Gerodes, Ayrzbe戸syche,Neoseverinia, 
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Dinarthrodes, Crunobiodes, Y ai刊。toJうsyche,Crunoe-
cilia, Paradi仰 rthrodes)13種の棲息が確認されてい

る。 8属のうち Yamatopsyche. Paradinarthrodesは

197lfj三に谷によって新属として設けられたものであ

る。j守川からはDinarthrodesjaρonica, Dinarthrodes 

biρertitaの2種が得られた。

①ヒゲナガトビケラ科 LEPTOCERIDAEの幼虫は

普通，大きな河川の静水部に棲息しているが，なかに

は水田に棲息し，水稲の根を食害するものもいる。わ

が国では5属〔Triplectides,Leptocerus, Parasetodes, 

Mystacides, Triaenodes, Oecatis, Setodes, Trichose 

lodes, Triaenodella〕22種の楼息が確認されている。

狩川からは Lψlacer’usに属する雌1個体が得られた

のみである。しかし，雌のため種の同定はできなかっ

た。

V 結果

狩川の毛麹目相に関する調査報告は旭丘高校生物部

(1970）があるのみである。この調査は狩川の源流付近

から酒匂川合流点をすき河口までに 12Stationを設け

て幼虫の採集をおこなし勺毛麹目相の解明をおこなっ

たものである。その結果によると St巴nopsychidae 1 

種， Hydoropsychidae2種，Rhyacophilidae3種，

Goerridae 1種， Hydroptieidae1種の5科8種の棲

息が確認されたのみで，極めて貧弱な毛麹目相であ

るとしている。今回の調査における成虫による種の同

定結果は表2に示すようである。即ち Stenopsychidae

1種，Philopotamidae1種， Polycentrodidae1種，

Aractopsychidae l種，Hydropsychidae3種，Rhya cop 

hilidae 10種， Glossosomatidae1種， Lepidotomatidae 

2種， Leptoceridae1種の9科21種で，山間部の河川

に棲息するほとんどの科の棲息が認められる。また一

つの河川で渓流域に棲息するRHYACOPHILIDAEの

穏数の多いことは特記すべきことである。これらの結

果を旭丘高校の調査結果と比較すると，科数では 5: 

8，種数では8: 21である。今回の調査結果から判断

すると，狩川の毛沼目相を構成する種数は決っして貧

弱なものではない。このように毛麹目相を解明する手

段として幼虫を用いた場合と，成虫を用いた場合に生

ずる構成種数の相違が，どんな要因によって生ずるの

かは明らかではない。毛麹自に属する種の一生は長

く，幼虫は年間を通して河川に棲息していることを考

えると，採集時期の違いによって構成種数に相違が生

ずるものとは思えない。 一つの要因としては水生動物



相の調査の手段と してよく用いられるコドラート法に

よる採集地点の選定のしかたが考えられる。

刊要約

①狩川で1980年4月から1981年8月にかけて採集し

た毛麹自の成虫を用いて，狩川の毛遡目相の解明をお

こなった。

①毛勉目相を構成する種のほとんどは河川の渓流域

や水温の底い地域に棲息する種でしめられている。

①狩川の毛麹目相を幼虫分類によ っておこなった結

果と，今回の成虫分類による結果とを上ヒ較した結果，

幼虫分類では5科8種であったが，成虫分類によると

8科12種を記録することができた。

おわりにあたり標本の一部を提供してくれた都立大

．院生内田忠臣氏にお礼申し上げる。
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